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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章







　なにがどうなっているのか。

　俺おれこと瀬せ能のうナツルは星せい鐵てつ学院高等学校に平凡な高校生であり、これまで平凡な学生生活を送り、今後は平凡に進学して平凡に就職するつもりだった。成績はお世辞にもよいとは言えないが、大学も全入時代に突入すると言うから行き場に困ることはないだろうし、就職も贅ぜい沢たく言うつもりはない。親方日の丸公務員が希望だが、なければないで地元の中小企業に頭を下げて入れてもらうつもりでいた。

　高校生なのになんと夢のない、と言われるかもしれないが、俺に言わせれば大学生の声も聞こえてくるのに荒こう唐とう無む稽けいなことを語ったり、「社会の歯車なんかなりたくない」と口走るのが間違っている。そんなたわごとは小学生までにしとけ。歯車がなければ社会そのものが動かねーんだぞ。

　だがしかし。

　ここ数か月で俺の身に起こったことは、荒唐無稽を絵に描いたようなことばかりだった。

　まず朝起きて女になっていた。次にぬいぐるみが喋しやべり、俺はケンプファーになったことを知らされた。次に相棒とやらが現われて、銃を突きつけられた。さらには敵が現われて攻撃され、幼なじみがやってくるわ高校では女子部に所属させられるわメイドの格好はさせられるわミスコンには出場させられるわ……これを不幸と言わずしてなんと言う。

　なんで俺という特定個人にこんな運命が降りかかるのか。最近の胃痛の原因なのだが、ここに至ってそれどころではない事態が発生した。

　俺がケンプファーで、しかも女に変身することがバレてしまったのだ。

　バレた相手は幼なじみの近こん堂どう水み琴こと。バラした相手は星鐵学院の生徒会長、三さん郷ごう雫しずくである。細かい経緯は省略するが、こうして俺は大変微妙な位置に立たされているわけだ。

「えーと、ちょっと待って」

　水琴はしきりとこめかみをぐりぐりやっていた。

　無理もない、と俺は他ひ人と事ごとのように思った。自分の知り合いが女に化けたのだ。まず己の頭を疑ってしまうだろう。立場が入れ替わったら俺だってそうなる。

「瀬能ナツルってのは男も女も同一人物で、時々入れ替わっては戦ったり女子部で授業を受けたりしていたわけ？」

「そう」

　俺は答える。

「そんでやっぱりあんたもケンプファーで、臓物アニマルの言うこと聞いていたらこうなったと」

「そう」

「あんたはそれに、唯い々い諾だく々だくと従っていると」

「そう」

　俺おれの顔をまじまじと凝視しながら、水み琴ことは言った。

「どういう趣味してんの？」

　趣味じゃねえ、と俺は言い返した。ケンプファーになったことも、女子部で授業を受けているのも趣味の範はん疇ちゆうからは遠い。女の下着には……興味がないとは言わんが、身につけるほどまではいかない。

　ここはマンションの一室。沙さ倉くらさんの家。

　俺たちは駅前のスパで一暴れ（俺に言わせりゃもっぱら水琴が）したあと、沙倉さんの家へと向かった。水琴は突然の客だったが、沙倉さんは快く迎えてくれた。

　変身を解いた俺を見るなり気絶するという大変失礼な態度を取った水琴だったが、沙倉さんとは瞬く間に世間話ができる仲となった。言葉の通じない民族ともコミュニケーションできる女なので、こういうところは見事だと思う。

　そして今の俺はもう一度変身していた。男の俺では泊まれないので、こうならざるを得ない。本当は男の姿で一泊したいんだが。

　水琴はそんな女の俺を見て、さっきから変態呼ばわりしていた。

「美人になれて、嬉うれしそうね」

「嬉しくはねえぞ」

「口紅とかつけんの？」

「いや、つけたことない」

「馬ば鹿かねえ。どうせなら化粧もちゃんとしなさいよ。その方が格が上がるわよ」

　どんな格だか教えて欲しいもんだ。

　こいつはケンプファーのことはあっさり理解したくせに、俺が女の姿を取ることがどうも気にくわないらしい。理由は分からん。俺の言い訳なんか聞きゃしない。

「あんたの趣味が普通じゃないとは思っていたけどさあ。女になるのはやりすぎよ。あたしは幼なじみの一人が性転換したことを、祝福しなきゃいけないわけ？」

「性転換じゃねえ」

　そう答えてから、言い直した。

「いや、性転換だけど、ケンプファーは女しかなれねえんだから、しょうがねえだろ。受け入れる以外、なんか方法でもあんのか」

「そうやって自分に言い訳するところがみっともないのよ」

　水琴はそう断言した。

「幼なじみとして恥ずかしいわ。前に百ゆ合りだなんだって言われてたでしょ」

「お前とますみちゃんが言いふらしたんだろ」

「男のくせに女になってレズを目指すなんて、変態もいいところじゃん。なんか最低。とにかく最低」

　言いたいこと言ってやがる。

　そもそも水み琴こと自身、ケンプファーになっているのだ。ひょんなことから手に入れた臓物アニマルの導きのまま、戦う人間として変身している。ちなみに臓物アニマルとは某おもちゃメーカーが開発した、内臓が飛び出ているぬいぐるみのシリーズのこと。あまりの売れなさっぷりから、不景気の象徴と言われているグッズである。企業が商品開発に失敗するエピソードとして必ず引き合いに出されており、開発部長はどこかに雲隠れして誰だれも連絡が取れないそうだ。

　水琴はさっきからじろじろと、俺おれの胸のあたりを眺めていた。

「ずいぶんでかいわね」

「うるせえなあ」

　なんとなく恥ずかしくなり、両手で胸元を覆う。

「それもやっぱ、あんたの趣味？」

「ちげーよ」

「自分で揉もんだりすんの？」

「するか！」

　こっちはトイレと風ふ呂ろだけは男の身体からだに戻しているのだ。自分で自分の胸を揉んだりしたら、心臓が破裂してしまうわ。

「ふーん」

　水琴は遠慮無く俺の胸を見ている。

「ねえ、胸を隠して悶もだえるのやめてよ」

「悶えてねえよ」

「なんでもいいから。外見が女でも、男がそうやってると思うと気持ち悪い」

「気持ち悪いとか言うな」

　とはいえ同感なので、胸元で組んだ腕を元に戻す。

　いきなり水琴の手が伸びた。ぎゅっと俺の左胸を鷲わしづかみにする。

「お、おい！」

「ほー」

　感心したような声を上げている。

「でかくて揉み心地もいいわね。誰かに触らせた？」

「こら、馬ば鹿か……！」

「あ、あたしが……少し……」

　それまでじっとしていた少女が、口を出した。彼女は美み嶋しま紅あか音ね。星せい鐵てつ学院の図書委員で、やっぱりケンプファーである。俺おれの相棒というのがこの娘こ。

　今でこそ気弱そうな外見だが、ケンプファーになると一転、乱暴でがさつでトリガーハッピーな猛犬女に変へん貌ぼうする。性格は非常に短気となり、何度も俺の頭をハチの巣にしようとしていた。

「へー、紅音ちゃん、ナツルのおっぱい揉もんだの」

「えと……その……着替えを手伝ったので……」

「だからこんなにでかくなったんだ」

　こいつは楽しそうだが、俺はそれどころじゃない。なんでこんな目に合わなきゃならないのか。

「おいもういいだろ。離せよ」

「そうね」

　割合あっさり、俺から離れていった。自分の手を見ながら、開いたり閉じたりしている。

「本物みたい」

「本物だよ」

　多分、だけどな。

「なんで男なのに、女の身体からだになるんだろうね」












　知るか。モデレーターとやらに訊きけ。そいつが仕組んだことらしいぞ。

　水み琴ことは俺おれに向き直る。

「ねえナツル。あんた今の自分に疑問を感じたことない？」

「なにを言い出す」

「女に変身することがおかしいと思わないの？」

「おかしくたってしょうがねえだろ」

「平然としてられるのがおかしいのよ。神経ないの？　あたしが男になって、その……なくてもいいものがあったら、パニックになるわよ」

「俺だってびっくりした」

「だからなんで他ひ人と事ごとなのよ」

　そういや他人事だな。なんでだろう。

　最近、変身するのに慣れてきたせいか、女の身体からだにそれほどの違和感を覚えなくなってきた。目の前の現実が憎くなることはあるが、もう受け入れるしかないというか。ま、それでも風ふ呂ろとトイレだけは男の姿に戻るようにしているけど。

「俺のことだけじゃなくて、お前はどうなんだよ」

「あたし？　あたしは別に。面白けりゃいいから」

　他人に悩めと焚たきつけておいて、自分は関係ないのかよ。相変わらず天動説な女だ。

「そんで、あんたの誓約の腕うで輪わは青で、あたしの敵なんでしょう」

「まーな」

「これは生涯あたしと敵対するってことでいいわけ？」

「待て。そりゃおかしいぞ」

　おかしくはないかもしれないが、なんでそう極端なんだ。

「あたし分かりやすい方がいいのよ。臓物アニマルもそんなこと言ってたし。悩むの嫌いだから」

　恐るべき短絡思考だ。思春期特有の「社会と自分の立ち位置に悩む」なんてことはないに違いない。これくらい図太くなければ、アマゾン流域で部族の宝を巡ってインディオと決闘なんかできないんだろう。ちなみにこいつはめでたく決闘に勝利して、現地に行けば今でも部族の長おさだそうだ。

「ナツルをぶちのめすっていうのも分かりやすい」

「なんで俺はぶちのめされるんだ」

「敵だから」

「現に今、戦ってねえだろ」

「休戦期間よ。ベトナム戦争だって、旧正月は戦闘をしてなかったわ。そんなことも知らないの」

　ふふんと笑う水み琴こと。と、横にいた紅あか音ねが口を開いた。

「あの……お話し中すみませんが……。そろそろ沙さ倉くらさんが……」

　おずおずと話しかけてくる。

　俺おれの憧あこがれの人、沙倉さんは買い物に出ていた。人が増えたことと予想以上に飲み食いしたことがあって、色々足りなくなったんだそうだ。

「あー、そっか」

　と水琴。

「ナツル、あんた沙倉さんに自分の正体バラしてんの」

「してるわけねえだろ」

「喋しやべっちゃえば？」

「できるか！　嫌われたらどうすんだ」

　当たり前のことを聞くな。

　俺は憤然として腕を組んだ。沙倉さんは女の俺に好意を示してくれているが、男の俺にはとんと興味がない。むしろライバル呼ばわりしてくる。これが女の俺を巡る争いのライバルと認識されていて、混乱の原因となっていた。

　水琴は自分で振っておきながら話を打ち切り、室内を見回していた。紅音はおどおどしている。

「……なーんか、臓物アニマルが多いわねえ」

「沙倉さんの趣味だからな」

　作っている会社は「おもちゃ業界が子供から見放される」と同業者に訴訟されそうなんだが、沙倉さんみたいな熱狂ファンがいれば安泰だろう。

「変な趣味よねえ。ていうか、悪い」

「ケチをつけるな。変わってるけど……そこも素敵じゃないか」

　内臓がでろんと露出したグッズを見れば、十人中十人が水琴と同じ反応をするだろうが、俺が認めるわけにはいかないのだ。

　水琴がちろっと俺を見る。

「あんたの信者っぷり、キモい」

「うるせえ。沙倉さんのことを悪く言うな」

「そこがキモいの。おかしいでしょこのグッズの量。臓物アニマルのどこがいいわけ？　つまりこれ死体だよ？」

「人様の趣味にケチつけるな」

「だってさあ……」

　彼女は一度、言葉を切ってから、

「……あんた本当に沙倉さんのこと好きだね」

「おお。沙さ倉くらさんは俺おれにとって天使だ。だって中学も高校も同じなんだぞ。これはなんかの運命だろ」

「……はあ？」

「沙倉さんと俺がくっつくように、神様が道筋をつけてくれたんだ。そうに違いない」

　俺はこの手の運命や星の巡りみたいなものを重視する。沙倉さんと同年代に生まれ、近所で育ち、学校が一緒ということは、将来二人の仲が深まることを意味している。実は誕生日もひと月違いなのだ。ウェディングまでの道は舗装されたと言っていいだろう。非科学的だと言うやつは犬にでも食われてしまえ。余談だが同じクラスの東ひがし田だとは誕生日が三日違いで血液型も一緒なのだが、あいつに運命を感じることはまったくない。偶然だ偶然。

　水み琴ことのやつは、まるで虫でも見るような目つきだった。

「やっぱキモい」

「なんだと」

「どうしてそこまで熱心になるかな」

「沙倉さんだからっつってんだろ」

　水琴は実に面白くなさそうな面構えだった。

「……別に沙倉さんじゃなくてもいいじゃん」

「よくねえよ」

　なに言ってんだこいつ。沙倉さんじゃなきゃ駄目に決まってる。俺とは運命の赤い糸どころかガンダリウム合金製の鎖で繫つながっているのだ。

「……他ほかにも女の子はいるのに」

「どこに」

　俺は首をかしげた。水琴の表情が険しくなる。

「あんた、この部屋にあたしと紅あか音ねちゃんがいるのはなんだと思ってるの？」

「生物学上は女だな」

「うわ、最悪！」

　染色体がＸＸの人間が激げつ昂こうした。

「デリカシーってもんがないの!?　幼なじみだろうと眼鏡めがね図書委員だろうと女の子なのよ！」

　と言われても困る。我が脳内女性マップは、中央に沙倉さんの居城があって周囲の土地を買い占めており、他の女は地図外の存在なのだ。無遠慮に踏み込んでくる雫しずくみたいなやつもいるが、あれは山賊の一種である。

「いや俺は沙倉さん第一主義だから」

「なに言ってんの。紅音ちゃんが可哀かわい相そうじゃん」

　言われた紅音は、恥ずかしいような怒ったような顔をしていた。なんだか俺に不満を溜ためているような気もするが、何な故ぜだ。

「あと、あたしも可哀かわい相そうだからね」

「それはもっと分からん」

「あたしは幼なじみだよねえ」

「まあな」

「なにか感じるところは？」

「いや特に」

「……あんたは本当に最低な男ね」

　水み琴ことの俺おれを見る目つきが、虫から微生物扱いに変化しつつあった。カーペットの床に、ごろりと転がる。

「あー、なんか人生損してるような気がしてきた」

　あんだけ世界中を飛び回って、遺跡だ新生物だとはしゃぎ回って損とは何事だ。高校生でそれだけの経験をしてりゃあ、どう考えても勝ち組だろう。自動小銃片手に中央アフリカで盗賊団と撃ちあうなんて、普通はできねえぞ。

「青い腕うで輪わのケンプファーってやっぱり敵ねー。殺しちゃおうっかなー」

　物騒なこと言いやがって。

　ふと思い直す。考えてみれば、水琴の言うとおり俺たちの立場は敵同士なのだ。本当なら戦ってもおかしくはない。というか、実際に戦った。

　それがこうしているのは、我らが星せい鐵てつ学院の生徒会長様の仕業である。あいつが人の頭から水ぶっかけるような真ま似ねをして、うやむやな状況にしたのだ。

　どういうつもりなんだろうか。そう考えた瞬間、玄関でがちゃがちゃ音がした。

「あっ」

　声を上げたのは紅あか音ね。

「帰ってきた……」

　そうだ。沙さ倉くらさんが帰ってくるはずだったのだ。彼女はたとえるなら、オタクの中にたまたま入った一般人である。専門話は止めないと。ケンプファーのことなんて聞いたらドン引きだろ。

「ほら、起きろよ」

　俺は水琴をうながす。

「なんでよ」

「家主が帰ってきたのに、寝てるのは失礼だろ」

「……あたしの勝手」

「勝手もなにもあるか。起きろってば」

　水琴の腕を摑つかむ。いきなり振りほどかれた。

「触らないでよ変態」

「起きろっつーの」

「だから触んないでよ」

「触らなきゃ起こせないだろ」

「あんたに触られるの嫌になった。さっきまではよかったけど、嫌」

「妙なこと言うな。沙さ倉くらさんが帰ってくんのに、初めて家に来たおめーがごろごろしてんのはよくないだろ」

「沙倉さん沙倉さんて、気持ち悪いの！」

「いいから起きろ……！」

　静かな足音がし、廊下とリビングを区切る扉が開く。

　入ってきたのは黒髪の、大人びた女子。沙倉さんではない。雫しずくだった。

　会長様は俺おれと水み琴ことを見比べた。

「仲がいいわね」

　手に持っていたコンビニ袋をテーブルの上に置く。

「外まで聞こえたわよ」

「え!?　そう？」

　慌てた俺を、雫はいつもの冷たい瞳ひとみで一いち瞥べつした。

「噓うそよ」

　そして買ってきたペットボトルを冷蔵庫に入れた。

　この女こそ俺がもっとも苦手にしており、かつ赤の腕うで輪わをするケンプファー、三さん郷ごう雫である。ケンプファー兼星せい鐵てつ学院生徒会長。生徒会長兼ケンプファーかな。どっちでもいいか。

　性格は冷静沈着で頭が切れる。学校の中でも大変人気があるが、俺はどうも性格が合わない。彼女には散々な目に合わされていて、しかも唇がえらいことになってしまったのだ。あれは思い出したくもなかった。

　雫は俺にちょっとだけ目をやる。

「楓かえではもう少し買い物してくるって。内緒話をするなら今のうちよ」

　俺はその言葉の奥に、策略めいたものを感じた。

「……沙倉さんに買い物押しつけたんじゃねえのか」

「人聞きの悪い」

　自分用に買ってきたのか、缶コーラのプルトップを開けた。

「お願いしただけよ」

　こいつは平気でこういうことをする。沙倉さんの親友のくせに、自分の都合のためには平然と利用をするのだ。沙倉さん教の熱心な信者としては、反発するのも当然だろう。

「暗いのに沙さ倉くらさんを一人にすんなよ」

「あの娘こ、ああ見えて度胸あるから平気よ」

「そういう問題じゃねえ。なにかあったらどうする」

　俺おれは迎えに行く気満々だったが、雫しずくは片手を少し上げて制する。

「瀬せ能のう君がいなくなったら困るわ」

　なにが。

「なんのために、あなたの正体を明かして、近こん堂どうさんに来てもらったと思ってるの」

　そんなの知るか。そこらのことは、全部お前がやったんだろうが。

　反論しようと思ったが、雫は見事に俺を無視した。

「ねえ近堂さん」

「な、なに」

　いつの間にか水み琴ことは起き上がっていた。なんとなくだが身体からだを引いているようにも見える。ほお、傍若無人な幼なじみも、雫は苦手か。

「あなたをケンプファーにした臓物アニマルはなに？」

「チッソクノライヌだけど……」

「どんなことを言ってた？」

「色々と。ケンプファーになったから戦えって」

「他ほかにもあるでしょう」

　にこりとする。だけどこいつの笑顔を額面通りに受け取る人間は一人もいない。

「見張っとけって言われたわよ」

「誰だれを？」

「……会長を」

「でしょうね」

　雫は満足げだ。きっと予想していたんだろう。

　俺にとってもそれほど驚きはない。事前に雫からさんざん聞かされていたこともある。

「私を見張る理由ってなに？」

「なんだか、裏切りそうだからって言ってたけど」

「裏切っていたらどうするつもりなの？」

「そこまでは知らないけど……なんか教えなきゃいけないみたい」

「誰に？」

「誰にって……ちょっと会長！」

　水琴ははっとした。

「あたしを尋問してるの？」

「そうね」

「なにそれ!?　イスラエルの警察だってもっと優しかったわよ！　サブマシンガン持ってたけど」

　お前中東でなにをしたんだ。失われたアークでも探していたのか。

　もちろんそんなことで雫しずくは遠慮しない。この女の神経はチタニウムでできている。

「だから誰だれに教えるの？」

「う……なんで言わなきゃなんないの」

「聞きたいわ」

「……やあよ」

　軽々しく雫の手の内に乗ったら、どうなるか分かったもんじゃない。水み琴こともそのことを感じ取ったんだろう。

「嫌でも答えてくれないと」

「だからなんで会長に……！」

「近こん堂どうさん。あなた、中学のときに出席日数が足りなくなる寸前だったみたいね」

「……なんでそんなことを」

「先生に贈り物をして難を逃れたんですって？」

　ぎく。そんな擬ぎ音おんが水琴の頭上に出現していた。

「南なん米べいの珍しい土産物だったようね。どこかの出土品のようだけど、確か輸出禁止……」

「だからっ、なんで会長がそんなこと知ってんのよ!?」

　まったく同感だ。そのネタ、俺おれも知らないことだぞ。ていうか、水琴はそんなことやってたのか。

「星せい鐵てつの出席日数も、すぐに怪しくなるんじゃないかしら」

　水琴はこめかみから汗を流していた。

「なにが欲しいのよ」

「古代文明の遺物に興味はないわ」

　変わらぬ口調の雫。

「さっきの、誰に教えるかを、言ってもらえないかしら」

「脅迫する気なの!?」

「人聞きの悪い」

　人聞きじゃなくて、実際に悪いことだろ。普通、生徒会長ってのはもっと優しいもんだ。

「だからなんで会長みたいな人に……」

　雫はじっと水琴を見つめた。

　威勢のよかった彼女が、それだけで黙った。一流の脅迫者は余計な約束どころか言葉も発さないというが、今の雫がまさにそれだった。しかし、生徒会長に必要な技能じゃねえよな。

「それで、誰だれに教えるの？」

「よくは知らないんだけど……」

　その口調から、水み琴ことが屈服したのが分かった。

「チッソクノライヌじゃないのよ」

「でしょうね。臓物アニマルはこっちに伝えるメッセンジャーにしかならないから」

「あたしみたいな、他ほかの誰かだって」

「近こん堂どうさんは一人だけでしょう」

「だからあたしも、首をかしげたんだけど……」

　まったくだ。こんな曖あい昧まいなことじゃ理解するのも難しい。臓物アニマルは知識にばらつきがあるらしくて、言うことに差がある。俺おれの家にいるハラキリトラなんか、声が先代のしずかちゃんそっくりということ以外、ろくな取り柄がない。

「じゃ、誰に伝えるんだ」

　俺が訊きいた。すると、水琴が答える前に雫しずくが言った。

「他のケンプファーね」

「みたいだけど」

　うわ。まだいるのか。

　驚いたものの、冷静になってみれば納得できる。俺の家にいる臓物アニマル、ハラキリトラが前に喋しやべっていたが、ケンプファーの近くにケンプファーは出現する。俺も女の姿になってから色んなケンプファーと遭そう遇ぐうしていることからも明らかだ。しかしゴキブリみたいだよな。一人見つければ二十人はいたりして。

　なんとなく俺は呟つぶやいた。

「そいつらもきっと、臓物アニマル持ってるんだよなあ」

「でしょうね」

　雫が同意する。

「なんかこっちは後手後手に回ってるみてえだな。気持ちが悪い。なんか先回りしてやりたくなってきた」

「あら、瀬せ能のう君積極的ね。受け身だと思っていた」

「こういうときもあんだよ」

　というかこんな波は瀾らん万ばん丈じような出来事に巻き込まれちゃあ、カニみたいに岩陰で身を潜ひそめてるのが普通じゃねえのか。前にも言ったが俺は公務員志望で以下略。ただ、いつかは陽の下に出て行かなきゃならんわけで。

「あの……そのケンプファーの人たち……」

　黙って聞いていた紅あか音ねが、ぽつりと言った。

「何色なんでしょうか……」

「いい質問ね」

　そう答えたのは雫しずく。うかつなことに、俺おれはしばらく、紅あか音ねがなにを訊きいたのか分からなかった。そうか、誓約の腕うで輪わのカラーか。

「私も知りたいけど……」

　視線を向けられた水み琴ことはぶんぶん首を振った。

「知らないわよ。会ったことないもん」

　チッソクノライヌから話を聞いただけだろうしな。

「まったく知らない？」

「全然。話も半分聞き流していたから」

「ま、いずれ分かるでしょう」

　雫はそれほど深い追及をしなかった。俺は眉まゆ根ねを寄せる。

「いずれってさ……」

「どうせとっくに巻き込まれてるのよ。放ほうっておいても、向こうからやってくるわ」

　雫は言った。

　こういうところの割り切り方もこの女は凄すごい。自分の予測と決断にぶれがないのだ。もちろんそれは自信と度胸がなければできないわけで、いったい全体、どんなものを食ったらこんな完かん璧ぺき超人ができあがるんだろう。

　その雫は、なにやら俺を眺めていた。

「な……なんだよ」

「ちょっと協力してもらうかも」

「なにやらせるつもりだ」

　この女の言うことを聞いて、いいことがあったためしがない。自分以外の人間（特に俺）を言葉を喋しやべる道具だと思っているフシがあるのだ。やいやい、俺はお前の所有物じゃないぞ。

「調べたいのよ」

「なにをだよ」

　だが雫は、それ以上なにも言ってくれなかった。

　水琴が俺の真横にやってきた。声を小さくする。

「ね、会長って、なんのために動いてんの」

「さっぱり」

「会長って、赤とか青とか抜きにして、なんか違う考えを持っているわよねえ」

　それはまったくその通りだ。

　雫は腹が黒い。病気とかじゃなくて、性格が油断ならないのだ。

　生徒会長なんて全生徒から人望があって、頭のいいやつがやるべきだと俺は思っている。雫しずくもまあその口ではあるんだが、その地位を目一杯利用しようとしている。なんというか、野望の一里塚にしか考えていないのだ。俺おれの場合かなりの偏見が入っているが、やっぱり裏表がなくて天使のような、たとえば沙さ倉くらさんみたいな人が会長になるべきじゃないんだろうか。

　横目でうかがう。相変わらずなにを考えているのか分からん。せめて好きな男のこととか考えていれば可愛げもあるんだが、雫と付き合う男のことなんか想像もつかん。

「あたし見張れって言われたんだけど、なんで同じ部屋にいるんだろ」

「そこが会長の手だ」

「うー、あたしああいう人苦手……」

　水み琴ことは小さい声で嘆いた。

　また玄関から、がたがた音が聞こえてくる。今度こそ、沙倉さんが帰ってきたんだろう。スリッパがぱたぱた響く。

「お待たせしました。買い物悩んでいたら、遅くなっちゃって」

　相変わらず沙倉さんは、天使の笑みを浮かべていた。

「明日の朝ご飯は、全部わたしが作りますから。期待しててくださいね」

　冷蔵庫に買ってきた野菜等をしまっている。大変だと思うが、ちっとも苦痛そうには見えない。客をもてなすのが心底好きなのだな。さすが沙倉さん、こういう人と付き合えれば男おとこ冥みよう利りに尽きるだろう。

　俺の脳内ではさっそく、沙倉さんに告白してオーケーをもらって桜並木で手を繫つないでデートする未来予想図が浮かんでおり、身体からだ中が幸福エキスで満たされていた。ちなみに俺はこういう妄想劇場をしばしば繰り広げる。当然ヒロイン役は沙倉さんで、ここ数年変わっていない。

　自然と頰ほおが緩みがちになってくる。

　そんな俺の変化を知ったか、水琴が紅あか音ねに耳打ちしていた。

「ねえ、ナツルって最近よくああなんの？」

「え……なんだか想像してぼーっとなることは、結構あるみたいですけど……」

「小さいときもそうだったのよ、あいつ将来、電車の中で奇声を上げるサラリーマンとかになるんじゃない？」

　勝手なことばかり言いやがる。妄想の中に沙倉さんが出てくるのは、どちらかというとシミュレーションの域に入る。いわば授業の予習復習と変わらないわけで、いらぬ風評を立てるのはやめてもらいたいものだ。俺は努めて無視することにした。

「別れた方がいいんじゃない？」

「別れるって……え？」

「だからあ、あんなやつとくっつこうとするのは止めた方がいいって」

「そんな……近こん堂どうさんこそ、なんでそんなことを……」

「あたしはほら、幼なじみだから。忠告」

「幼なじみって……近堂さん……ナツルさんを狙ねらってるから、ライバル減らそうって……」

「あたしはそんなことしないわよ！」

　ごちゃごちゃうるさい奴やつらだな。沙さ倉くらさんが台所に行ってる間くらい、静かにできんのか。俺おれなら何万年だろうと、石の中の孫そん悟ご空くうばりに待っていられるぞ。それが最低限の沙倉さんへの敬意というものだ。

　女の子二人とは違い、雫しずくはコーラを飲みながら黙っている。ただこの女の場合は、頭の中で陰謀をフル回転させているに違いない。

　沙倉さんが戻ってくる。手に紙パックのジュースを持っていた。百パーセントグレープフルーツと書いてある。

「コップも洗いましたから、今注ぎますね」

「あ、俺……わたしが」

　俺は手を伸ばして沙倉さんから紙パックを受け取ろうとした。こんな単純作業までやらせるわけにはいかない。この綺き麗れいな手を汚すことはできないのだ。

「いいんです。わたしがやりますから」

「でも……」

「わたしにやらせてください。お嫁さんになったときの予行演習ですから」

　それからちょっと顔を赤らめた。

「ナツルさんに気を遣ってもらえるなんて、とても嬉うれしいです。やっぱりわたしたちは運命の糸で……きゃっ」

　照れた姿も可愛いなあ。糸じゃなくて鎖なんですけどね。男の俺と。

　俺はにやにやするのを極力抑えた。残りの女三人からは、好意的とは言い難い視線が投げられている。水み琴ことは露骨に「こいつ馬ば鹿かじゃないの」という顔をしているし、紅あか音ねはなにやらむっとしている。雫からもほんの一瞬だけ殺気が放たれたっぽいが、これは気のせいだろう。

　入れてくれたグレープフルーツジュースを飲む。うむ。うまさも千倍だ。俺は沙倉さんが注いでくれれば、メチルアルコールでも飲み干す自信がある。

「どうします？　またゲームをしましょうか」

　と沙倉さん。ゲームか。普通にトランプをやるんならまあいいけど、ポッキーゲームはちょっとなあ。

　彼女はそのあたりを察したのか、

「トランプにします？　すごくレアなカードがあるんですよ。臓物トランプっていって、内臓は写真を使ってますから、もうリアルでリアルで……」

　すみません。それはいいです。紅あか音ねあたりは気絶すると思うし、俺おれも多分吐きます。

「ゲームはもういいわ」

　珍しいことに、雫しずくが口を出した。

「時間も遅いわよ」

　言われて、全員壁掛け時計を見た。時計の短針（臓物アニマルなので、短めの腸）は、十一を過ぎようとしていた。

「もうこんな時間……」

　紅音が呟つぶやく。スパで色々騒いだからなあ。遅い時間だと知ると、急速に眠くなってくる。

「寝る時間ね」

「じゃあお布団敷きますね」

　沙さ倉くらさんが立ち上がった。

「布団はある……？」

　俺は訊きいた。水み琴ことが増えたから、ひょっとすると不足するかもしれぬ。

「大丈夫です。全員分あります」

　客用布団はたくさん用意してあるそうだ。準備は怠りないとのこと。

「ええっと……」

　沙倉さんはリビングを出ようとして、ちょっと考える仕草。

「お部屋は三つあるんですけど、一つは荷物で塞ふさがっているんです」

　はあ。

「使っていないお部屋に雫ちゃん、近こん堂どうさん、美み嶋しまさんが寝て、わたしとナツルさんはコレクションルームですね」

「え……!?」

「え!?」

　俺もびっくりしたが、それより声を上げたのは紅音だった。あと水琴。

「なんで……」

「なによそれ！」

　紅音は精一杯抗議しているという感じで、水琴は顔中を口にしていた。

「沙倉さんとナツルさんが同じ部屋なんて、変……」

「そうでしょうか」

　紅音の抗議を、沙倉さんは聞き流そうとする。

「一部屋に皆さんを泊めるのは狭すぎますから、工夫したんですけど」

「ナツルさんと一緒になる必要がありません……！」

「ぴったりですよ。わたしたちは臓物アニマル好きですもん」

「違います……！」

　こればかりは紅音に同感である。違います。臓物アニマルのところが。

「ナツルさんを同じ部屋にしたら、なにが起こるか……」

「わたし、ナツルさんにならなにをされてもそんなに……」

「そうじゃありません……！　沙さ倉くらさんが変なことをするから」

「なんですかそれ！　わたしをなんだと思っているんですか」

「野獣……」

「ひどい！」

　今さら説明をするまでもないだろうが、この二人は仲がよくない。なにが原因かいまいち把握していないのだが、初めて出会ったときから合わなかった。きっと前世は源げん氏じと平へい家けだったと思われる。他ほかに理由がない。

「一つの部屋に四人は狭すぎますから、ナツルさんはわたしと寝るのがいいんです！」

「駄目です……！　沙倉さんと会長が一緒に寝れば……」

「雫しずくちゃんとは、小さいころから何度も寝たからもう」

「じゃあ、あ……あたしとナツルさんが同じ部屋で、あとは三人……」

「え……え!?　それ、本音ですね!?」

　話はこじれる一方である。さすが仲悪同士。くっつくことはないんだろうか。

「待って待って、ちょっと待って」

　制止したのはなんと水み琴こと。いつもなら誰だれよりも騒ぎを大きくする女だが、紅あか音ねが先陣切って抗議しているので、なだめ役になっていた。珍しい光景だ。

「冷静に部屋割りしましょう。えーと、ナツルが誰かと寝るのが問題なのね」

「近こん堂どうさん、ナツルさんを呼び捨てにするんですか」

「そのへんはまあ、あまり気にしないで。紅音ちゃんと一緒は駄目なの？」

「駄目です！」

　と沙倉さん。

「じゃあ沙倉さんと一緒」

「駄目です……」

　と紅音。

「んー。ならあたしは……」

「駄目です！」

　二人が唱和した。揃そろって水琴を睨にらんでいる。

「近堂さんは油断も隙すきもないんですね。狙ねらっていたんですか」

「卑ひ怯きようです……」

　よく分からんが、水琴は地雷を踏んだらしい。本人もしくじったような、見透かされたかと言いたげな表情だった。

「むー……ナツルはどうなの」

「へ？　俺おれ……わたし……？」

「だってあんたの問題なんだから」

　そういやそうだな。

　本音では沙さ倉くらさんと一緒に寝たいに決まっていた。あまり口出しをしなかったのはそのためで、沙倉さんの主張が通ると思っていたのだ。紅あか音ねの抗議がここまで強いとは。このマンションに来てから、とにかく強情である。

「わたしは……えと……沙倉さんとで……」

「ほら！」

　沙倉さんは満面の笑み、宝くじで三億円当たった人みたいであった。

「やっぱりわたしとナツルさんです！」

「そ……そんな、ひどい……」

　紅音は瞬く間に涙を浮かべていた。今にもこぼれ落ちそうだ。

「ナツルさん、騙だまされないでください。汚されます……」

　いや汚されると言われても。男の俺ならどうぞ汚してくださいと言いたいわけで。

　水み琴ことも不服そうだ。こら、お前もそれはないだろう。

「……会長は？」

　水琴は雫しずくに話を振った。

「ニュースを観みてから寝るわ」

「部屋のことなんだけど」

「どうでもいい」

　こいつの場合、興味対象外の反応は全部これだ。

「それとも、私と瀬せ能のうさんを一緒の部屋にする？」

「それも駄目」

「それは……」

「えー」

「ない」

　発言は沙倉さん、紅音、水琴の順である。最後のは俺。

　雫は肩をすくめた。

「だからどうでもいい」

　分かりやすいというかなんというか。

　沙倉さんを含む三人は、まだ話し合っている。話し合いというよりは、へりくつをぶつけ合ってるようにしか聞こえないのもあれだ。

「あみだくじで決める？」

　水み琴ことが言うが、

「うまくいきません。もう試しました」

「不正の温床です……」

　さっきまでの経験から反対する。いわゆる「公平な手段」である抽選形式が全滅なのだ。沙さ倉くらさんと紅あか音ねが「絶対に不正がある」と主張し、水琴は水琴で「確かにねー。あたしならインチキするから」と余計なことを言っていた。

　俺おれは俺で時たま「沙倉さんと一緒で……」と発言しているのだが、体よく無視されていた。沙倉さんは「ナツルさんがこう言ってます！」と支持してくれるのに、他ほか二人が「駄目です……」「こいつに発言権ない」と封じていた。

　いつ決まるんだ。夜が明けるんじゃないかと思っていると、新聞を読んでいた雫しずくが不意に口を出した。

「一緒に寝ればいいんじゃない」

「だから、それで困っているんじゃない」

　沙倉さんが返事。

「ナツルさんと同じ部屋にするのがなかなか決まらなくて……」

「みんな同じ部屋でいいわよ。一部屋に全員寝れば、公平でしょう」

　瓢ひよう簞たんから駒こまというか、コペルニクス的転回な解決方法だった。全員、「なるほど」という顔になった。

「雫ちゃん、さすがね」

「誰だれでも思いつくわよ。これで布団を敷けるでしょう」

「うん。でもちょっと狭くなっちゃうかも」

「また終わらない話し合いをする？」

　もちろん、全員お断りだった。

　沙倉さんはリビングから別部屋に行った。使ってない一室があるので、そこを寝室にするらしい。俺はふうとため息をついた。

「助かったよ会長」

「あら珍しい」

　雫は意外そうな表情。

「瀬せ能のう君が私にお礼を言うなんて、雪でも降るんじゃないかしら」

「嫌味はなしにしようぜ。助かったんだから、お礼くらい言うよ」

「たいしたことじゃないわよ」

　彼女は新聞をテーブルに置いた。む、経済欄を読んでいたのか。

「瀬能君はもてていいわね」

「これはもてるって言わないんじゃないのか」

「楓かえではあなたのことが好きよ」

「女の俺おれに惚ほれられてもなあ」

「男のあなたが好きな娘こもいるわよ」

　なに。それは聞き捨てならない情報だ。

「どこに」

「近くに」

「沙さ倉くらさんか？」

「違うわよ」

「なんだ。からかうなよ」

　沙倉さん以外の女性に好かれることに、どんな意味があるというのだ。それが噓うそならなおさらだ。

　雫しずくは俺を馬ば鹿かにしたような目つきで眺めると、目線を紅あか音ねと水み琴ことに移した。

「私としては、二人に考え直すように忠告したいところね」

　紅音と水琴は、なんとも渋い顔をしていた。なんでそんな顔をしたのか不明だが、女にしか通じない暗号でもあったのだろうか。

　やはりここは反論しておくべきだろう。

「あのな会長、あんまり人を馬鹿呼ばわりすると……」

「呼ばわりじゃないわよ。馬鹿だと思ってるわ」

「おい。もっと言いようが……」

「多数決取りましょうか？」

　俺はそれ以上言うのを止めた。雰囲気からして、紅音と水琴は明らかに「瀬せ能のうナツルは馬鹿だと思う」に手を挙げるからだ。

　沙倉さんが戻ってきた。

「お布団敷きました！」

　さらに沙倉さんがなにか言いかけた途端、雫が遮った。

「楓、瀬能さんシャワーを浴びたいって」

　は？　俺はそんなこと言ってねえぞ。いや浴びたいのは本音だけどさ。スパじゃあ暴れただけでゆっくりできなかったからな。

「あの日だからお風ふ呂ろは無理だけど、汗くらいは流したいんだって」

「そうね、分かった」

　沙倉さんは「バスタオル出すね」と言って、リビングを出た。俺は声を潜ひそめる。

「なあ会長、なんでシャワーなんだよ」

「入りたいでしょう？」

「まあ……」

「入って」

　親切から勧めてくれた……んじゃねえな。こいつのやることだから、きっと裏がある。

　だけど問いつめても答えてくれなさそうだ。

「ああ瀬せ能のう君、シャワーを浴びるだけで、浴槽に入っちゃ駄目よ」

「なんで」

「あなたはそういうことになってるからよ」

　そういえば俺おれは「はじまった」ことになってるんだった。

　むむ、なにがスタートしたんだろうな。紅あか音ねに訊きいても教えてくれなかったし。雫しずくは黙ってるだろうから、ここは水み琴ことに……。

「教えないわよ」

　訊く前に返事が来るという、珍しいことになった。

「あと、あんたは死ねばいいと思う」

「……なんで。たかがはじまったくらいで──」

「死ね」

　どうなってんだ。みんな冷たい。沙さ倉くらさん以外の女なんて、みんなこうなんだろう。

　廊下の先から「すぐに入れますよー」と声がした。んじゃまあ、寝る前に浴びてきますか。

　スリッパをぺたぺた言わせながら脱衣所へ。沙倉さんが色々と説明してくれた。

「これがバスタオルで、これがフェイスタオルです。シャンプーやボディソープは浴室にありますから、自由に使ってください」

「どうも……」

「ゆっくり入っていいですから」

　シャワーだけなんで、それほどゆっくりにはなりませんけどね。

　脱衣所の扉が閉まった。沙倉さんのマンションは、脱衣所に洗濯機があり、浴室と通じているというよくある造り。

　洗濯機の隣に籠かごがある。ここに服を入れるんだけど、妙に新しい。もしかして沙倉さんがわざわざ出してくれたんだろうか。悪いことしたな。

　服を脱ごうとして、手が止まった。

「……男にならねえと」

　何度も説明しているが、俺は風ふ呂ろとトイレだけは男の姿になる。理由？　それはまあ……なんというか……ねえ。恥ずかしいじゃないか。

　なので女の自分の裸をじっくり見たことがない。下着姿が限界。もちろん男の裸なら何度もあって、全裸で体操とかよくやったものよ。

　男に戻るかと思い、腕うで輪わに力をこめた。その瞬間。

「ナツルさん」

　いきなり脱衣所の扉が開いた。俺おれはびっくりして、身体からだを縮めてしまう。

　開けたのは沙さ倉くらさんだった。

「な……なに……」

「忘れてました。ボディソープですけど、オレンジの香料が入っているんで、匂においが嫌だったら石せつ鹼けん出しますから」

「いや、平気……」

「そうですか」

　沙倉さんは「ごゆっくり」と告げて出ていった。やれやれ。改めて、男に戻ろうとする。

「ナツルさん！」

「わ！」

　今度は思わず跳とび上がった。

「うちには市販のリンスだけじゃなくて、クエン酸もあるんです。希釈するのが面倒ですけど、出しましょうか？」

「いい……」

　断ったら、また沙倉さんは引き上げていった。親切だとは思うけど、いちいち言うようなことかな。

　とりあえず上を脱ぐ。さて男に……。

「ナツルさん！」

「わわっ！」

　また扉が開いて、沙倉さんが顔を出す。

「このあいだ手作り石鹼を買ったんです。すごくお肌にいいですから、ぜひ……」

　そこまで言って、沙倉さんはじっと俺の上半身を眺めていた。舐なめるように、という表現がぴったりで、俺はアイスキャンディーにでもなった気分だった。

「あ……どうも……」

「石鹼、使うとき教えてくださいね」

　はあ。いいですけど。でも使うときってなんなのだろう。

　胸元をじっくり見つめる沙倉さん。あ、もしかして彼女は、俺が服を脱ぐタイミングを狙ねらっているのか。

　好奇心に満ちた瞳ひとみをしている。間違いない。俺の、というか女の俺の裸が目当てなのだ。

　考えてみれば、紅あか音ねが俺の着替えを手伝ったときも乱入している。ありうる話だ。この柔肌を狙っているんだ。

　それにしても、男の俺でよければいつでも全裸になるんだが、女の俺ってのはなあ。自分自身で見たこともないんだから。

　沙さ倉くらさんは「ごゆっくり」と言って扉を閉めた。やれやれと思ったが、どうにも視線を感じる。

　嫌な予感がしたので確認。うわ、やっぱり扉がちゃんと閉まってなかった。いつでも覗のぞけるぞ。

　そっと閉める。鍵かぎがついていたので施錠。家族で住んで、年とし頃ごろの娘がいると、脱衣所に鍵があることが多い。元はお父さんのマンションだというしな。

　シャワーを浴びているのが男だとしたら、きっと沙倉さんは仰天するだろう。覗くのはどうよという問題があるにせよだ。

　解決策はある。

　俺おれは服を全部脱ぐと、目をつむって浴室に入った。男には戻っていない。

　つまり女の姿のままシャワーを浴びればいいのである。これなら万一、見られても慌てる必要がなくなる。今でも十分慌ててはいるのだが。

　シャワーのコックをひねった。熱いお湯が噴き出す。

　髪は濡ぬらさないようにして、肩から浴びた。

　しばらくシャワー音だけが浴室に響く。湯気が充満していった。

（ああ……俺の誓いがまた一つ……）

　風ふ呂ろとトイレだけは男の姿でいるという決めごとが、これでパーだ。見事にヌードを晒さらすことになってしまった。

　この浴室には、大きめの鏡がついていた。曇っているが、俺の裸体をはっきりと映しだしている。

　ちらと目をやってから、急いでそらす。うわ、女の裸だ。

　あたりまえだ。変身後の俺自身なんだから。しかし、女の生の裸を見たことのない俺としては、十分刺激的だ。

　鏡の中の俺は、やけに素晴らしいスタイルだった。出てるところは出て、引っ込むところは引っ込んでいる。まあなんと申しますか、そこらのヌードグラビアに勝るとも劣らない、みたいな。

　しかしこれを見て素直に嬉うれしいかというと、なんつーか微妙。様々な意味でのどきどき感が先に立つ。綺き麗れいだとは思うよ。でも自分の身体からだを見てヒートアップすんのも変じゃないかな。そうでもないのかな。

　シャワーの水流を首筋から胸元へ。肌にお湯がはねて珠になる。

　見たくなかったが、胸元まで目線を慎重に移す。汗を流すためには仕方ないと自身に言い聞かせる。

（うわ……でけえ……）

　心の中で呟つぶやいてしまった。なんとまあ、あらためて至近距離で見ると、俺の胸の大きいこと。下着のサイズとやらはよく分からんが、きっと日本人高校生の平均よりは上のものを買わなきゃならないだろう。最近肩こりを感じるようになったんだが、もしかしてこれのせいか。

　あとは、その……えーと、乳首がピンク色で、大変綺き麗れいでございます。はい。

　身体からだ洗うのどーしよ。考えざるを得ない。さっきまで洗うつもりだったんだが、石せつ鹼けんかボディソープを身体につけなきゃならんわけだろ。ほんでこのでかい胸を自分の手で触る。それって……あれじゃね？

　俺おれしかいないってのに、恥ずかしくなってきた。自分の裸を見て赤面するなんて、世界広しといえど瀬せ能のうナツルだけだ。ずばり変態っぽい。

　しかし身体洗うってことは、下の方も洗うんだよなあ。もしかすると、なんというか、うわあ。

　えらい悩みを抱え込んだ。アンダー部分のお掃除をせにゃならんのか。ウォシュレットでいえばビデ。ひい。

　そもそも俺は洗い方を知らん。男の時だったら、ヘチマでがしがしと、ただし例のあれは慎重に洗うんだが、今はどうすればよいのか。あるべきものがないんですが、どうすんの。指かな。

　お湯を当てっぱなしにしているせいか、頭がくらくらしてくる。どういう悩みだよ。くそう、モデレーターめ。お前のせいだ間違いない。












　なんでこんなことに……ん？

　浴室の外でなにやら音がしている。脱衣所に誰だれかいるのかな。

　がさごそがさごそ。なにか漁あさってるみたいだ。金目のものなんか置いてないんだけど……む、漁ってるんじゃなくて、もしかしたら服を脱いでいるのか。

　やがてまた別の人が入ってくる。いきなり声を上げた。

「さっ……沙さ倉くらさん、なにをしてるんです……！」

　叫んだのは紅あか音ね。叫ばれたのは沙倉さんだ。

「服なんか脱ごうとして……どうするつもりなんですか……」

「わ、わたしの家うちでなにをしようと、いいじゃないですか」

「今はナツルさんが入っているんですよ……！」

「せめてお背中を流そうとしただけです！」

「そんな必要はありません。ナツルさんは子供じゃないんですから……！」

　待て、なんで二人が脱衣所に。鍵かぎはかけたぞ。

　どうも中に入ろうとしているらしい。危ねえ。男に戻っていたらとんでもない騒ぎになるところだった。

　しかし沙倉さんが一緒に入る気になったってことは、裸ってことだよな。俺おれと沙倉さんが裸で浴室に……わお。

　興奮して鼻血が出そうになったが、すぐに考えを戻す。女の俺だから、こっちに入ってこようとしているのだった。男だったら近寄ってもくれまい。

　脱衣所は、まだがたがたしている。紅音が沙倉さんを引っ張り出そうとして、沙倉さんは抵抗しているらしい。

「早く戻ってください……！　ナツルさんがあがれません」

「女同士なんですから、恥ずかしくないはずですっ」

　すんません、俺はちょっと恥ずかしいです。

　ちょっと変わった綱引きは紅音の勝利に終わった。沙倉さんは渋々引き上げていく。

　俺はほっとした。こうなったら、自分の身体からだどころではない。また今のようなことがあったらたまらん。洗うの中止。不幸中の幸い。

　浴室から出ると、手早く身体を拭ふいて服を着た。女物のパンツを履はく行為は、なんと申しますかびっくりするほど倒錯的です。

　リビングに戻ると、案の定紅音と沙倉さんがそっぽを向き合っていた。

「お帰り。説明した方がいい？」

　水み琴ことが訊きいてきたが、俺は黙って首を振った。

「だよね」

「ああ……」

「寝よっか」

　俺おれは無言でうなずく。この険悪な二人をなだめるには、睡すい眠みんが一番いい。明日になったら忘れるかもしれない。というか、忘れて欲しい。

　仲が良くない二人も、返事はないが異存はないらしい。

　ただ、雫しずくだけが言った。

「楓かえで、布団、部屋に全部敷けた？」

「……大丈夫よ。ちょっと重なっちゃったけど」

「そう。またちょっと大変なことになるわね」

「なにが？」

「瀬せ能のうさんの隣、誰だれが寝るの？」

　三人がはっとしたようになる。

「どうやって決める？」

　雫の言葉は忌々しいくらいの事態を引き起こした。寝るにはさらに一時間の時間が必要になった。




　そんで深夜。

　誰が俺の隣で寝るかも大変な騒動だった。いやー、女の俺って人気者だね、ほんと。

　沙さ倉くらさんは当然隣を主張した。紅あか音ねと水み琴ことが納得するはずもなく、またごたごた。結局もう一度雫が提案し、「隔離政策」が採用されることになった。なんだこれは。伝染病の治療か。

　どういうことかというと、全員一緒の部屋はやめて、俺だけが一部屋、あとは四人が同じ部屋で寝るというのだ。「全員が損をする形なら、一応公平でしょう」とは雫の台詞せりふ。

　どうでもいいが雫は、寝る直前「シャワー浴びてくれたから、こっちの用もすんだわ」と囁ささやいた。またなんかやりやがったのか。

　俺にあてがわれたのは、例のコレクションルームだった。沙倉さんは布団を運びながら、「この子たちをお願いします」と言ったが、これってどう贔ひい屓き目めに見ても死体ですよね。

「あとこれ、ナツルさんのパジャマです」

　沙倉さんは俺に、臓物アニマルが大きくプリントされたパジャマを押しつけた。

「わたしのとお揃そろいですから」

　確かにお揃いだが、二人してチダルマカモシカの格好をするのはどうしたものか。これ、パジャマというよりは着ぐるみに近い。血の色がリアルで困る。

　紅音と水琴は普通の地味な色した寝間着だった。沙倉さんは「これで十分です」なんて言うが、どう考えてもそっちのが羨うらやましい。

　雫しずくはＴシャツで寝るらしい。あらかじめ持ってきたんだそうな。用意がいいこと。

「じゃあここ、自由に使ってください」

　コレクションルームの中央には布団があり、周囲を臓物アニマルのグッズが取り巻いている。どこの地じ獄ごくだここは。

　俺おれと一緒に寝られないにしては、沙さ倉くらさんはにこやかだった。吹っ切れたんだろうか。

　彼女は壁のスイッチに手を伸ばしていた。

「じゃあおやすみなさい」

　電気を消して出ていく。俺は暗くら闇やみに残された。

　動物の死体が暗がりのあちこちにあるので、非常に不気味だ。電気を消さないと眠れないたちではあるんだが、これはさすがに恐ろしい。

　努めて気にしないようにしながら、布団に入る。ひんやりしていた。

　敷き布団のシーツには、チュウドクタヌキの愛らしくもなんともないイラストが、実寸大で描かれている。さっきからひんやりしているのは、チュウドクタヌキの手足の部分だった。

　このシーツ、沙倉さんが特別に出してくれた。こんなのちょっと考えれば売れるはずがないって分かるんだが、メーカーは熱病にかかっているのか。

　さっさと寝るしかない。俺は無理矢理目をつむった。

　……。

　駄目だ、眠れん。こういうときは羊を数えろと言い伝えられているが、俺に言わせればあれほどあてにならないものもない。今ちょっと試したんだが、ハラキリトラがげらげら笑いながら、何回も柵さくを跳とび越える光景しか思い浮かばなかった。

　まんじりともせず、寝返りを数回。だんだん眠気がやってくる。

　頭の中では、スパで戦ったことと、その後の雫の話がぐるんぐるんと回転していた。

　新しいケンプファーがまた出てくるらしい。なんとも迷惑な話だ。俺のような善良な高校生を、これ以上戦闘に巻き込んでどうするのか。やはり宿命とか運命とか、ややこしいものを背負いながら、戦いという山をえっちらおっちら登らなきゃならないのだろうか。中なか島じまみゆきの歌みたいだな。

　なんにせよ、やっかいなことだ。ここしばらくの俺周辺は、どうしてこう騒々しいんだろう。

　しかしさっきも水み琴ことに言われてしまったが、なんでこう他ひ人と事ごとみたいに考えているんだろう。ケンプファーになった自分が、変な形でしっくりきてしまったんだろうか。

　なんとなく右腕の腕うで輪わを布団から出す。暗闇の中でも青く輝いて……なかった。

　正確には消えかけの電球みたいに弱々しく光っている。なんだこりゃ。

　はっとして布団をめくった。うわっ、胸がぺたんこになっている。俺は慌てて跳ね起きた。

　電気をつけ、どっかに鏡がないかと探す。確か臓物アニマルのグッズであったはずだ。

切り裂かれた腹の中に鏡が収まっているやつが。

　すぐ見つかった。顔を映す。

　ぎゃー、男に戻っている。若干女の雰囲気も残っているが、誰だれが見たって男の瀬せ能のうナツルだ。

　原因はすぐに思い当たった。寝たからである。意識を失ったり眠ったりすると、元の身体からだに戻ってしまうのだ。さっきうとうとしたのがよくなかった。

　こりゃあまずい。女になるのは簡単だが、それじゃ寝られなくなっちまう。一晩中起きているのはなんか嫌。

　一眠りして、明け方になったら起きて女になるしかないだろう。そう考えた途端、扉の外で物音がした。

　急いで電気を消して布団に飛び込む。やべ、女になるの忘れた。誓約の腕うで輪わはほとんど輝きを失っている。

　布団をかぶるのと同時に、扉が開いた。

　なんだなんだ。誰が来たんだ。俺おれは食われるのか？　隣にごそごそ潜り込んできた。ひええっ!?

「ナツルさん……」

　こっ、この声は、沙さ倉くらさん！

「来ちゃいました……」

　うわーっ、夜よ這ばいですか。せめて男の俺の時にして……って、男じゃん。

　俺はとっさに背中を向けた。男ってバレたら洒落しやれにならん。変身してもいいけど、あれ光るんだよ。こんな暗くら闇やみじゃホタルより目立つ。

「お風ふ呂ろ、一緒に入れなかったから、こんなことしちゃいました……」

　沙倉さんは「えへへ」とか言いながら、俺の背中に寄り添ってくる。あの、息が。

「夢みたい、こうしていられるなんて……」

　夢ならいいなあ。いやいやこれはこれで願ったことだし、でもバレたらどうなるんだろう。ああ、もうわけが分からん。

「ずっと邪魔されてばっかりでしたけど、ようやく二人きりになれましたね……」

　どうしようどうしよう。二人きりなのはいいんだが、これはどう切り抜ければいいんだ。助けてウルトラマン。三分しかもたなくてもいいから。

「さ……沙倉さん……」

「楓かえでって、呼んでください……」

　くうっ、呼びてえ。俺の妄想世界では、「楓、ナツルさん」の仲なのだが、こんな形で実現するとは。

「呼んでください……」

「か……」

「か？」

「か……楓かえで……」

　女の姿になっても、身長と声は変化しない。そのため女子部ではあまり喋しやべらないようにしており、今は男なんだけど女の時を思い出して口調を工夫しなきゃならなかった。ひーん、ややこしすぎる。

　沙さ倉くらさんが喜んだのが、背中越しでもよく分かった。

「嬉うれしい！」

　背中にペたっ。顔を押しつけている。

「……ナツルさんって、背中結構大きいんですね。男の人みたい……」

　すいません、男です。

　そろ……。沙倉さんは手を俺おれの前に回そうとしていた。うわっ、胸を狙ねらってる。

　さりげなさを装って、届かないようにブロックした。今の俺は胸がないのだ。ぺたんこなので、触らせるものがない。

「あん……」

　不満そうな沙倉さんの声。

「駄目ですか……？」

「うん……」

「美み嶋しまさんはあんなに触っていたのに……」

　あれもあれで問題ある行為なんで。

　しかしこれからどうしたらよかろう。なんというか、固まってしまって動けない。同じ姿勢を続けているためか、首のあたりはもうみしみし言ってるし。

　悩んでいたら、沙倉さんがもぞもぞ動いた。

「あ、あの……」

「……？」

「前に言いましたよね、わたし……」

　一度言いよどんだが、彼女ははっきりと告げた。

「つ……付き合ってくださいって……。あのお返事、もらってません……」

　ひいー。ついに来た。

　色々理屈をつけたりなんだりで先延ばしになっていたのだが、女の俺は沙倉さんに告白されていたのだ。男の俺だったらコンマ一秒でＯＫなんだが、女の時はちょっと……あ、今は男か。でもそれもおかしいぞ。

「ご迷惑かけちゃいけないって、分かってるんですけど……」

　ためらいがちな口調だった。悲しそうと言うか切なそうというか。そのあたりも可愛くて、立場を忘れてにやけるところだった。

「やっぱり、その……美み嶋しまさんとか、近こん堂どうさんがいますから……。わたし……出遅れたくなくて……」

「……」

　まるで競馬だ。ご安心ください沙さ倉くらさん、俺おれの中では百馬身くらい差をつけて先頭走ってます。イギリスのダービーでもブッチ切り優勝です。

「えと……」

　俺はなるべくばれないように声を潜ひそめた。

「紅あか音ねちゃんも水み琴ことも、関係ないと……」

「そんなことないです。あの二人、絶対ナツルさんのことを……」

「ないって……」

　さすがにそれは信じられん。あの二人はなにからなにまで正反対。共通点があるとしたらケンプファーであることくらいだ。猛犬女とがさつ女だし。

「じゃあ、あの……」

　よりいっそう躊ちゆう躇ちよした口ぶりになった。

「雫しずくちゃんは……」

「へ？」

　つい声が出てしまった。雫ってあのレイプ魔だろ。

「ナツルさん、雫ちゃんのこと好きですか……？」

「いや」

　これは確信もって答えられた。戦ってないだけで、敵みたいなもんです。顔あわせるだけで俺は呪のろわれてますから。

「よかった、雫ちゃんとなんともないんですね……」

　露骨にほっとしていた。当たり前じゃないですか。

「なんで……？」

「だって、ナツルさんへの態度が変です。言葉とか、目線とか」

「まさか……」

　猛もう禽きん類るいが獲物を捕らえるときのガン見に似てるとは思うが。

「わたしあんな雫ちゃん見るの初めてだから、もしかしてって思って……」

「ない……」

「そうですか……。雫ちゃんが本気になったら、わたし、かないませんから……」

　いやいやそんなことは。沙倉さんが最強で雫は最低です。いくら美人でもあの性格には難があるんで。

「……ナツルさん……」

　沙さ倉くらさんが改まった。

「お返事は……」

　うひー、どうしよう。

　いっそ告白するか。「実は男の瀬せ能のうナツルでした」って。実にお手軽な方法だが、その後のことを考えると憂ゆう鬱うつになってくる。どう考えてもショックを受けるはず。あの水み琴ことだって気絶したのだ。沙倉さんは気絶どころか心臓が止まるかもしれない。

　それだけじゃない。万が一命に別状がなくても、俺おれへの評価が悪くなるのは明らかだ。時々女になる変態野郎で、しかも自分を騙だましていた人物を許してくれるだろうか。

　こんなことなら、もっと早いうちに告白しておくんだった。そこから友情をはぐくむ方法も……ないかもしれないが、今よりましだ。

　沙倉さんはぴったりと俺の背中にくっつく。えとあの、色んな意味で心臓が破裂しそうなんですけど。

「……」

　無言の時間が続く。といっても、いずれは返事しなきゃならん。

　告白は論外だが、女の姿でＯＫするのはありかもしれない。このまま女として……いや、なしなし。俺おれは根っからの男なんだって。












「ナツルさん……」

　もぞもぞ指が動く。わっ、背中がくすぐったい。沙さ倉くらさんが指でなぞったのだ。

「素敵です……。あ……？」

　なにやら戸惑ったようになった。

「ナツルさん、髪の毛、いつの間に」

　ああっ。女の姿と長さが違うんだった。ここここれはまずい。

「なんで……」

　思わず目をつむった瞬間だった。

　やたら大きな音がして、扉が開いた。

「ナツルさん……！」

　そこに立っていたのは、紅あか音ねだった。薄いクリーム色のパジャマに、いつもの眼鏡めがね。それはいいんだが、珍しく拳こぶしを握り全身を震わせ、顔を真っ赤にしてまなじりを吊つり上あげていた。

　隣には水み琴こと。こっちは啞あ然ぜんとしている。

「うわ……」

　水琴はぽかんと口を開けた。

「夜よ這ばい？」

　その台詞せりふをきっかけに紅音が激げつ昂こうする。

「沙倉さん、なっ……なにをするつもりだったんですか……！　そんな……破は廉れん恥ちな……」

「破廉恥なんて……重要なお話をしてたんです」

　反論する沙倉さんだが、さすがに現場を押えられたせいか、言葉に力がない。

「いないと思ったら、同じ布団に入ってるじゃないですか。どこがお話なんです……！」

「寝ながら話をしてたんです」

「またそんなことを……！」

「……いいじゃないですか！　ここはわたしとナツルさんの、愛の巣なんです！」

　沙倉さんがとんでもないことを言い切った。仰天する俺。

「関係ない人は出ていってください」

「か……関係ないなんて……」

「じゃあ見てていいです。見せつけちゃいますから、ずっとそこで指をくわえていてください！」

「な……なん……」

　紅音の唇は引きつっている。近来まれに見る怒り方だ。内気で声の細い図書委員とは思えない。

　彼女の感情に呼応するように、腕うで輪わが青く光りつつあった。あ。

「こっ……こっ……この……」

　やべえっ。俺おれが跳ね起きて、布団を沙さ倉くらさんの頭の上からかぶせるのと、紅あか音ねがケンプファーに変身するのはほぼ同時だった。

「この売女！」

　眼鏡めがねが消え失うせ、手には拳けん銃じゆうが出現。表情は飛びかかる寸前の犬そのもの。

「くたばれ！」

　俺も変身。沙倉さんを布団ごと抱えて引っ張る。拳銃の弾が部屋を横切って窓に穴を開けた。

「やめろ馬ば鹿か！」

　当然のように俺の意見なんか聞きゃしない。

「うるせえ！　そのクソ女を出せ！　殺してやる！」

「できるか！」

　このまま沙倉さんの姿をさらしたら、本当に紅音によって殺される。猛犬バージョンの彼女は全すべてが本気なのだ。しかも今は、いつも以上に猛たけり狂っていた。

「やめろよ落ち着け」

「かばったらただじゃおかねえぞ！」

「お前は冷静って単語を知らないのか！」

「スワヒリ語なんか知るか!!」

　なんだそりゃ。言い合っている最中、俺は布団をめくると、小声でわびながら沙倉さんの首筋にチョップをした。彼女は言葉も発さずに昏こん倒とう。ケンプファーになるとこんな芸当もできる。

　一安心と思ったが、猛犬女は拳銃を離そうとしなかった。

「ふざけやがって。おい、大馬鹿野郎」

　俺のことだ。まともに名前で呼ぶ気はないのか。

「目障りだ、どこかに行け。そのクソアマに鉛弾をたっぷりくれてやる」

「だからやめろって言ってんだろ」

「誰だれがやめるか。今度という今度は我慢できねえ。その淫いん売ばいをぶっ殺せば、日本人の倫理もちっとは向上する。どけ」

「どけるか！」

　みすみす沙倉さんを猛犬女に売り渡すわけにいくか。ライオンの前の子こ鹿じかより悲惨な目に合うじゃないか。

「なんで沙倉さんを殺そうとすんだよ。お前はいつもそうだな。こんな綺き麗れいな人を殺す方が、よっぽど日本人の倫理に反して世界的な損失で──」

　ごきんと金属音。ハンマーを起こしたのだ。銃口はゆっくりと俺おれに向いた。

「ナツル」

「な……なんだよ」

「あたしが今、なんで怒ってるか知ってるか？」

「はっきり言うぞ。見当がつかん」

　あえて考えると、犬だからだ。吠ほえるのが習性だと思えば納得がいく。

　しかしこのお犬様は、この俺のナイスな回答を、まったく受け入れてくれなかった。それどころか、目の端の痙けい攣れんが、ものすごく大きいものになっていた。

「……おめえ、正気か？」

「そりゃこっちの台詞せりふだ」

「あたしがなに言いたいのか、水み琴ことだってちゃんと分かってるぞ」

　本当かよと思ったが、水琴は「分かるけど」と返事をした。しかもいつの間にか、金髪のケンプファーにチェンジしている。

「理解できねえのは、お前のかぼちゃ以下の脳みそだけだ。馬ば鹿かは生きてる価値がねえっていうが、本当だな」

　また馬鹿呼ばわりだ。いい加減にしろ。つまりなにが言いたいのか。

　目の痙攣が激しくなっている。引き金にかかる指に力がこもっていた。

「おいやめろ！」

　直後に発砲。俺のほっぺたをかすめた。

「ぎゃー！」

「今のはわざと外した」

　それは分かる。これくらいの距離なら、こいつは百発百中だ。

「さっさとどかねえと、クソアマごと、トムとジェリーに出てきたチーズみてえに穴だらけにするぞ」

　御免だ。俺が撃たれるのも沙さ倉くらさんが撃たれるのも。だが紅あか音ねは怒りを静める気配すら見せない。

　どうしたらこいつを大人しくできるか。魔法ツアウバーによる攻撃も考えたが、室内で火を吹いたら火事になるかもしれん。いい方法がない。

「撃つな撃つな！」

　とりあえず哀願することにした。みっともないとか言ってる場合ではない。

「せめて撃たれる理由を聞かせてくれ」

「往生際が悪いぞ」

「味方同士だろ。なんで撃つのか理由が知りたいんだって！」

　紅音はいつもいつも、俺と沙倉さんに腹を立てては発砲しようとする。沙倉さんと仲が悪いのは知ってるが、こっちはどうしてなんだ。

「……」

　紅あか音ねの顔ときたら、そりゃもう大変なことになっていた。

「……本当に分からねえのか」

「見当もつかないって言っただろ」

　胸を張る。俺おれはテストの回答欄に堂々と「さっぱり」と書く男だ。

　猛犬女はかたわらの女の子に訊きいた。

「あいつを撃って、罪になると思うか？」

　水み琴ことはため息をついて、

「……ならない」

「そういうこった」

　え、なんで。女同士の陰謀だ。理不尽にもほどがあるだろ。

「おめえの１ビットパソコン以下のオツムは、まったく理解できねえようだな」

「だから分からないって言ってるだろ」

「じゃあ教えてやる。その汚きたねえ耳をかっぽじって、よく聞くんだ」

　銃口がぎりぎりまで接近する。俺は思わず両手を挙げてしまった。

「変身前のあたしと変身後のあたしが怒ってるのはな、あー……あたしが……」

　お、なんだなんだ。猛犬女が口ごもったぞ。珍しいこともあるもんだ。モチが喉のどに詰まったか。

「あたしがおめえのことを──」

　その刹せつ那なだった。

　がちゃんと音が響き、窓ガラスが割れた。ほぼ同時に白い影が侵入してくる。白？

　人間だ。なんかドレスみたいな服を着た女の子。十二階のはずなのに、外からやってきたのか!?

「見っけ！」

　その娘こは嬉うれしそうに叫ぶと、手にした武器を振り回した。鎖の先に鎌かまがついてる。こいつ、ひょっとして。

　俺たちは反射的に飛びすさる。鎖くさり鎌がまが枕まくらに突き刺さり、中の羽根をまき散らした。間違いない。こいつは剣シユヴエアトのケンプファーだ。しかも明白な殺意を持っている。俺たちを殺そうとしているのだ。

「ナツル、頭下げろ！」

　紅音が怒鳴った。コルトガバメント似の拳けん銃じゆうを発砲。

　チンチンと金属音。げっ、この白服娘、鎌の刃やいばで弾はじきやがった。跳弾から身を守ろうと、俺と水琴は床に転がる。

「やるね！」

　白服娘は楽しそうだ。全身から喜びが溢あふれている。紅あか音ねとは違った意味で病気だ。

「とおっ！」

　鎖くさり鎌がまが飛ぶ。この宍しし戸ど梅ばい軒けん、分ふん銅どうじゃなくて鎖鎌を振り回す。まるででかい扇風機だ。

　しかもその動きが素早いときてる。

「うおっ!?」

　紅音の服が切り裂かれた。並の腕じゃない。

「なめやがって！」

　怒りに火をつけた格好になった。拳けん銃じゆうをばかばか撃ちまくる。白服娘は、巧みにかわしていた。

「殺してやる！」

「できる？」

　馬ば鹿かにしたような口調。これがまた紅音の短い神経を刺激する。

「容赦しねえ！」

「紅音ちゃん、どいて！」

　身体からだを低くした水み琴ことがダッシュ。腰に持った日本刀の鯉こい口ぐちを切る。銀色の筋が一いつ閃せん。

　やった、と思ったのは甘かった。

　水琴の日本刀には鎖が巻きついていた。あの素早さの中、瞬時に攻撃対象をチェンジして武器を封じたのである。

「噓うそ!?」

「ほんと」

　白服娘がにやりとする。水琴は柄を離すことも忘れている。

　転がっていた俺おれは半身を起こす。もう火事とか言ってられん。右手に力を込めた。

　だが俺の炎よりも早く、短剣が飛んできた。数は二本。一本は白服娘の鎌かまを弾はじき、もう一本は鎖を切断した。

　Ｔシャツ姿の雫しずくが、開け放たれた扉のところに立っていた。

「うるさくて寝ていられないわ」

　彼女の武器、やはり鎖に繫つながれた二本の短剣は、生き物のように動いていた。

「あら。私と同じような武器ね」

「む……」

　白服娘の顔が歪ゆがむ。

「新しいケンプファーね。こんな夜に挨あい拶さつ？」

「ぬぬ……」

「少し休んでいかない？　聞きたいことがあるの」

　雫しずくの短剣が同時に飛んだ。交差するようにして白服娘に突っ込んでいく。

　白服娘はあえて反撃せず、跳とび上がってかわすと背を向けた。

「やめたっ。撤収！」

　そして壊れた窓に飛ぶ。

　自殺か、と思って近寄った。いくらなんでも、十二階から落ちたらただじゃすまない。

　死んでなかった。なんと壁面のわずかなでっぱりに鎌かまの先端を引っかけ、するする下りているのだ。ヘリからのラベリングと同じだ。

　九階あたりで一度足をついて、鎌を外す。今度はベランダに引っかけてまた下りていく。きっと似たような方法で、登ってきたんだろう。

　一連の動作はあっという間だった。瞬く間に地面に到着すると、ぱっと見上げてくる。

「べー、だ」

　はっきりと聞こえた。白服娘はあかんべをすると、そのままどこかへと消え去っていった。

　俺おれはなすすべもなく見送るしかなかった。

「なんだありゃ……」

「なんだありゃ、じゃねえよ役立たず」

　紅あか音ねがぱこっと、俺を殴る。

「てめえなにもしなかったじゃねえか。式しき森もり和かず樹きより使えねえ」

「誰だれだそりゃ。俺の武器は危ないんだよ。本当に火事になるかもしれねえんだぞ」

　使おうとしたけどな。危険なのは事実。

「言い訳はいらねえ」

　紅音はぼこぼこ俺を殴った。痛い痛い。口も手も出るよこいつ。

　水み琴ことは念のためか沙さ倉くらさんの具合を見ており、雫はじっと外を眺めていた。

「……見たことある顔だった？」

　俺に聞いているのだろうか。紅音の暴力から身を守りながら返事をする。

「いや。初めて」

「そう……」

「会長は知ってるのか？」

「私も初めて。どこかで見た気もするけど」

　曖あい昧まいなことを喋しやべらない雫にしては珍しい。暗くて、顔の判別がつきづらかったこともあるんだろう。

「予想通りではあるわね」

「なにが」

「新しいケンプファー。こんなところまで来るなんて思わなかったけど」

　確かにそうだ。ケンプファーは引き合うというから、場所が分かるのはそれほど不思議ではない。ただいきなり襲撃したところが驚く。単細胞の紅あか音ね並だ。

「軍事用語の強行偵察ってやつかしら」

「さあな」

「色は見た？」

「そういえば……分からなかった」

　赤か青か、見てなかった。暗がりだから、結構目立つはずなんだけど、目に入らなかったなあ。

　珍しいことに、雫しずくも同意見だった。

「私も見えなかったわ」

「腕うで輪わはしてたよなあ」

「してたはずね」

　はて。どういうことだろうか。雫はちらっと窓から外を覗のぞき、

「油断ができなくなったわね」

「でもなんでいきなり」

「本当は近こん堂どうさんがいれば、こんなことする必要もなかったんじゃないかしら。でも私たちと仲良くお泊まりしてるから、見限ったのかも」

　水み琴ことがびっくりして振り返る。

「えっ、あたし、もしかして裏切り者あつかい!?」

「多分ね」

　さらりと雫は返事。こんなこと言ってるけど、きっとこのことも見越して、水琴を泊めたに違いない。

「これから激しくなるわよ」

　予言めいた言葉だ。だけど俺おれにもそのことは理解できた。

　紛れもなく新しい敵だ。しかも俺たちの見知らぬ存在。相手は恐らく本気。こっちも気が抜けなくなるだろう。

　身震いする。隣の紅音はむしろにやりとしていた。

「面白えじゃねえか」

　拳けん銃じゆうをいとおしそうに撫なでる。

「あの白い女、ふざけた顔が気にいらねえ。こいつをぶち込んで、別のツラに整形してやる。くくく、あたしを舐なめた報いだ」

　恐ろしい。さすが猛犬女だ。ためらいはなく、血の臭いに反応していた。

　雫には制止するつもりがないようだ。水琴に近寄っている。

「楓かえでの具合は？」

「気絶してるだけ」

　俺おれが気絶させたんだった。あとで謝らなければ。沙さ倉くらさんはなにがなんだか分からないだろうけど。

「あとで、このことを忘れてもらわないと」

「そんなことできるの？」

「できるわよ」

　そういや、前にもこんなことしてたな、あのときは自分で沙倉さんをさらっておいて、記憶をいじったんだった。色んな特技のある女である。

「じゃあ後片付けね。瀬せ能のう君」

「は？」

「よろしく」

　え、俺なの？

「おい、一人でやれってんじゃないだろうな」

「そうよ」

「なんで……！」

「一番働かなかった人なんだから、最後くらいきちんとしなさい」

　なんでこんなときに、生徒会長っぽく仕事を振ってくるんだ。慌てて見回すと、水み琴ことは「当然だ」という顔をしているし、紅あか音ねはげらげら笑っている。

「ぎゃはは、こりゃいいや。おいナツル、ちゃんと片付けとけよ。ガラスが飛び散って危ねえからよ」

「お前がぶっ放した銃弾の後始末もあんだぞ！」

「よろしく頼むぜ」

　紅音は笑いながら、水琴と一緒に出ていった。部屋に戻って寝るんだろうな。俺は多分、そんな余裕ねえぞ。気絶した沙倉さんを連れ出してくれたのが、せめてもの厚意か。

　何な故ぜか雫しずくは残っていた。

「なんだ会長。手伝ってくれんの？」

「……訊ききたいことがあるの」

　はあ。なんでございましょう。

　俺は身をかがめてガラスを拾いながら話をすることにした。破片が細かい。掃そう除じ機きが必要だなこりゃ。

　ところがそれ以上台詞せりふがない。

「……どした？」

「こっちを向いてくれないかしら」

「いいじゃねえか」

「見てくれないと話しづらいわ」

「面倒なことを」

　珍しいこともあるもんだ。「へいへい」と言いながら俺おれは振り向き、ぎょっとした。

　彼女はＴシャツ姿。それはいいとして、今の今まで気づかなかったんだが、下はなんとパンツだけだった。

「ごめん……！」

　急いで視線をそらす。雫しずくは一瞬だけ怪け訝げんそうにしたが、すぐに察したようだ。だからといってなにか履はくとかはしないっぽい。

「私はいいわよ」

「いや、よくない……」

「寝るときに余分な服を着るのは好きじゃないの。それより質問。こっちを向きなさい」

　命令口調だ。極力下半身に視線を投げないようにする。おかげで雫の顔を直視する感じになった。

「なんでしょう」

「楓かえでが一緒にいたけど、なにをしていたの？」

「ええっと……」

　答えようとして、我に返る。なんでこんなこと訊きかれるんだ？

「なに？」

「……なんでもいいじゃん」

　お前になんの関係がある。俺と沙さ倉くらさんの甘いひとときだ。それは噓うそだけど。

「そうね、なんでもいいわ。でも知りたいの。あと美み嶋しまさんもなにか言おうとしていなかった？　あの娘こは忘れたみたいだけど」

　そういやそうだな。

「どっちもたいしたことじゃねえよ」

「だったら答えられるでしょう」

「教えるようなことでもないから」

「一緒の布団にいた？」

「いた」

「……どんなことをしたの？」

　俺はあえてそっぽを向く。

「なんでもない」

　それからガラス拾いをまた開始。なんだか不明だが優位に立った気がする。答えない方がいいなこれは。生徒会長様には少しじれてもらいましょう。

「……そう」

　おや怒った。きっと表情は変わってないだろうけど、雰囲気で分かる。これはまた珍しい。プログラムで動いているなんて称される女らしくないな。

「じゃあいいわ」

「恨むなよ」

「恨まないわよ。でも、気持ちがざわつくのって、なかなか抑えられないものね」

「なに言ってんだ」

「やきもちかしら」

　こいつの台詞せりふは理解不能だ。誰だれが誰にやきもちだってんだ。意味不明なことばっかり喋しやべりやがって。

　掃除を再開しつつ、ふと訊きいてみる。

「あー、手伝ってくれ……ないよな」

「当たり前よ」

　雫しずくは背を向けて、コレクションルームからいなくなった。





　　○






「ほっ、とっ、やっ」

　白いドレスの女の子は、ジャンプしつつマンションから遠ざかっていた。

「うわー、危ない危ない。あれだけ数がいちゃあ、キツかったか」

　独り言というにはいささか大きい声だ。癖くせなのだろうか。当人は気にする様子もない。

　ジャンプをやめて駆け足。スカートがひらひら舞った。

「理り香か」

　声をかけられて立ち止まる。

　すぐ前に女の子が三人並んでいた。背丈はまちまちで、当然髪型も違う。ただ同じような雰囲気を漂わせていた。

　呼びかけた女の子が腕を組む。

「抜け駆けは禁止って、あれほど言ったはず」

「いやー、ごめんごめん。どうも気になっちゃって」

　理香は屈託なく笑った。

「どうだった？」

「んーとね、水み琴ことって娘こはなにもしてなかったみたい。ありゃ意味ないね」

「裏切ったのかしら」

「どうなんだろ。わたしたちと顔合わせてないしねえ」

「他ほかはどうなの」

「生徒会長と、犬みたいな娘こと……あー、有名人がいた。瀬せ能のうナツル。女子部の」

　女の子の眉まゆが、ぴくりとする。

「……やっぱりケンプファーだったのね。沙さ倉くら楓かえでの家にいたのも、思った通り」

「うん。モデレーターの言う通りだった」

「場合によっては、派手な戦闘になるわね」

「よらないよ。もう戦っちゃったもん」

　楽しそうに理り香かは話す。女の子は呆あきれたように、

「そのナツルはどうだった？」

「んー、よく分からないな。あんまりケンプファーっぽくはなかったかも」

「持ってこれる？」

「どうだろ。でも荒っぽくていいなら、関係ないよ」

「じゃあ慎重にやることはないわね。派手にやりましょうか」

「ご対面だ」

　理香が楽しそうに言う。他ほかの女の子はただ薄笑いをしていた。












第二章







　月曜日。今日は学校だ。あはは、嬉うれしいなあ。

　もちろん嬉しくない。なんか貴重な休みが、色々とパーになっていた。

　謎なぞのケンプファー襲撃後、俺おれはせっせと後片付けをした。なにしろ沙さ倉くらさんのコレクションルーム。臓物アニマルたちに傷がついたら大問題になるところだったが、奇跡的にグッズは無事だった。

　割れた窓だけはどうにもごまかしようがなかったが、雫しずくが手を回してくれた。目覚めた沙倉さんは「突風で看板が飛んできた」という理屈を無条件で受け入れており、「それよりナツルさんに怪け我ががなくてよかったです」と気遣いまで見せてくれた。やっぱりこの人は天使だ。神だ。

　徹夜で片付けをしたので、次の日は家に帰って熟睡。飯も食わなかったんだが、目が覚めたらちゃんと料理が用意してあった。

「お前が作ったのか？」

　とハラキリトラに訊きいたところ、

「まさか。ぬいぐるみには無理ですよ」

「じゃあ誰だれだ」

「誰だと思います？」

　普通に考えたら水み琴ことだろう。あいつ俺がいいって言っても作りに来るんだから。

「違いますよ。髪が長くてこうすらっとした女性です。名前知らないんですけど」

「……会長だ！」

　ハラキリトラは窓から覗のぞいていたらしいんだが、雫がやってきて料理を玄関に置いて帰って行ったとのこと。

「ほお、あの人が雫会長ですか」

「信じられん。毒入りか？」

「かもしれませんね」

「なんで家の中にあんだ」

「そのあと紅あか音ねさんと水琴さんが来たんですよ。お二人が作った分は、冷蔵庫の中にありますよ」

　まったく気づかなかった。

　念のために冷蔵庫を確認したところ、煮付けと味み噌そ汁しるがあった。紅音が作ってくれたものだ。なんで分かったのかというと、隣にでかい鍋なべがあってカレーが入っていたから。水琴はこれしか能がないのか。前の分も食べ終わってないというのに。

　食べ物に事欠かないのはいいことで、低血圧にならず学校に行くことができた。今日は女には変身しない。

　男子部二年四組は、例によって阿あ呆ほうの集団としか言いようがなかった。

　初めっから授業を聞く気ゼロ。騒いだりはしないから、一見真面目まじめそうに感じられる。そこがたちが悪い。

　当然俺おれもたちの悪さの片棒を担いでおり、教科書を忘れて来たけど寝るから問題なしの精神を貫いていた。

　しばらくは、こうして休み時間まで脳に負担をかけない方法をとるつもりだった。ケンプファーというのは、多大な犠牲の上に成り立っているものなのだな。

「よう、瀬せ能のう」

　声をかけてきたのは毎度お馴な染じみクラスメートの東ひがし田だ。空気中の馬ば鹿かを集めて生命を吹き込むと、この男になる。

「夏休み、どこかに行くか？」

「なに言いやがる」

　気が早いにもほどがある。まだ期末テストすらやってないのに。

「お前の頭のカレンダーはどうなってんだ」

「これくらいがいいんだよ」

　分かってないなと言いたげだ。

「今から準備をしておかないと、夏の女の子たちの写真が撮れないだろうが。お前も美少女同好会の特別顧問なんだから、それくらい理解しろ」

　なんでそんなことを。ちなみに特別顧問というのは、こいつが主宰する星せい鐵てつ学院美少女同好会における役職である。頼んだつもりはないんだが、押しつけられた。

「写真ならいつだっていいだろう」

「季節感ってのは大事なんだよ」

　ここだけ切り取るとまともな発言に聞こえるから困ったもんだ。

「夏なら水着だろ。海をバックに撮りてえなあ」

「勝手に言ってろ」

　東田は若干声を小さくした。

「その写真だよ写真」

「どうかしたか。お前のカメラでもぶっ壊れたか」

「違う。この前、ミスコンの写真集出すって言っただろ」

「そんなんあったな」

「無事発刊できた。これ、お前の分」

　紙袋にしまわれた大判の本を渡してきた。

　これは文化祭でやったミスコン出場者を盗撮した非合法写真集である。綺き麗れいどころが収められているので、予約が殺到したそうな。

「ここでは開けるなよ」

「分かったよ」

「女子部の瀬せ能のうナツルも載ってるぜ。ちゃんと撮れていた」

「……」

「女ナツルは人気あるからな。男子より、女子からの問い合わせが多い。非合法ファンクラブが画像データごとくれとしつこかったくらいだ。美少女同好会は資金面で、当分不自由しないぞ」

　確認した方がいいな、こりゃ。

　ちょうど昼休みなので、俺おれは弁当箱を持って教室を出た。中身はカレー。うちにはインド料理屋を開けるだけある。

　さてどこで食べようか。カレーと写真集を持った男子生徒って、なんつーか不審者と変わらないな。

　しばし悩んだ末、図書館に行くことにした。

　いつもなら本のあるところにカレーを持っては行きづらい。だが今は、改装工事中でごちゃごちゃしており、一般生徒は立ち入り禁止になっている。そこが逆に、目立たなくてよかった。図書館を工事する羽目になったのは……すみません俺のせいです。

　校舎を出て図書館まで歩く。

　一応中に入ったが、さてどこで食うか。やはり工事現場の奥か。

　しかし、まるで逃亡犯みたいだよな。デビッド・ジャンセンが主演していた古いＴＶドラマを思い出す。

「あの」

　背後から誰だれかに言われた。

「ここは立ち入り禁止ですよ」

　振り返ったら女子生徒がいた。優等生っぽくて頭がよさそうだから、きっと図書委員だろう。敷地別に男女が分けられている星せい鐵てつ学院だが、図書館だけは混在地帯になっている。

　俺に注意した女の子は、目が細くて垂れ目気味で、始終にこにこしている印象がある。言葉遣いも妙に丁寧っぽいけど、きっと顔形が性格も決めたんだろう。二年生の徽き章しようをつけているが、今まで見たことはない。女子部の俺は男子部以上にさぼり魔だからな。

「なにかご用でしょうか」

「いや、まあ」

　彼女の視線は俺の手元に向けられていた。

「お昼ご飯を食べられるのでしたら、ここはあまり適当な場所ではありませんけど……」

　ごもっともです。でも目立たないのがいいんで。

「よろしかったら、奥の部屋を使いますか？」

「えーっと、図書委員の部屋じゃないの？」

「今日は人がいませんから。残り物でよければお茶もありますので」

　それはありがたいことです。俺おれは承知した。

　図書委員（と司書）専用の部屋は、貸し出しカウンターの奥にある。もちろん俺は入ったことがない。

「図書館がこうなってしまいましたから、委員はやることがないんです」

「は……」

「誰だれだか知りませんけど、悪戯いたずらで本を無駄にするのはやめてもらいたいものです」

「すいません……」

「はい？」

「いえ……」

　つい謝ってしまった。俺と水み琴ことのせいだからなあ。

「詫わびていただけるのは嬉うれしいですけど、瀬せ能のうナツルさんは、少し口が軽すぎますね」

「なっ……！」

　いきなりのことに絶句すると、女子生徒が風のように動いた。

　ひゅんと音がして、眼前をなにかが通過する。俺はなんだか分からなかったが、身の危険を感じて床に転がった。

　女子生徒の手がきらりと光る。なんかやけに長い棒みたいなものを持っている。

　彼女はその棒を振った。そこではじめて判別できた。サーベルだ。しかも競技用のフェンシングみたいな危険性の低いものではなく、昔の騎兵が戦闘に使う、強きよう靱じんなやつだ。

　刃やいばが目の前に突っ込んでくる。慌てて転がり、とにかく離れようとした。

　その隙すきに手首に力を込める。青白い光がきらめき、俺の身体からだは女にチェンジした。

　起きあがると同時に火弾を発射。天井に当たって焦げ目を作る。いいや、どうせ工事中だ。

　女子生徒は攻撃してこなかった。その代わり、なんだか満足そうにしていた。

「さすがは瀬能さん。ケンプファーになると凛り々りしいお姿ですね」

「何者だ」

「申し遅れました。わたくし、中なか尾お沙さ也や香かと申します」

　優ゆう雅がに腰を曲げる。俺も反射的に頭を下げた。

「女子部の二年一組です」

　さいでございますか。俺のとこの隣か。

「沙さ倉くら楓かえでさんと同じクラスです」

「ふん……」

「あら、興味はありません？」

「あるけど、いきなり斬きりつけてくる女に、なに言えってんだ」

　無茶というか暴力行為だ。刃物で攻撃してくるなんて、通り魔と同じだぞ。

「では自分から申しますが、わたくしも瀬せ能のうさんと同じケンプファーです」

　そりゃそうだろうな。いきなり武器が出現したから、すぐ分かるよ。

　それにしても馬ば鹿かに丁寧な言葉遣いだ。紅あか音ねみたいに変身したらゴロツキ並のことしか言わない女もいるのに、ある意味立派である。

「こう見えても、変身前は普通なんです」

　俺おれの心の底を見透かしたように言う。

「ただこの姿だと、きちんとしなければという気になるものですから」

「いいこった。で、俺に斬りかかるのもきちんとすることなのか」

「そうですね」

　沙さ也や香かはにこやかな顔を崩していない。紅音だったら頭に血を上らせて大騒ぎしているところだ。

「ここで戦う気か」

「どちらかというとお願いです」

　彼女は続けた。ただ、お願いという割には武器をしまっていない。

「なんだそりゃ。言っとくが、刃物振り回すやつとはあんまり話はしたくねえぞ」

「お話の内容自体は簡単です……瀬能さん、わたくしたちの側に来る気はありませんか？」

「なんだ？」

　一瞬、なにを言ってるのか分からなかった。それほど突然だった。

「わたくしたちの仲間になっていただきたいと申し上げました。瀬能さんに来ていただければ、大いに助かります」

「おいおい。どんな理由で。そもそもあんたたちは、なんで俺の敵なんだ」

「モデレーターに逆らっているからです」

「は？」

「いわばあなたたちは、不確定要素なのです。本当はこんなことになるはずではなかった。だから敵対です」

　なんか難しいことを言い出したぞ。不確定要素ってなんだ。アインシュタインとかボーアの理論か。

　元々ケンプファー自体が荒こう唐とう無む稽けいなので、なにが出てもおかしくはないんだが、今回はまた変わっている。分かるのは、モデレーターに逆らったからこうなったってことだろう。でもな、俺は逆らったつもりはないんだけど。

「複雑な理屈は述べません。わたくしが言っているのは、生徒会長の側から、こちらに来て欲しいということです」

「俺おれに雫しずくを裏切れって言うのか」

「そうです」

　おい。大きな誤解だぞそれ。元から雫の味方だったつもりはない。だいたい俺とは敵同士で、なんとなく休戦しているだけなんだ。今すぐ敵対関係に戻したっていい。

「俺は会長とは……」

「あの方が変な動きをされているので、困ったことになったとモデレーターが申しておりました。瀬せ能のうさんに来ていただければ、即座に解決いたします」

「しかしな……」

「ぜひこちら側へ。女性のままで」

　女の姿でいろってことだろうか。

　突然のことで、俺は沙さ也や香かを攻撃するのも忘れていた。これは野球で言うスカウトだろうか。会社ならヘッドハンティングだ。腕のいい人材を引き抜いて自分のものにする。いやあ、困っちゃうなあ。

「……でも、なんで俺なんだ」

「何を悩んでいるのですか？」

「なんで俺を引き抜くんだよ。他ほかに人材いねえの」

「それは瀬能さんが、鍵かぎになる人物だからです。当然でしょう」

「は？　俺が、えーっと、鍵？　それってなんだ？　マジか？」

「ええ。この戦いの鍵になっています」

　またとんでもないことを言い出す。どういうことだろう。なんの変哲もない（ってのもおかしいが）ケンプファーを捕まえて重要人物扱いか。

「鍵って、どんなことが鍵なんだよ」

「今に分かります。こちらに来ていただければ解決しますので。もし来ていただけないと……」

「……戦闘か？」

　沙也香は答えず、入り口のあたりをちらっと見た。

「邪魔が入ったみたいですね」

　腕をびゅっと振る。サーベルがかき消すようになくなった。

「いいお返事を期待していますので」

「返事ってな……」

「それと、わたくしたちの仲間がご挨あい拶さつにうかがうかもしれませんので、よろしくお願いします。それとお昼ご飯を食べるのでしたら、今の時間なら中はやめて外がいいですよ。裏手なら目立ちません」

　それはご親切に……て、昼飯はともかく挨あい拶さつってなんだ。

　沙さ也や香かはそれだけ告げると、身を翻ひるがえし、カウンターの奥に消える。追いかけようとしたが、窓から飛び出して、女子部の敷地へと消えていった。

「なんだおい……」

「ナツル、そんなとこでなにしてんの？」

　振り返ると、入り口のところに水み琴ことがいた。

「なにって……お前こそなにしてんだ。男子部からこなかったか」

「あんたと一緒にお昼食べようと思って、探した」

「どうやって入った」

「前にコツがあるって言ったじゃん」

　男子と女子の敷地は、柵さくと図書館内のゲートによって仕切られている。まっとうな手段以外では、地下部活動の男女交際正常化委員会しか行き来できないはずなんだが。

　こいつは例によって、好奇心で一杯みたいな目をしている。悪意のない幼稚園児か。さっきあったこと、話していいもんだろうか。

　ちょっとした悩みどころだったが、水琴は頓とん着ちやくせず喋しやべった。

「ご飯食べようよ。お腹減ってるでしょ」

「……分かったよ。外に行こう」

　沙也香のこと話すのはあとでいいや。水琴はちょっと不満そうに、

「外？　そこの中でいいじゃん」

「裏手が目立たないんだってさ」

　いったん外に出て、建物をぐるりと回る。なるほど、資材置き場になっていて、いい感じにごちゃごちゃしていた。

　俺おれたちは陰に隠れるようにして座った。

　弁当の蓋ふたを開ける。野菜カレーの匂においが立ちのぼる。

　水琴は弁当を覗のぞき込んだ。

「お、あたしが作ったカレーだ。お昼まで食べるなんて感心感心」

「食わなきゃ傷んじまうんだよ。あんなに作りやがって」

「そういえばさ、あたしと紅あか音ねちゃんでナツルん家に行ったんだけど」

「寝てたんでなにも覚えてないぞ」

「玄関にご飯が置いてあったけど……？」

「あれ会長が作ったんだってさ」

　俺は無造作に答える。別に隠すようなことじゃない。もう食っちまったし。

　意外なことに、水琴は目を見開いて驚いていた。

「会長が!?」

「そうだよ」

「あの人、そんなことするタイプだった？」

「料理がうまいってのは聞いたことあるな。なんでもできるタイプじゃん」

「そうじゃなくて、男のために作ったってこと」

「別にいいじゃないか」

　それがどうしたというのだ。何な故ぜそこまで驚く。お前だって飯作ってくれたじゃないか。

　不思議なことに水み琴ことは、頭を抱えていた。

「うー、手て強ごわいライバルが……」

「ライバルって、お前たち同じ色のケンプファーだろ」

「あんたが鈍にぶいのは助かるけどね」

　鈍いってなんだよ。俺おれは予想屋ナツルと呼ばれていてなあ……ま、いいけど。

　そういえば、沙さ也や香かの色はなんだっただろう。確認するの忘れちまった。この年でもうろくとはいただけない。

　水琴はため息をつきつつ俺の隣に座った。自分の弁当を広げる。

　こいつもカレーか。好きすぎるだろ。俺のと違ってレンズ豆が入っている。ということは、うちにあるのは水琴がわざわざ作ったってことなのかな。

「いただきまーす」

　ばくばく食べはじめた。水琴は食事のスピードが速い。素早くすませないと、ライバルに先手を取られてしまうというのが理由らしい。中央アジアでシルクロードの遺跡を掘り返しているときに身についたんだと。

「もっとゆっくり食えよ」

「しょせんカレーライスだからね」

　本当にカレー好きなのかお前は。

　俺は食べながら、紙袋の封を開けた。さっき戦闘になりかけたおかげで、しわくちゃになっていた。中身には影響ないだろ。

　写真集は丈夫な装丁で、かなり見栄えのする物だった。東ひがし田だめ、儲もうかりそうだからって、金をかけたな。

　スプーンで中身を搔かき込こみつつ、写真集に目をやる。本好きからすればとんでもない行為だろうが、まあいいじゃないか。

　しょっぱなが俺の写真だった。しかも女子部でやった「メイドのようなもの喫茶」でのコスプレだ。あの短いスカートのやつ。

「う……」

　ついうめいてしまった。こりゃまた、精せい緻ちというかなんというか、あらゆる角度から俺を写している。あっぱれというしかない。ああ、これは沙さ倉くらさんと雫しずくに挟まれて撮られたやつだ。やけに鮮明だな。個人データも書いてあるが、これはスルー。

　めくってみると、今度は我らが沙倉さん。ウェディングドレスでミスコンに出たので、写真も大きく扱われている。白いドレスが実に綺き麗れい。

　俺おれはうっとりと写真を眺めた。さすが俺の想い人だ。二次元にしても美しい。

　続いてめくる。む、雫だ。なんか後ろ姿が多いが、隙すきがなかったんだろうか。まるでゴルゴ13だ。

　ミスコンの写真もある。短剣を持ってジャンプしているところ。若干下の角度から写したこれが見事で、雫の凛り々りしさを余すところなく表現していた。アンチ雫派である俺も見とれてしまったくらいだ。

　あとはまあ、その他ほか出場者たち。やはり写真の大きさも数も星せい鐵てつ三大美女が圧倒している。俺もその一員でなきゃ、もっと楽しめたんだけどな。

「ほー、綺麗だねえ」

「あんま見んなよ」

「いいじゃん。貸して」

　なにも言ってないのに、俺の手から写真集をひったくった。嫌がらせなのか、ずっと俺のところばかり眺めてやがる。俺は隣からのぞき込んだ。

「あ……」

「どしたの」

　思わず声を上げてしまった。さっきの女の子が、モノクロページに載っていたのだ。

「この中なか尾お沙さ也や香かって二年生がどうかした？」

「ミスコンの出場者だよな」

「載ってんだから当たり前じゃん。あたしもちらっとだけ見たかな」

　俺おれは覚えていない。写真の姿も、顔こそ同じだが、髪型とイメージがまるで別人だったのだ。

「その人がどうかした？」

「あとで話すよ」

「ふーん。そんでさあ、ナツル」

「飲み込んでから喋しやべれよな」

「新しいケンプファーが襲ってきたじゃん」

「……どっち？」

「どっちってなによ。沙倉さんのマンションに決まってるでしょ」

　水琴にとってはそうだろうな。短時間だったが、確かにあれも相手はケンプファーだった。

「あたし、向こうの仲間になったほうがいいのかな」

　なにを言い出すんだ。俺おれは危うく鼻からカレーを吹き出しそうになった。水み琴ことはきょとんとしている。

「どしたの？」

「さらっと言うなさらっと。びっくりしたじゃねえか！」

「そーお？」

「誰だれかに誘われたのか」

「違う。あたしねえ、色々考えたんだ。この状況をどうすればいいか」

　なんて言ってるけど、絶対考えてねえぞ。突発的にモンゴルとか行ってくる女だからな。トリケラトプスの化石を発掘したと聞いたときはもっと驚いた。

「なんかその方が面白くなると思わない？　混乱して」

「混乱させてどーすんだ」

「ほら、向こうの人たち、赤かもしれないじゃん」

「赤っつったら会長も赤じゃねえか」

「あの人は何色だって関係ないよ」

　そのあたりは全く同感だ。というより、雫しずく自身が全くカラーにとらわれない行動を繰り返している。さすが自分中心主義者。












　こっちは沙さ也や香かにスカウトされて色々悩んでるってのに、自分の意思で行く行かないかよ。神経が太いと言うかなんと言うか。

　カレーを食べ終わった。容器は洗った方がいいかもしれないな。匂においがきつい。

「お前本気なの」

「面白いかどうかだから」

「小さいときからずっとそうだな。全然変わってない」

「昔を思い出す？」

「そうだな」

　思い起こしてみれば、幼稚園でもこいつは派閥で争っていた。砂場で遊ぶ時間帯を巡って、女の子同士で揉もめ事ごとが起こっていたのだ。まるでどっかの会社である。しかも水み琴ことが無邪気に双方を渡り歩くので、余計に混乱していた。「ナツルくんのいっこ下の子たちは、とても手がかかるのよ」と保母さんが愚痴っていたのが印象的。

　にまりと水琴が笑った。

「ふむ、あたしを幼なじみだと思い出したようだね」

「そうだろ」

「ナツル冷たいから、忘れたのかと思った」

　なんか上機嫌になった。どういう基準でこうなるんだろう。

「じゃああたしが向こうに移っちゃったら、寂しい？」

　俺おれは即答した。

「特に」

「なにそれ！」

「いつも勝手に南なん米べいとか行ってるだろ。入学してすぐ休学したくせに、なにを今さら」

「ううう……」

　水琴はトラフグみたいに膨れた。ころころ態度が変化するな。カメレオンか。

「幼なじみが敵に回るかもしれないんだよ？　もっと葛かつ藤とうとかためらいとか悔し涙とかあるじゃん！」

「葛藤なら女に化けるときに使いきっちまったよ」

「なんでそんなに無神経なのよ」

「無神経かなあ」

　繊細で傷つきやすいナツル君だと自認しているんだが。

「あー、こいつにドラマチックな展開期待したあたしが馬ば鹿かなのか……」

　ぶつぶつうるさいやつだ。食べ終わったカレーに向かって話しているようにしか見えないところが、なんかの患者っぽい。

「もう……本当に寝返っちゃうぞ」

　一方俺おれは容器をとりあえずしまって、写真集を取り戻して広げた。といっても熱心に読むつもりはなかったので、ぱらぱらめくるだけ。

　綺き麗れいどころが揃そろっている。元々女子部は美人が多いと言われているし、ミスコンということもある。

　それにしても、俺はほとんど名前を知らん。こっちもミスコンに出ていた身だが、さすがに全員は覚えきれなかった。東ひがし田だあたりならそらんじているんだろうけど。

「ありゃ？」

　横から水み琴ことが口を出す。

「この娘こ、一年生だ」

　彼女が指を差したのは、一年五組の植うえ田だ牧まき恵えである。アイドル顔の娘。

「そりゃ同学年くらいいてもおかしくないだろ」

「そうだけど……」

　なにやら悩んでいる風。さっきまでの妙な難渋とはまた違うようだ。

「……この娘、沙さ倉くらさんちで襲ってきたケンプファーに似てない？」

　俺はぎょっとして、目を凝らした。

「そうか……な」

　確かになんか似てる気もするが、別の気もする。背丈が違うし、そもそもあのときは暗くてよく分からなかった。

「言われてみれば似てるかもなあ……」

「でしょ」

　本当に敵方のケンプファーだとしたらやっかいだ。だって水琴と一緒のクラスだろ。まさに呉越同舟じゃないか。

「もし本当に敵ならやばくない？」

「お前がな」

「みんなだよ。襲ってきたんだから、向こうはこっちのこと知ってるんでしょ。でもこっちは知らないのって、すごい不利。密輸でも取引相手のことを知ってるのと知らないのじゃ、儲もうけに差が出るんだよ」

　たとえがいかがわしいが、理解はできる。

「先手打とうよ」

　と水琴。なんで楽しそうなんだ。こいつは先制攻撃主義者なのか。血の気の多い独裁者と話が合うんじゃなかろうか。

「向こうに寝返る件はどうした」

「あれは……ナツルが泣いて頼むから、一時中止」

「頼んだか？　それに泣いてねえぞ」

「なんでもいいでしょ。あたしはナツルと同じ側にいたいの！」

　変な女だ。俺おれのことなんか気にしたってしょうがないだろうに。

　水み琴ことはときどきこんなことを口走る。幼稚園のときも俺と一緒に帰るんだと泣き出して、あげく「一緒に遠くまで逃げて」と言ってきた。どんな駆け落ちかと思ったが、歯医者に連れて行かれそうだったから、俺を利用して難を逃れようとしたらしい。以来、こいつの台詞せりふは話半分に聞くよう努めている。

「でも先手打つってのもなあ」

「全部で何人いるか分かんないでしょう。先に攻撃して数減らしちゃおうよ。後が楽になるから。うん、それだ」

「それだって、植うえ田ださんが敵なのかよ。間違ったら本当に警けい察さつ沙ざ汰ただぞ」

「確かめればいいじゃん」

「どうやって」

「訊きくの。ケンプファーですかって」

「馬ば鹿か。まともに答えてくれるわけねーだろ。頭のおかしい人認定されたらどうすんだ。本当にケンプファーでもきっと返事はないぞ」

「そうだねえ」

　と水琴。俺もネガティブなことを口にしたが、似てるというのは引っかかる要素ではある。

「ねえナツル、こういう娘こたちのことに一番詳しいの、誰だれかな」

「俺んとこの東ひがし田だだな」

　こればっかりはあいつが冴さえている。あの野郎はどこからか女子部の名簿を手に入れ、一晩で暗記した特技を持っているくらいだ。顔や名前からデータを引っ張ることなんて朝飯前だろう。

「あー、東田君かあ」

「そっか、お前も知ってたもんな」

「写真撮らせろってうるさいんだよね。なにが楽しいんだろ」

「撮らせればいいじゃねえか」

「やだよ。ナツルの写真あげちゃえば」

　もうあげたよ。

「ナツル、東田君に訊いてみてよ。植田ちゃんのこと」

「そりゃいいけど、お前はどうすんだ」

「植田ちゃん本人に、探りを入れてみるよ」

　目がきらきらしている。好奇心に満ちた子供の瞳ひとみだ。

「ケンプファーのことは訊けないって、さっき言ったばかりだろ」

「だから世間話だけ。あたしとナツルの二人でやれば、色々分かるじゃん」

　確かにな。本人と東ひがし田だに訊きけば、かなり色々なことが判明するはず。

「まだあるよ。もう一人にも訊こう」

「誰だれのこった」

「東田君と同じくらい、女子部に詳しい人、生徒会長」

　あー、そうだな。雫しずくなら個人のデータをかなり深いところまで把握しているはずだ。役職柄、そういうことも必要なのだ。

　しかし。

「……それ、誰が訊きに行くんだ？」

「ナツルだよ」

　水み琴ことは当然だと言い添えた。

「あたし、会長苦手だもん。ナツルの方が適任」

　俺おれも雫は苦手なんだけどなあ。




　食事が終わると水琴は「うおお」と叫びながら走り去った。植うえ田だ牧まき恵えに会いに行くのに、なんだってあんなに気合いを入れるのか。

　それにしても植田牧恵か。彼女がケンプファーかどうか分からないが、中なか尾お沙さ也や香かと合わせて二人。あと何人いるんだろう。これで打ち止めだったら色々と楽なんだが。

　まだ休み時間はある。なんとなく工事用の資材が寄せられている建物を見上げた。

　改装工事をするのは本が置いてあるフロアだけで、そのほかは使用可能になっている。つまり、生徒会室もちゃんと機能しており、雫もいるってことだ。

　なんか気が乗らないな。それでも俺は再び建物の中に入った。

　一階はやはりごちゃごちゃしており、工事現場で見るコーンとロープで「入っちゃ駄目よ」と仕切りがしてあった。内緒で付き合っているカップルなら、むしろ隠れ場所ができたと喜ぶかもしれないが、ここは本当に危ないはずだ。

　あたりまえだが沙也香の姿はない。もう誰もいないよなと思っていたら、女の子が出てきた。

「……紅あか音ねちゃん？」

「あ……ナツルさん」

　紅音だった。よいしょ、という感じでロープをまたいでいる。

「なにしてんの」

「蔵書のチェックです。濡ぬれちゃってたくさん駄目になっちゃいましたから……」

　そういやこの娘こは図書委員だったな。

　噂うわさによると、彼女は図書委員の中でもひときわ熱心で、本の傷みの確認から、貸し出しチェックまできちんとやるんだそうだ。さすが本好き、適当をもってよしとする俺おれとは実に対照的。

　それだけに、俺と水み琴ことが大量に本を駄目にしたと聞いたときは卒倒しそうになっていて、ずっと「恨みます、恨みます」と呟つぶやいていた。

「ナツルさんはなにを……」

「あー……いや、別に用は」

　本当は上の階にあるんだけど、今はいいや。

「そうだ、ちょっと訊ききたいことがあるんだけど」

「なんでしょう」

「中なか尾お沙さ也や香かって女の子、知ってる？」

　紅あか音ねは即答した。

「ええ……一組の娘こですよね……」

「図書委員？」

「はい。でも、あまり熱心な娘じゃなくて……渋々やってるみたいです。ちょっとギャルっぽくて、今時の女の子って感じですけど……」

「そっか……」

　俺が知らないのが変に思えてきたな。性格が違うのは変身前と変身後の差だろう。隣のクラスなんだから、会うことはできるが……さて。

「中尾さんが、どうかしたんですか……？」

「なんでもない」

　本当はなんでもあるけど、なんとなく、ここで言ってもしょうがない気がした。

「あそこの本は全部破棄するとか聞いたけど」

「残せるものは残すつもりです。もったいないですから。でもかなり買い換えないと……」

　そう言いながら、恨みがましい瞳ひとみでこっちを見る。いやまったく本当にすみませんです。

「生徒会が予算をくれたので、本を新しく買い揃そろえるつもりです。本屋さんか市立図書館に出かけようと思ってるんですけど……」

　紅音は上目遣いになった。

「ナツルさん……一緒に行ってもらえますか？」

「え、俺が？」

　自慢じゃないが、俺の読書歴といったらほとんどがマンガだ。活字は教科書だけで十分だと思っている。

　おまけにマンガといっても、読んだら一時間後には内容を忘れているのでまったく蓄ちく積せきにならない。デスノートなんか三回も読み直して、そのたびに新鮮な驚きに満ちたもんだ。悪魔が好きなのはリンゴとはね。

「同行しても役に立たないだろうと思うんだが」

「い……いいんです」

　紅あか音ねはどこかしら顔を赤くしながら続けた。

「ナツルさんと一緒に行く方が、あのっ、あたしも勉強になりますから……。本を選ぶのを、見ているだけでも……そのあとに、ご飯も一緒に食べられたら、嬉うれしい……かも……」

　最後は声が小さくなって、なに喋しやべっているのか分からん。

　本屋と図書館に行くことなんだろうが、なんか楽しいのかな。マンガ立ち読みは禁止だろうし。

「そっ、それに、本がこうなっちゃったのは、えと……ナツルさんにも……責任……」

　そこを持ち出されると弱いなあ。

「んー……」

「ほっ、本を大事にしない人は……ろくな死に方を、しないと思います……」

　それは脅迫なんだろうか。

「まあ、いいけど」

「あ……よかった……」

　何な故ぜか胸をなで下ろす紅音。俺おれもちょっとだけほっとする。将来はろくな死に方したい。

「じ……じゃあ、明日の放課後でいいですか……？」

「いいよ」

「駅前で待っていてください……。二人で、見に行きますから。二人で」

　紅音は二人を必要以上に強調した。

　全部了承する俺。同時に休み終了の鐘が鳴る。雫しずくとは会えなかったが、いいや。また今度にしよう。

　紅音はどこか楽しそうに女子部へと戻っていった。





　　○






　教室に戻ったら直後に教師がやってきたので、東ひがし田だと話はできなかった。俺は手早くすませようと、次の休み時間になるとすぐ訊きいた。

「植うえ田だ牧まき恵えか」

　東田は少し顔をしかめると、

「お前、沙さ倉くらさん一筋と言いながら、別な娘こもチェックするのか。止めるつもりはないが……」

「今でも一筋だ。だけど、それとこれとは話は別なんだよ」

「女の瀬せ能のうナツルとも親しいもんな」

「あいつの話は今はなし。最近なんか、変わったこととかないかな」

「特にないぞ。文化祭は楽しかったみたいだ。ミスコンに出たのもいい想い出だってさ」

　こいつの情報収集能力は恐ろしい。なんでそんな個人的感想まで知ってるんだ。

「あー、植うえ田ださんがなんかぬいぐるみをもらったとか、そういうことは聞いてないか」

「なんだそりゃ。女なんだから、ぬいぐるみくらい持ってるだろ」

「まあな、他ほかになんか知らないか」

「そうだな。いつも楽しそうで明るい。どっかの事務所のオーディションに受かったというから、上昇志向はあるんだろ。両親は商社で共働き。妹が一人」

「妹？」

「文化祭に来てたぜ」

　そっか。まあ家族も入れるわけだしな。一人っ子の俺おれから見れば、ちょっと羨うらやましい。

　東ひがし田だには軽く礼を言った。それからも、美少女研究会の最高幹部への推薦がどうのこうのと喋しやべっていたが、そっちは無視。

　さて次は……あー、会長か。

　雫しずくと会うのは憂ゆう鬱うつだ。好きか嫌いかで言えば嫌いの方に傾いていて、そのくせあいつは俺の気分をまるで考慮しない。なんだか俺より遥はるか年上にすら感じる。

　今日は会うのを止めよう。ここんところ、ずっと雫とツラを付き合わせていたんだ。たまにはあの冷徹仮面から離れていたいもんだ。

　水み琴ことには会わなきゃならん。女子部にはいかないと。

　放課後まで待った。授業は全すべて寝ることによってクリアし、終了後に図書館へと走る。

　男子部と女子部を遮るゲートも無事通過してから女に変身した。今日は変身しないって決めてたんだが、誓いってのは意外と簡単に破られるもんだ。

　えーと、水琴だから一年の校舎だな。まだ帰ってないだろうな。

　探すまでもなかった。走ろうとしたら、向こうから声をかけてきたのである。

「ナーツル」

　水琴は手招きをしていた。

「遅いわよ。帰ろうかと思った」

「遅くねーだろ。授業終わったばっかじゃねえか」

「あたしブラジル標準時で動いているから」

　なんだその聞いたこともねえ理屈は。

　水琴はさっそく話し出した。こいつはせっかちだな。

「東田君どうだった」

「んー、普通にデータを聞いただけだな。家族構成とか」

「なにそれ。ナツルって本当に使えないわね。もっと役に立とうとか思わないの」

「東ひがし田だに言え！　これだけでも十分詳しいぞ。お前はどうだったんだ」

「植うえ田だちゃんと話してきたよ」

「なんか分かったか」

「あの娘こ面白いね。話し上手だし、お菓子もらったよ」

「そんで？」

「それだけ」

　反射的に両手が水み琴ことの首に伸びた。

「死ね！」

「きゃー、なにすんの！　暴力ＤＶ男！」

「役立たずはお前だろうが！　なに仲良くしてんだ！」

「いいじゃん、植田ちゃんかわいかったの！」

　いいわけない。人にやらせておいて自分はこれか。ここで息の根を止めておかないと、アフリカで部族と仲良くなるやり方と同じとか、余計なことを言うにちがいない。

「ちょっとナツル、離してよ！　あんたケンプファーで力強いんだから！」

「うるせえ。じゃあ、次はちゃんと調べるか」

「調べる調べる。調べるわよ！」

「噓うそつくなよ」

「つかないから！」

　俺おれは手を離した。言葉ほど力を込めなかったつもりだが、水琴はわざとらしく喉のどを押え、ごほごほ咳せき込こんだ。

「死ぬかと思った」

「死なねえよ」

「死んだ後犯されるかと思った」

「しねえよ！」

　俺はどんな趣味なんだよ。

　水琴は服の喉のど元もとを、少し開けた。

「会長の話はどうだったの？」

　……。

「ナツル？」

「聞いてこなかった」

　俺が避よけるよりも早く、喉に手が伸びてきた。

「あんたもちゃんとやってないじゃない！」

「東田には聞いたぞ！」

「会長の方がきっと詳しいわよ！　自分を棚に上げて、あたしを殺そうとしたのね！」

「お前っ……おい、苦しい……」

「死んじゃえ！」

　この女、まったく容赦していない。合計十本の指がもの凄すごい力で俺おれの喉のど元もとに食い込んでいた。ぐえええ。

「やめろやめろ、馬ば鹿か！」

「死ぬかあたしに詫わびるか、どっちか決めなさい！」

　どっちも理不尽だ。おまけに目の前が薄暗くなってきて、頭の奥が痺しびれてきた。

「謝る謝る」

「本当!?」

「謝らないけどちゃんとする」

　さすがに謝罪は理不尽だと思うんだ。

　水み琴ことは手を離した。目つきは悪い。変身後の紅あか音ねほどじゃないが、どうして俺の周りの女はこんなんばっかりなんだろう。

「じゃあ会長に聞きに行く？」

「行く。明日から」

「……ちゃんとしないと、もうご飯作ってあげないよ」

「当分カレーはいい」

　口の中が香辛料臭くなってるんだ。俺は黄レンジャーか。

　水琴は「ふん」と言い、露骨にそっぽを向いた。

「お前もちゃんと、植うえ田ださんのこと調べろよ」

「仲良くなったから大丈夫だもん。今度遊びに行くって約束した」

　なんだ、やるべきことはやってるのか。

「だから、あたしが遊びに行く前に、色々調べてくれなきゃ困るの。分かった!?」

「分かったよ」

　くそ、正論なだけにむかつく。

　水琴は満足したのか、腕を組んでうんうんとうなずいていた。

「よしよしいい子だ。じゃあ今日も、ご飯作ってあげるよ」

「なにを」

「カレー」

「いらねーよ！」

　俺んちはカレーショップじゃないんだ。水琴のおかげで鍋なべ二つがカレーで一杯になっていて、冷凍庫にも凍らせたカレーが入っている。

「別なのがいいの？　だったら作るけど」

「ラーメンじゃないだろうな」

「なんで分かったの？」

　この二つしかないだろ、お前の料理は。ずっと前に煮物を持ってきてくれたことあったけど、出来合いのだったし。

　丁重にというにはいささか乱暴だったが、とにかく断ると、水み琴ことは露骨にぶすっとした。

「あんた、あたしの料理がそんなに嫌い？」

「嫌いというか飽きた」

「最低！　他ほかに言い様ってものがないの!?」

「カレーとラーメンばっかりじゃ、普通は飽きるんだよ！」

「じゃあ今日は作らない。作りに行ってあげない」

　望むところだ。レトルトのチャーハンが恋しくなってきたところなんだ。

「もうずっと、作りに行ってあげない」

「無理に来いとは言わねえよ」

「……紅あか音ねちゃんに作ってもらえば」

「そうする」

　俺おれは素直にそう告げた。途端に、水琴はこっちを睨にらみつけた。

「ばーか！」

　また馬ば鹿か呼ばわりか。

　水琴は背を向けると「死んじゃえ」と叫んで駆け出した。さすが国境警備隊から追跡を逃れるために鍛えていると豪語した女だ。あっという間に視界から消えていった。

　しかし、なんで走る必要があったんだろう。あいつの考えることは、多分一生、俺には分からないんだろうな。




　俺は喉のどを押えながら、家路へついた。

　変身はとっくに解いている。が、水琴から受けた殺人技はまだ喉をひりひりさせていた。手加減とかそういう単語とは無縁なのか。

　陽も長くなったので、まだ外は明るい。俺はさっき、目の前が暗くなったが。

　コンビニでなんか買って帰るかと思ったが、やめた。冷蔵庫にカレーが山ほど残っているんだった。一部は冷凍にしたが、まだまだ鍋なべに入っている。カレーは島しま村むらジョー並に足が速い。少しでも減らさなければ。

　家に着いた。ありゃ、また窓に電気がついている。

　前にも同じことがあって、そのときは紅音が部屋にあがっていた。俺が鍵かぎをかけ忘れたらしいんだが、こんなことが続くと不安になる。防犯上問題があるよな。

　また紅音なんだろうなと思い、乱暴に靴を脱ぐと、自室に駆け上がった。

「紅音ちゃ……」

　そこで言葉を飲み込んだ。

　いやびっくりしたね。部屋にいたのは紅あか音ねじゃなかった。

　生徒会長の雫しずくであった。




「男の子の部屋にしては、意外と片付いているわね」

　俺おれを見るなり雫は言った。こっちは不意を突かれ、カバみたいにぽかんと口を開けていた。

「……」

「どうしたの？　日本語忘れちゃった？」

　忘れてないが、声を出す方法は忘れた。

「来客にその態度は、あまり好ましくないわね」

「……来客じゃねえだろ！」

　ようやく俺は叫ぶことができた。無断侵入は来訪のうちに入らんのだ。知り合いだって同じことだ。

「どうやって入ったんだ。鍵かぎ、かかってなかったか？」

「そういえばかかってたわね。防犯への取り組みはいいことだわ」

　なに他ひ人と事ごとみたいに言ってんだ。だからどうやって開けたんだこら。

　以前も紅音にやられたが、今度は雫だ。人の家に勝手にあがるのは泥棒と同じと思うんだが、近ちか頃ごろの女のモラルはどうなっているんだ。ケンプファーになると、色んなものが欠如するんだろうか。

　雫は制服ではなく私服で、この間のような黒ではなく明るい色の服を着ていた。恐ろしいことに、それだけで清せい楚そさが五割増しになった。雫が清楚って、なんのギャグだ。

　着替えたところを見ると俺より早く学校を出たのか？　そもそもこの女はどこに住んでいるんだろう。考えてみれば、こいつの私生活はなんも知らんな。

「なにしに来たんだよ」

「座ったら」

　なぜ俺んちで他人に指さし図ずされなくちゃならないんだ。座るけどさ。

　制服のままあぐらをかく。せっかく今日は会うのをやめようと思っていたのに、なんの意味もない。

「なんだか、昼間私に会うつもりだったのに、やめたから身の置き所がないって感じね」

　どうして分かるんだ。お前はエスパーか。身の置き所はともかく。俺はごまかすつもりで言った。

「なんの用だよ」

「昨日はご飯食べた？」

「食べたよ。三食ちゃんと食べるよう努力して……あ」

　そういえば、目の前の人が作ってくれた料理が、玄関にあったんだった。えーと、確かポトフとサラダ。カレーまみれの食生活だったので、かなりうまかった。

「ならいいわ。体調には気を遣いなさいね」

　俺おれのなにを心配してるんだ。

「水み琴ことが料理作ってくれるから、食いもんには不自由してねえよ」

「……？」

　ほんの少しだけ、雫しずくの顔が渋くなったような気がした。おいおい、俺の言葉が聞こえなかったのかよ。

「あいつ幼なじみだからって、結構めし作ってくれんだ。カレーばっかだけどな。紅あか音ねちゃんもたまに作ってくれる」

「……」

「うまかったぞ」

　返事がないので付け加えた。理解したのかしてないのかは不明。雫の顔からなにかを読み取るってのが、そもそも難しいんだが。

「……だからここに来た用件なんだよ」

「昨日、楓かえでの家でシャワーを浴びたでしょう」

　ようやく本題か。長かったな。

「シャワーがどうしたんだ」

「あなたが浴びている間に、これをもらったの」

　雫が取り出したのは、臓物アニマルのヒアブリライオンだった。しかも沙さ倉くらさんの家にあったやつである。

「……おいこれ、沙倉さんが大事にしていたぬいぐるみじゃないのか!?」

「そうよ」

　なにがそうよだ。もらったんじゃなくて、勝手に持ってきたんだろうが。なんか俺を浴室に入れたがるなと思っていたら、これが目当てだったのか。脱衣所で沙倉さんと紅音が揉もめているうちに、拝借したに違いない。罪悪感とかないのか。

「これ、楓が大事に持っていたから、なにかキーになるんじゃないかって思っているんだけど」

　雫は人差し指の上に載せて、くるくる回した。器用だな。

「うちのカンデンヤマネコは知らなかったのよ。あの子は、知らないこともあるってのが口くち癖ぐせなんだけど」

「なんか役に立たないぬいぐるみだな」

「瀬せ能のう君のところの臓物アニマルはどうかしらって思いついたの」

　それで不法侵入か。女の行動力は恐ろしいものがある。

　俺おれは机の上を見た。ずっと無言だったハラキリトラがびくっとした。

「この子ね」

　雫しずくはハラキリトラをじっと眺めた。

「こんにちは」

「こ……こんにちは」

　ハラキリトラが、しずかちゃん声を出した。震えている。

「私が部屋に入ってもなにも喋しやべらなかったわね。どうして？」

「それはその……」

「食事を持ってきたときも、上からずっと眺めていたでしょう」

「はい……」

　ハラキリトラは完全に怯おびえていた。ぬいぐるみのくせにだらしないやつだ。ま、雫に脅迫されたら俺も泣き出すけどな。

「声くらいかけてくれてもいいんじゃないかしら」

「それも失礼ですから」

「あら、私は平気よ。まさか私の行動を、監視するつもりだったってことはないでしょうね」

「ないですないです」

　必死で否定するハラキリトラ。可動範囲の狭い首を、必死で振っていた。

「そう。ならいいんだけど」

　雫はヒアブリライオンを見せた。

「このぬいぐるみのことは知ってるかしら」

　ハラキリトラはヒアブリライオンを手に取った。目つきも真剣。完全に雫の言いなりだ。さっきまでのやりとりが、かなりきたらしい。

「ヒアブリライオンですね……。臓物アニマルより前のシリーズでしょ」

「博識ね」

「特にどうということは……む」

　ハラキリトラの目が鋭くなった、というのは俺の主観だが、変化があった。

「これ、生きてますね」

「えっ!?」

　叫んだのは俺。

「生きてるって、お前みたいにメッセンジャー機能があんのか!?」

「なんか携帯電話のサービスみたいですね。まあ、そうです」

「喋んねーぞ」

「喋しやべりますよ。ただ途中で寝ちゃうかもしれませんね。人間で言えば八十過ぎのお爺じいさんみたいなもんですから」

　ハラキリトラは短い前足でヒアブリライオンをぽんぽん叩たたいた。おまじないにしては単純だな。

　いきなりヒアブリライオンの口から空気が漏れる音がした。びびる俺おれ。

「うおっ！」

「深呼吸ですよ。久しぶりに喋るから勝手が分からないんでしょ」

　ハラキリトラがしずかちゃん声でなだめた。のび太の気分だ。

「あ……あ……えー、あ……」

　ヒアブリライオンが言葉を発する。むむ、やけに渋い。洋画の吹き替えをやってる人みたいだ。

「あー……ここは……」

「ここはですねえ」

　ハラキリトラが事情を説明しようとしたら、雫しずくがヒアブリライオンを取り上げた。

「細かい説明は抜きよ。自分が誰だれだか分かる？」

「分かります……」

　お、ちゃんと喋った。












「私が誰だれか分かるかしら？」

「赤いケンプファー……」

「よくできました。喋しやべらなかっただけで、寝ていたわけでもないのね」

　雫しずくは俺おれとハラキリトラに見えるように、ぬいぐるみを机の上に置いた。

「さあ教えて。あなたはモデレーターなの？」

「違います」

「じゃあなに？　最初のメッセンジャー？」

「そんなようなもんです」

　ヒアブリライオンが咳せきをする。俺の部屋って、そんなに埃ほこりっぽいかな。

「あなたたちはなんの目的で、私たちを変身させたの」

「……」

「知らないとは言わさないわよ」

「戦わせるため……」

　雫の核心を突いた質問に、端的な答えが返ってきた。しかしこれは、俺ですら知っていることだ。

「なんで戦わなきゃならないの。目的は？　地球侵略の魔の手が忍び寄るなんてことじゃないでしょうね」

「……」

「だんまりはなし」

　雫の腕うで輪わがきらめく。一瞬で変身した。右手に短剣を出現させると、ヒアブリライオンの首筋に突きつけた。

「首と胴体が離れるって、どんな気分なのかしらね」

　ぬいぐるみ相手でも容赦のない脅迫だ。切断くらいで死ぬのかどうか分からないが、ヒアブリライオンの目がきょろきょろしだしたから、ダメージはあるんだろう。

「話します話します」

　ぬいぐるみは慌てた。

「戦ってくれないと困るんですよ」

「私たちは困らないわ」

「モデレーターです。あの人が多分困ります」

「そのモデレーターってどういう役割なの？　そもそも人間？」

「ケンプファーを戦わせるんです……ええと、言いたいことは分かりますよ。だからなんだって話ですよね。モデレーターはなんというか……その、この世界の人間じゃないんです」

　ヒアブリライオンは年寄りみたいに咳せき込こみながら話しはじめる。その内容は驚きよう愕がくというか、浮世離れしたものであった。

　遠い遠い別世界（このぬいぐるみはこんな表現をした）の話。ここでは、二つの勢力がいつ果てることのない戦いを繰り返していた。さしもの争いの多さに両勢力は悲鳴を上げ、中立的存在である調停者モデレーターを作りあげた。

　モデレーターは争いを解決する手段として一つの方法を考案する。それが代表者による決闘であった。決闘して勝った方が、同時にその世界の勝利者となる。

　公平を期すため、代表者はその世界の存在ではないこととすると定められた。こうしてモデレーターは別世界の住人たち、すなわち地球の高校生を捜してはケンプファーに変身させ、赤と青に分け、戦わせることにしたのである。

「なんだそりゃ」

　と言ったのは俺おれ。

「つまり俺たちは、人んちのいさかいの代理戦争をやってるわけか？」

「そうなります」

「アホ！」

　俺はヒアブリライオンをどついた。ぬいぐるみはころころ転がる。

「勝手なことをしやがって。なんの関係もないじゃねえか！」

「なくはありません。モデレーターがこれと見込んだ人しかケンプファーになれませんので。年齢とか色々……」

「勝手にされても困るんだよ。つーか、おかげで俺は女の格好だ」

「それはですね、向こうの世界では戦うのは女性の仕事なんです。男は銃後を守るので」

「なんだそりゃ」

　理屈は理解できたが、俺は女にさせられたんである。えらい迷惑だ。

　見たことも聞いたこともない世界のためになんで戦わなきゃならんのか。そいつらは勝手に殺し合ってろ。俺は沙さ倉くらさんとの仲を進展させたい。

　雫しずくがヒアブリライオンを摑つかみ上げた。

「今の話は本当？」

「本当です」

「私たちはそういう理由で戦わされているの？」

「ええまあ……あの、そろそろ眠いんですけど」

「ふん……」

　雫はじっとぬいぐるみを睨にらんだ。

　この女がこういうことをすると、ドライアイスみたいな冷気が飛んでくる。思うに前世は流氷だったんじゃないだろうか。

「で、あなたがモデレーターなの？」

「違います。モデレーターに命令されて、こんな姿なんですけど」

「もう少し聞きたいわね」

　雫しずくは目の高さよりも上に、ヒアブリライオンを掲げた。

「どうして私たちが戦うの？」

「え……」

「なにも高校生をケンプファーにする必要はないでしょう。それこそ自衛隊員だっていいわ。高校生である理由が知りたいわね。何な故ぜ？」

　ヒアブリライオンの台詞せりふが止まった。

　雫は足を持つと、二、三回振った。反応なし。

「寝ちゃったわね」

　畳の上に置く。

「今はこれくらいにしておきましょうか」

　こいつは冷静だ。ぬいぐるみにとぼけられても（寝たんだが）、腹を立てたりはしない。心の底は分からんが。

　彼女は腕を返して時計を見た。部屋の時計は俺おれがぶっ壊してから買い換えたんだが、どうも調子がよくない。十分単位で遅れたり進んだりしている。

「瀬せ能のう君、ご飯は食べてないわよね」

「ああ。腹ぺこだよ」

　買い食いもなにもしてないんだ。おまけに雫がいて、いきなりヒアブリライオンの尋問がはじまったから、抜けるわけにもいかなかったし。

「台所を借りるわ」

「え？」

　雫ははっきり分かるくらい眉まゆをひそめた。

「私が夕食を作るって言ったつもりなんだけど」

「なんで？」

「あなた、空腹なんでしょう」

「そうだけど……」

「じゃあ、いいじゃない」

　いいんですけどね。ええ、一向に構いませんけどね。

　どういうつもりなんだろう。昨日の食事ですら俺は「毒が盛ってあるのでは」と警戒したのだ。わざわざ他人の家で料理をするなんて。

　雫は台所へ行った。俺はなんとなく寒気がした。

「いやー、あの人は迫力がありますね」

　と言ったのはハラキリトラだ。こいつはすっかり傍観者になりやがった。

「おい、ヒアブリライオンの言ってたこと、お前知ってたか」

「いえ。全部初めて聞きました」

「本当かよ」

「本当です」

　噓うそはついていないっぽい。実に使えないぬいぐるみだ。電子辞書の方がよほど高性能に見える。

「しかし……ナツルさん、もてますね」

　ハラキリトラがなんか呟つぶやいてやがる。持てる？　俺おれは腕力ないよ。

「引越しの手伝いなんか御免だぞ」

「は？　いやそうじゃなくて……」

「それよりもさ、……逃げた方がいいのか」

「なんです？」

「会長だよ。あいつ、毒ガスでも調合するんじゃねえの」

　あの暗黒腹黒女がなにを企たくらんでいるのかは不明だが、きっとろくなことじゃないだろう。実にヤバい匂においがする。

「……はっ」

　聞いた？　今こいつ、ぬいぐるみのくせに鼻で笑ったぜ。

「ナツルさんは物事を素直に受け取れないんですか」

「俺はいつも素直だよ」

「会長にそう言ったらどうです」

　ハラキリトラはそう言ったきり、馬ば鹿かにしたような薄笑いを浮かべた。

　下へ降りる。台所からは、かたこと音がしていた。雫しずくが顔を出す。

　ちょっとたじろいだ。エプロン姿が妙に似合っていたからだ。雫みたいなモデル体型には合わないというのは、偏見だったらしい。

「どうしたの？」

「いや……なんでもない」

「カレーが妙に多いわね」

「インドに移住しようかと思って」

「カレーうどんでいいかしら。消費したいでしょう」

　俺は「いいよ」と伝えた。なるほど、その手があったか。しかし、雫がカレーうどんねえ。イメージはどうした。勝手にフレンチとかが専門だと思ってたんだが。

　雫はもくもくと作っている。うお、煮干しから出だ汁しを取ってるぞ。本格的じゃないか。

　みりんと醬しよう油ゆで味つけか。確か紅あか音ねが持ってきてそのまま冷蔵庫に入っていたやつだ。伝えた方がいいのかな。別にどうだっていいよな。

　もうできあがり。こいつは手つきもよい。

「どうぞ」

「は……ども……」

　テーブルに並べられた。あ、混ぜご飯まである。あと麦茶。そば屋にランチタイムで入ったみたいだ。着席する。

　前口上はやめよう。食う。うまい。超うまい。カレーうどんにどれだけの技術が必要か知らないが、文句なくうまい。はいどうもすみません。なんだか知らないが謝りたくなってきた。

　雫しずくも自分の分を食べている。変な光景だ。こういうの好きなのかな。そういや前も、カツ丼どんとか食べていた。

「……ねえ瀬せ能のう君」

「んー？」

「さっきの話、どう思った」

　さっきってんだから、ヒアブリライオンのあれだろう。

「たわごと……って片付けるわけにもいかねえよな。まああんなこと言ってたんだから、本当じゃねえの」

「私はそうとも思ってないわ」

「なんで」

「あんな荒こう唐とう無む稽けいなストーリー、すぐに信じろって言われても無理よ。噓うそはついてないでしょうけど」

「なんか矛盾があるぞ」

　信じてないのに噓ついてないというのは、なんなんだ。

「話に楓かえでが出てこないでしょう」

「別にいいじゃないか」

　沙さ倉くらさんが関係者じゃないことは好ましい。このような刹せつ那な的な世界観に巻き込むわけにはいかないのだ。

「でも関係はしているはずよ。ヒアブリライオンは楓のものなんだから。私たちがケンプファーになるとき、臓物アニマルが必ず側にいるわよね」

「おいおい。沙倉さんがケンプファーだと言うんじゃないだろうな」

「それは違うわね。むしろ、モデレーターかしら」

　げっ。

　沙倉さんがモデレーターなんてことがあるのか。あの清らかな人が、あんな汚らわしい存在に。モデレーターが汚らわしいってのも、俺おれの勝手な想像なんだけど。

「正気か？」

「正常よ。もちろんいまちょっと考えただけ。でも楓かえでが絡んでいるのは間違いないでしょう。あの娘この思いつきが、あんな世界を生み出したのかもね。案外昔に考えたマンガのストーリーとやらが、元になっているのかもよ」

「なんだか分からん」

「わたしたちの戦いの火元は、楓かもしれないってこと」

「じゃあ……まだまだ沙さ倉くらさんは、ケンプファーやモデレーターに絡んでくるのか」

「多分ね」

「でも沙倉さんが、これ以上関係なんてあるはずないぞ……多分」

　俺おれは雫しずくに説明した。

　沙倉さんは清純で清らかで美しくて……ってのは、俺がしょっちゅう言っていることだが、加えて平和主義者ってのもある。争いが苦手なはずなので、こんな戦いばかりの世界を作りあげるはずはない。あと乙女チックな夢見がちだとは思うけど、妄想はしない。すなわち、モデレーターとはかなり縁遠い存在。あと文学。沙倉さんが好きなのは、きっと文学。

　と言ったら、沙倉さんの友人であるはずの女は、呆あきれていた。

「なにそれ」

「俺の沙倉さん像」

「女の子に夢を見過ぎじゃないかしら」

「夢じゃない！」

「楓が夢見てるのは臓物アニマルだけよ。レズっ気があるのは体験したでしょう。グロいのも結構好みで、よく読むマンガ雑誌は少年ジャンプ。あれでホモの妄想もしてるの。文学からは遠いわね。リルケの詩集なんて読んだことないわよ」

「うわあ、聞きたくない、聞きたくない！」

　俺は両耳を塞ふさいでテーブルに突っ伏した。そんなの嫌だ、沙倉さんが少年マンガを読んで、男キャラ同士のいかがわしい想像をしてるなんてあり得ない。雫は噓うそつきだ、俺は騙だまされないぞ。

「いまどきそんな幻想抱くの、小学生だってないわよ」

「幻想じゃない、希望だ！」

「女の趣味がおかしいとしか言いようがないわね」

　どこまでも失礼な女である。沙倉さんに憧あこがれていることの、どこが趣味悪いんだ。

「沙倉さんのことが好きなのは俺だけじゃねーぞ。星せい鐵てつの男はほとんどそうだ」

「変な幻想を持つのが駄目なのよ」

「だから幻想じゃない！」

「楓じゃなくて他ほかの女にしておきなさい」

「冗談はよせ」

　沙さ倉くらさん以外の女の子に興味を持てなんて、無茶もいいとこだ。そりゃ綺き麗れいだったり可愛い女の子は沢山いるが、意味ないのだ。沙倉さんとその他ほかの女の間には、マリアナ海溝もびっくりの断裂がある。

　しかし、雫しずくはどうも、頭っからこっちをアホだと思っているふしがある。

「瀬せ能のう君は鈍にぶいというより、神経がないのかしら。キスが下手なだけのことはあるわね」

　唐突に言われ、俺おれは顔が熱くなるのを自覚した。

「関係あんのかよそれ」

「あるわよ。相手のことをきちんと考えていれば、キスだってうまくなるわ」

「今さらあんなこと持ち出すな」

「あんなこと？　年下とキスできるなんて、私にとってはなかなかの経験だったわよ」

「俺にとっては事故と同じだ。ありゃ強ごう姦かん、レイプじゃねえか。慰い謝しや料りよう払え」

　あえて腹を立てていることを強調したが、雫はまるで動じていない。

「じゃあ本当に襲ったら、瀬能君は裁判所でなんて言うのかしら」

　がたりと雫の座る椅い子すが動く。

「わあ、やめろ」

　一瞬、本当にレイプされるんじゃないかと思ってしまった。なんつーか本気っぽいんだよ。俺の唇をあれしたときみたいに、予告なくやることもあるから始末に負えない。

「冗談よ、今のは」

「やめてくれ。沙倉さんに会わせる顔がどんどんなくなる。これ以上汚すな。男の純情を守れ」

「……しょうのない男の子ね」

　なんか様々なことを言いたそうにしていたが、内容までは分からない。ただ、呆あきれていることだけは理解できた。

「美み嶋しまさんや近こん堂どうさんがかわいそう」

「そうか？」

「私も」

　また奇怪なことばかり口にする。こうやって意味不明な台詞せりふを乱発して、俺を煙けむに巻くのがこいつのテクニックだ。ごまかされるか。沙倉さん万歳。

　俺はカレーうどんの残りを、乱暴に口に入れた。おかげで話が途切れる。

　一つだけ思い出した。

「そういや会長、植うえ田だ牧まき恵えって一年生、知ってる？」

「ええ。ミスコンに出ていた娘こでしょう」

「なんかあの娘が、沙倉さんちで襲ってきたケンプファーに似てたんだけど……」

　雫しずくはほんの少しだけ箸はしの動きを止めた。記憶を探っているんだろう。

「そうかしら」

「俺おれはよく分かんないんだ。水み琴ことはそっくりだって主張している」

「近こん堂どうさんの観察眼には敬意を表するわ。でもそこまで似ているかしら」

　会長にも断言は出来ないのか。というより、不確定なことだから言い切れないんだろう。

「あと中なか尾お沙さ也や香かって二年生なんだけど」

「図書委員ね」

　さすがこれは知っていたか。

「あの娘こがどうかした？　瀬せ能のう君の好みからは遠いんじゃない」

「いやあ……」

「ケンプファーなのね」

　まだなにも言ってないんだけど。

　だが雫は、そう確信したらしい。あれあれ、俺はポーカーフェイスのつもりなんだけどな。なんかバレるようなことしたか。

「これで二人ね」

「中尾って娘のことは、なにも話してねえぞ」

「ケンプファーなんでしょう。つまらない前置きは時間の無駄よ」

　こいつにかかっては、なに黙っていようと見抜かれてしまう。たまらんな。もしかして、上の部屋に隠してあるエロ本の置き場も知ってるんじゃなかろうか。

「全部で何人いるか分からないけど、私たちの前に出始めたわね」

「ケンプファーはケンプファーを呼ぶっていうから、そのせいじゃねえの」

「それにしてはペースが速いわ。もっと別の理由じゃないかしら」

　俺はカレーうどんの汁をすすった。

「どんな」

「私たちを消そうとしている」

「……本当に？」

「推測よ」

「じゃあ、これからも……」

　言いかけた途端、玄関でもの凄すごい音がした。どかどかどかどか。まるで江え戸ど時代の打ち壊しだ。

「ナーツールー。いるんでしょー。開けなさいよー！」

　げっ、水琴だ。今晩は来ないんじゃなかったのか。なんの用だ。

「黙ってると勝手に入っちゃうぞー！」

　それは断る。玄関にチェーンをかけても、こいつなら軽々切断するに違いない。窓を割って侵入することもありえる。

　ちらっと雫しずくを見た。平然とうどんをすすっている。勝手口から出ていってくれるとか、ないよな。

　解錠しようとしたら、勝手に開いた。なんて手早さだ。

「来てやったぞー」

　水み琴ことは靴を脱いで上がろうとする。俺おれはさりげなく、目の前に立ち塞ふさがった。

「お……おい。来ないんじゃなかったのかよ」

「そーよ。でもあんたが大変だと思って、来たのよ」

「いや……」

「どうせ、ろくなご飯食べてないんでしょ。あたしがもっとましなの作ってあげるから」

「またカレー……」

「勘違いはしないでよね。幼なじみとして、あんたの健康状態に気を遣う義務があんの。だから料理すんだから。他ほかに理由はないわよ」

　そんな義務聞いたことないし。お前の料理はカレーばっかりだし。それに今はなあ。

　水琴はさっさと上がる。ひょいと俺の横を通過した。

「おい、勝手に……！」

「あたしの家みたいなもんじゃん」

　そんな馬ば鹿かな。ここは俺の家だ。もしくは親父の家だ。こら、そっち行くな。行くなって。

「今晩はシーフードカレーをねえ……」

　リビングに入り、水琴の足が止まった。

　彼女の視線は、テーブルについている雫に釘くぎ付づけになっていた。

「……会長？」

「いらっしゃい」

　雫は椅い子すに座り、平然と麦茶を飲んでいた。カレーうどんは食べ終わったらしい。

　水琴は立ち尽くし、口を半開きにしていた。顔は赤くなった青くなったり、時々黄色くなったりと、信号機そっくりだった。

「……なんでこの家にいんのよ！」

「なんでと言われると困るわね。私もなんで近こん堂どうさんが来たのか不思議」

「あたしは幼なじみだからよ！　日本の常識じゃない！」

「聞いたことないわ」

　雫の口調に乱れはない。相変わらず度胸は一級品だ。一方水琴は、噴火寸前の火山みたいになっている。

「ナツル！」

「は、はい」

「あんた会長を家に上げたの!?」

「上げたっていうか……」

　勝手に入ってた。どうやって侵入されたかいまだに分からん。

　水み琴ことのまなじりがぴくぴくしている。こいつの怒った顔は結構可愛いんだが、威圧感がそれを上回っていた。

「なに？　ナツルは会長がいるのにあたしを上げたの？　それって嫌がらせ？」

「お前、勝手に上がったんだろ……」

「じゃあ止めなさいよ」

　止めたって無駄だろうが、と言おうとしたができなかった。こいつの手が俺おれの首を絞めはじめたからだ。

　昼にもあったが、今度も本格的だ。というか、かなり力が強い。ぐえ、苦しい。

「馬ば鹿か、やめろって！」

「勝手に馬鹿って言わないでくれる!?」

　なんでこいつはこんなに怒ってるんだ。もしかしたら伝説の地下部活動「汚れなき雫しずく様を護まもるため近寄る連中を皆殺しにする友の会」の会員か。あれ本当にあったのか。都市伝説だと思ってた。

　酸素不足で脳がじんじんしてくる中、当の雫はまだ麦茶をすすっていた。

　水琴がきっとなる。

「会長も、なにが狙ねらいよ！」

「座ったら」

　とんとんテーブルを叩たたいた。

「……言われなくても座るわよ！」

　水琴は俺を放ほうり投げ、荒々しく着席した。あー苦しかった。

　とても怒っている女と、リラックスしている女が対たい峙じする絵柄となった。

「なにしに来たの！」

　水琴が吠ほえる。

「近こん堂どうさんは？」

「あたしは料理を作りに来たのよ」

「私もよ」

　雫は一拍おいてから続けた。

「奇遇ね」

　水琴はついに沸騰し、顔中が口になった。

「なんで会長がそんなことをすんの！　ナツルになに食わす気!?　毒？　毒なのね！　ナツルを毒殺する気なのね。砒ひ素そを使いなさいよ！」

　なに言ってるんだこいつ。殺人教唆だ。俺おれを殺すつもりなのか。

　雫しずくは苦笑もせず、ただひたすら冷静。

「砒素はすぐに発覚するわね」

「じゃあ筋きん弛し緩かん剤ざいでいいわよ」

「持ってないわ」

「あたしが裏ルートで都合つけるわよ！　それより目的はなに!?」

「だから料理を作りに来たの」

「本気で料理なの!?」

　水み琴ことはテーブルに載っている器を眺めていた。視線が何度か台所と往復する。

「……カレーうどん？」

「そう。ひょっとして近こん堂どうさんが作ったカレーかしら」

「あたしのよ、勝手なことをしないでよ！」

「あんなにあるんじゃ、瀬せ能のう君も食べきれないわよ」

　そこは同意見だ。実際消費しきれん。カレーうどんというのはいいアイデアだと俺も思ったくらいだ。

「なんでカレーうどんなのよ。カレーピラフとかカレーアイスとかカレーパンとかあるじゃない！」

「作り置きのカレーじゃ作れないものばかりね」

「カレー魂があればなんとかなるのよ！」

「無理」

「できる！　カレーってのは日本が誇る食文化でねえ……」

「カレーの話がしたいの？」

　そこではっと水琴は気づき、椅い子すに座り直した。

「……ナツル、あんたも座んなさい」

　どうやってこの場から逃げ出そうか悩んでいた俺は、強引に席につかされた。

　女だけの中に男が投げ込まれるというのは、実に肩身が狭くなる。ましてや今は、片方が激げつ昂こうしているのである。今すぐにでも二階に逃げ出して、布団をかぶって知らんぷりをしたいくらいだった。

　水琴はそれを許してくれそうにない。実に酷こく薄はくな女である。彼女は俺を一睨にらみして牽けん制せいすると言った。

「話戻すわよ。なんでナツルの家にいんの」

「同じ答えよ。料理を作りに」

「だからなんで会長が！　理由は!?」

「あら」

　雫しずくは手を組んで、あごを載せた。

「聞きたい？」

「……」

　水み琴ことが酸欠の金魚みたいに口をぱくぱくさせる。はて、こいつは今の台詞せりふの意味が分かったのだろうか。俺おれにはさっぱりなんだが。

「……聞きたくないわよ」

「俺は聞きたいなあ」

　小さく手を挙げて説明を求めるも、水琴に摑つかまれて、無理矢理下ろされた。

「あんたは大人しくしてなさい！」

　そして水琴は雫を睨にらみつけ、

「こんな馬ば鹿かを狙ねらってどうするの？」

「それは近こん堂どうさんにも当てはまるわね」

「あたしは幼なじみだからいいのよ！」

「じゃあ、私は生徒会長だからいいのね」

　むむ。なんだか不明だが、俺はさっきから置き去りにされて、しかも会話から推察するに馬鹿にされている。女ってのは残酷な生物だな。

「生徒会長なんて、有利すぎるわよ！　ナツルはマゾだから地位のある女に弱いの！」

「それはいいことを聞いたわ。使えるわね」

「くっ……」

　雫は水琴の分も麦茶を注いだ。

「どうぞ。喉のど渇いたでしょう」

「……気が利くところが腹立つ」

　文句を言いながらも、水琴は飲み干した。

　雫はそれを待ってから言った。

「とりあえず、瀬せ能のう君の話は脇わきに置いておきましょう」

「置いてどうすんの」

「瀬能君の家に来たのは、他ほかにもちゃんと理由があるの」

　雫はそう前置きして、ヒアブリライオンのことを話した。隠しごとや噓うそはない。俺が経験したことを全部解説していた。

　話が進むにつれ、水琴の怒りの色が薄れていった。代わりに好奇心が顔を出す。

「……それが、あたしたちが戦っている理屈？」

「らしいわ。全部じゃないと思うけど」

「へー、変わってんね」

　俺おれの幼なじみは腕組みをしてなにやら感心していた。このあたりは、世界中で珍しいものを見聞きしているせいか、動じていない。

「しかしあたしたちを勝手に戦わせるとは許せないわね」

「勝手にカレーうどんを作ったことは許して欲しいわ」

「うるさいなあ」

　水み琴ことは苦い表情をし、雫しずくはなんだか薄笑いをしている風。なんかこの二人、年齢以上に精神状態に差があるな。

　ふと、水琴がこっちを向いた。

「ねえナツル、あんた植うえ田だちゃんのこと会長に訊きいた？」

「だいたいは訊いた」

　なんかうやむやっぽくなっちまったけどな。

　雫にあらためて訊く。さっきは中途半端に終わってしまったが、だいたいのことは分かると思うので、俺は細かく補足しなかった。

　生徒会長様は麦茶を少し舐なめた。

「植田さんがケンプファーというのも、あり得るわね。でも似てないんじゃない」

「あたしは似てると思うけど。ナツルは信じてないけどね。こいつ空飛ぶ円盤とかも『ない』って言い張るしさ。あたしがニューメキシコの奥地で遭そう遇ぐうしたものを見せてやりたいわ」












　ちょっと待て。なんだそれは。お前恐ろしい経験してないか。

「楓かえでが臓物アニマルをたくさん配っているから、ミスコン出場者の中からケンプファーが現われても不思議じゃないわよ。むしろ可能性は高いわね。中なか尾おさんもそうだったんでしょう」

「なにそれ」

　俺おれが横から、図書館でケンプファーに遭そう遇ぐうしたことを解説した。

　水み琴ことは聞くにつれ、なにやら不機嫌になっていった。

「ちょっとナツル、あんたあたしとご飯食べる直前に、そんなことしてんの。中尾さんのこと、なんで黙ってたのよ」

「あとで話すって言っただろ。今話した」

「なによ、会長にはちゃんと話したくせに」

　どうでもいいと思うんだが、よくないのか。

　水琴はへそを曲げたのか、俺には顔を向けようとせずに、雫しずくに訊きいた。

「会長、二人のことで、なにか知ってることあんの？」

「そこまで生徒のプライバシーを把握してはいないわ。東ひがし田だ君の方が詳しいわよ。でも、そうね、植うえ田ださんはいつも通り登校して、元気いっぱいみたい」

「あたしが会ったときも、普通だったな……」

　水琴が呟つぶやく。俺は女子部に行っていないから、こうなると全然分からん。

「植田ちゃん確定だと思ったけどな」

「微妙なところね」

「あたし、明日植田ちゃんと遊ぶのよ」

「あら、手際がいいのね」

　珍しいことに会長が感心していた。見知らぬ人間と仲良くなるのは、水琴の得意技だからなあ。

「色々聞いてくるつもりだから」

「頼もしいわ」

「ナツルが使えないから」

　一言多いんだよまったく。

　それにしても奇妙なことではある。俺の色は青で雫と水琴は赤。なのに戦いもせず、同じテーブルについて話し合っているのだ。

　多分考えていると思うが、ヒアブリライオンにあんな話聞かされちゃあ、意地でも戦いたくないってのが大きい。見えないところで操られるのが好きじゃないのは、雫だけではない。こっちにだってプライドとか人権とかあるのだ。

「ねえナツル。明日、あんたも植うえ田だちゃんに会う？」

「なんで俺おれまで。不自然じゃねえの」

「見極めるチャンスだよ」

「そうだけど……いいよ」

　明日は紅あか音ねのお付き合いをするのだ。身体からだが二つないかぎり、同時は不可能。

「お前一人でも、話題はあんだろ」

「まあねえ」

　こいつの冒ぼう険けん譚たんは底なしなので、大抵の人間は聞き入ってしまう。アフリカでゲリラと銃撃戦しながらダイヤモンド探してた体験なんて、普通は不可能だ。

「私が行こうかしら」

「へ、会長が？」

　驚く水み琴こと。

「同行はしないわよ。植田さんも驚くでしょう。陰から見守るだけ」

「そんなことするくらいなら……」

「じゃあ私は明日、近こん堂どうさんの代わりに、瀬せ能のう君の家にご飯を作りに来ていい？」

「駄目。あたしと来て」

　水琴が急いで言う。俺はどうでもいいんですけど。

　結局明日この二人は、俺の知らない一年生を見定めることになった。待ち合わせとか決めていたみたいだが、俺は聞いていなかった。

　こっちはこっちで紅音とお出かけなのだ。暇とは言えぬ。そのことはあえて二人に伝えない。別に言わなくたっていいだろうと思ったし、変に話すとろくでもないことになりそうだったからだ。

　特に根拠はないのだけど。












第三章







　翌日。暑い。朝から暑い。例年よりも気温が高いそうで、お天気お姉さんは「今日は陽に焼けるかもしれませんねー」と吞のん気きなことを言っていた。外で体育がある学生の身にもなって欲しい。

　この日は久しぶりに、ご無ぶ沙さ汰たしていた女子部へと出向いた。たまには行かないとね。

　だが女子部校門から入ったのが間違いの元、大変な目にあった。

「ナツル様がいらっしゃったわ！」

「きゃー！」

　校門右に「ナツル様と姉妹になる会」、左に「瀬せ能のうウォッチング友の会」が待ちかまえていたのだ。最近男子部から直接女子部へ移動していたので、この手の非合法部活動の存在をすっかり忘れていた。

　左右から押し寄せるセーラー服の集団に、俺おれは一瞬にしてもみくちゃになった。

「ちょ……ちょっと……」

　俺の拒絶なんて、荒波に抵抗するスナガニ以下だ。

「ナツル様、全然お見かけしなかったので寂しかったんです！」

「一緒に写真撮ってください！」

「今日の下着なに!?」

　余計なこと叫んでるやつがいるぞ。

　あとから聞いた話だが、しばらく校門から出入りしていなかったので、女ナツルの神格化が激しかったらしい。以前新聞部が流した百ゆ合り説はばっちり生きていて、「金持ちマダムの夜の相手をさせられている」「遠方の女子校まで出かけては女子生徒を食い荒らしている」なんて言われていたそうな。中には「隠された能力を生かして、自らを脅おびやかす敵と戦っている」なんてのもあった。根も葉もないと言い切れないのが恐ろしい。

「ナツルちゃん、わたしと姉妹の契ちぎりを！」

「おしり触っていい!?」

「一生尽くしますから、血を啜すすって！」

　なんでそんな「仁義なき戦い」の菅すが原わら文ぶん太たと梅うめ宮みや辰たつ夫おみたいなことしなきゃならんのだ。血に神聖性を見出すのは、女の子の悪い癖くせだよな。

　脱水をはじめた洗濯機みたいな場所からなんとか抜け出すと、二年生の棟に向かって一目散に走り出す。ケンプファーなので、常人よりもスピードがあるのだ。もっともこのせいで女子陸上部に目をつけられたこともあるのだが。

　なんとか駆け込み、急いで靴を履はき替えて、ようやくほっとした。久しぶりなんで身体からだに堪こたえる。

　一時限より前に教室に入る。何な故ぜか拍手が湧わき起おこった。

「いらっしゃいませ瀬せ能のうさん」

「お久しぶりー」

　なんだなんだ、このインチキくさい歓迎ぶりは。

　率先して手を叩たたいていた委員長さんが、出入り口まで出迎えてくれた。

「最近お顔を見ていないので、皆待ちこがれていたんです」

「そう……？」

「ナツルさんがいつ登校するか、何時間目になるかで賭かけまでおこなわれていたんです。本日の朝からは、かなりの高倍率でした」

　やはりそんな理由か。教室の後ろでは、会計さんが当たり券の払い戻しに応じている。ガッツポーズをしているのは副委員長さんだな。

「ナツルたんのおかげで儲もうかったー。あんがと」

「瀬能さんも次の賭けにのりますか？　担任が今月何度遅刻するかですが」

　遠慮しときます。

　無駄に大きい歓声の中、自分の席についた。こそっとだが、紅あか音ねが近づいてきた。

「あ、あの……ナツルさん……。今日のこと、覚えてますよね……？」












「放課後だよね」

「はい……よかった」

　全身でほっとしていた。俺おれってそんなに信用ないのかな。

「はっ……はじめて二人きりになりますから……不安で……」

「なんなら、誰だれか誘った方がいいのかな」

　東ひがし田だや半はん澤ざわ……は問題あるが、女の姿なら沙さ倉くらさんを誘えるかもしれん。

　だが彼女は急いで首を振った。

「いっ、いえ、あたしとナツルさんだけでいいです。二人だけで……頑張りますから……」

　なにを頑張るんだかいまいち分からんが、努力するんだという気迫には溢あふれていた。

「だからナツルさんも……その……一人で、お願いします……」

「……うん」

　ここまで言われては。

　紅あか音ねはほっとして、頭を下げた。なおも教室ではギャンブルの話題に花が咲いており、俺もしばしば誘われたが、全すべて断った。この手の賭かけけ事ごとはあまり強くないし、会計さんが嚙かんでいる以上、裏があると疑うのが普通だ。

　しばらくしてから担任教師がやってくる。俺は男子部の時とは比較にならないほど、授業に集中した。




　そして放課後。

　俺は待ち合わせの場所まで歩いた。沙倉さんちのお宅拝見で落ち合ったところと同じである。ただし今日は雫しずくがいない。

　変身は解いて男に戻った。どっちでもよかったんだが。

　早めに行ったつもりだったが、すでに紅音はいた。彼女は俺を見ると、にこりとして手を振った。

「あ、待たせた？」

「いえ、それほどでも……」

　紅音はきょろきょろしていた。

「お一人ですよね……」

「うん……？」

　なんかこだわるな。まさか、どっか新興宗教の集会に連れて行くんじゃないだろうな。

「よかった……。あまり邪魔とか、嫌ですから……」

「ふうん……？　宗教とか関係ないよね」

「ええ……？」

　やはりというか当然というか考えすぎだった模様。まあ紅音は、宗教にも政治にも無関心なタイプではある。

　俺おれたちはまず、市立の図書館に向かうことになった。

　ここの図書館は、市立のためかやたらと大きい。閲覧ルームがどん、書架がぼん、天井がごん、みたいな感じ。バブル期に多額の予算が下りたので旧来の建物を改築し、規模と使いやすさ双方の拡充を狙ねらったんだそうだ。

「それって、素晴らしいことですよね」

　道中、紅あか音ねは目を輝かせながら説明してくれた。

「意味の分からないオブジェよりも、こういうみんなが使える施設をたくさん造ってくれた方が絶対いいです」

「はじめて行くの？」

「いえ。何度も行ってます」

　でも男の人と一緒なのははじめてですと、恥ずかしそうに付け加えた。

　図書館はレンガ色の建物だった。確かに大きい。駐車場まであるなんて、かなり珍しいな。

　二重の自動扉をくぐる。空調の効いたロビーが出迎えてくれた。

　建物はやたら天井が高くて立派だ。それでいて音があまり反響しないのは、設計と施せ工こうがしっかりしているからだろう。図書館がうるさくちゃ話にならないもんな。豪勢な貸し出しカウンターは、星せい鐵てつ学院のそれより何倍も大きかった。

「二階に行きましょう」

　紅音が俺の服の袖そでを引っ張る。

「ちょっと待って、図書館でどんなことするんだっけ」

「えとですね、学校の図書館の本を買い直します。そのための分類と整理の調査なんです。具体的には日に本ほん十じつ進しん分ぶん類るい法ほうに基づいて整理します。洋書を購入する計画もあって、デューイ分類法を使うかどうかも、考えないといけないんです」

「……はあ」

「図書館は個別に特色があるんですけど、星鐵学院のは一から作り直しますから、手本が必要だと思うんです。司書さんだけにお任せしないで、図書委員も手伝おうってことになったんです。それであたし、この図書館の担当に立候補しました」

「……ほお」

　暗号みたいな言葉の羅列だった。原子力発電所の設計説明と言われても、恐らく俺は信じただろう。

　それにしても紅音は饒じよう舌ぜつだった。いつもはうつむき加減で小声で喋しやべるのに、今はまさに立て板に水、早口気味でひっきりなしの説明だった。本好きだということは誰だれが聞いても分かる。

　俺おれみたいな「本は字が書いてあるから怖い」なんて人間とは、対極に位置するんだろう。彼女は喋しやべるだけ喋ると、再び袖そでを引っ張った。

　階段で二階に上がる。ここは四階建てだ。

「手本にするって写真でも撮るの？」

「いえ、メモでなんとかします」

　うわ、重労働だ。

　紅あか音ねはさっそく手近な書架からチェックをしはじめた。あっという間に俺のことは忘れ、本の山に没頭する。声をかけようと思ったが、あまりに真剣なのでやめておいた。

　こうなると俺はまるで出番がない。手持ちぶさたどころじゃなくなった。なにをしに来たのやら。

　窓まど際ぎわに大きなテーブルがいくつも並んでいるので、そこに着席した。受験生らしき人たちが何人か、黙々とシャーペンを動かしている。真面目まじめで結構。俺も来年はこうなるんだろうな。

　しかし今はしがないいっかいのケンプファーだ。しがないかどうかは、よく分からんが。たいしたもんじゃないだろ。

　ま、男から女に化けるってのはたいした経験ではある。女装じゃなくて、ガチで変身するからな。美人だと言われているのも、なんだかすごい。

　しかしこれを続けるかどうかとなると、悩むところだ。戦うはめになっちまってそのまま状況に流されているが、それこそ来年は受験なのだ。このままこんな戦いの世界に身を投じていていいのかと。

　これが雫しずくだと、それほど悩まなくても大丈夫なんだろう。あいつは勉強もパーフェクトだ。それこそ東京大学だって狙ねらえる頭である。受験生とケンプファーの両立も可能なんじゃないかな。サッカー用語でいうポリバレント……違うか。

　いずれ俺は、女の身とおさらばする時が来るんだろうか。ぼんやりと、そんなことを考えていた。すると、

　ぱさっと音がして、我に返った。

　何な故ぜか足下に本が落ちている。はて、どこからか歩いてきたのか。

「ごめんなさーい」

　拾おうとしたら、別方向からも手が伸びて、本を取り上げた。

　持ち主は女性だった。若いような若くないような、俺と同じくらいだとは思うんだけど、ちょっと年齢不詳。雫とは違った意味で大人びている。社会人一年生のＯＬみたいなタイプだった。

「怪け我が、ないですか？」

「いえ」

　と俺おれは返事。別にどこかに当たったわけじゃないし。

「すいません。よそ見をしていました」

　彼女は頭を下げた。ずいぶん丁寧だなあ。そこまでしなくていいのに。

「いやなんもなかったんで」

「いえいえ、万が一のことがあっては大変ですよ」

　彼女はくすっと笑った。

「瀬せ能のうナツルさんは有名人ですからね」

「……え!?」

　この女、俺のことを知っているのか。

　俺の全身に緊張が走る。だが彼女は、余裕というか年上っぽい雰囲気を崩していなかった。

「あ、名乗るの遅れてましたね。わたし、山やま川かわ涼りよう花かっていいます」

　ぺこりと礼。

「星せい鐵てつ学院の二年生です」

「あ……そうですか」

　ついそんな返事をしてしまった。同じ学校かよ……ん、山川？

　思い当たった。この娘こ、確かミスコンに出ていたじゃないか。ステージでアニメソングを歌っていた。ミニスカのセーラー服着た女の子たちが活躍するアニメの主題歌。こち亀かめでいう月げつ光こう刑で事か。

　と言ったところ。

「それは植うえ田ださんですね。わたしは手品をやりました。女子部の二年五組にいます」

　そりゃどうも。間違えてすみませんね。

「わたしも瀬能さんのことは知ってました」

　さいでございますか。でも、俺ってそんなに有名なのかな。

「有名ですよ。女子部二年四組の瀬能さんっていったら、女の子も男の子もきゃあきゃあ騒いでいるじゃないですか」

　そうすか、と言おうとして驚きよう愕がくした。この娘、俺が女子部にいるってことを知っているのか!?

「わたしもケンプファーなんです」

　涼花の右手が鈍にぶく輝く。なにか握っている。うわ、サブマシンガンだ。イスラエル製のウージーそっくり。

　銃口がいったん俺をポイントすると、すぐに消えた。

「騒がないでくださいね」

「……騒げるかよ」

「ここで撃つ気はないですから。図書館って、そういう場所じゃないですよね。戦う人もいるみたいですけど」

　皮肉かよ。俺おれの顔を知っていたところを見ると、学校の騒ぎも承知してるみたいだな。

「じゃあそんなもん見せないでくれ」

「お見せしないと、信じてもらえないと思って」

「もう信じた」

　おかげでケンプファーだって認識できたよ。しかし武器を出したってことは、今が変身した姿なのか。そういえば、ステージの彼女は、もっと年相応の顔立ちだった。今みたいにＯＬっぽくはない。

「俺の敵……なんだろうな」

「そうですね」

「あんたは……赤なのか」

　右腕を見る。が、長い袖そでに隠されて、あるはずの腕うで輪わは何色か不明。

「違います」

「へ？」

　涼りよう花かはなにやらミステリアスな瞳ひとみをしていた。俺はあえて顔は見ずに、誓約の腕輪を確認しようとしてるんだが、どうにも分からん。変身してるんだから、少しでも発光があるはずなんだけどな。

　彼女は俺の視線の先を知ってるはずだが、見せようとしない。んー、あえて隠しているのだろうか。

「瀬せ能のうさん。沙さ也や香かちゃんから聞いたと思うけど、決心はつきました？」

「あんたたちの側へ寝返れってやつか」

「それです」

　なんか新製品の解説をする営業みたいだ。力は入っているが、どこか吞のん気きというか。

「瀬能さんが来てくれれば、とても助かります」

「あの娘こもそんなこと言ってたな。どういう訳だ」

「この業界、人手不足で」

「……それ、本当の理由か？」

「半分は。瀬能さんがいれば人手不足も解消されますからね。だって……三さん郷ごう会長や美み嶋しまさんと戦うのが楽になるでしょう」

　算数の問題か。数字が二つ分変動するからな。

「だからいちいち手間かけて、スカウトしてるの」

「念の入ったことで。小刻みによくもまあ」

「沙也香ちゃん、あなたの実力が見たいって言ってましたから。魔法ツアウバーは珍しいから、感心してましたよ」

　そういやあ、俺おれ以外には見たことねえもんな。こんなチャッカマンみたいな能力、人気薄なのかと思ってた。

「本当は近こん堂どうさんがこっち側だったら、こんな手間をかけずにすんだのに。三さん郷ごう会長に先を越されましたからねえ。瀬せ能のうさんに狙ねらいを付けました。いかが？」

　いかがもなにもあるか。そりゃ雫しずくの側にいる理由もねえけど、そっちにつく理由だって存在しない。そもそも、ケンプファーを捨てて市井の人として平和に過ごすという選択肢はないのか。どうしてケンプファーになった女は、どんぱちをやることに熱が入るんだろう。

「わたしたちのところにいらっしゃいません？」

「……」

「美人揃ぞろいですよ。ミスコンに出た娘こが多いですから」

　そうか。あのときに沙さ倉くらさんが臓物アニマルを配っていたもんな。あれでケンプファーになったんなら、そりゃ美人揃いのはずだわ。

　でも変な話、美人なら雫がいる。あいつは星せい鐵てつ二大……三大美女の一人だ。紅あか音ねだって水み琴ことだって結構なもんだから、顔で選んだってしょうがねえ。

　涼りよう花かは特にいらつく様子もない。俺の反応は予想していたんだろうか。

「スペシャルなゲストもいるんですよ」

「は……？」

「瀬能さんが喜んでくれること間違いなしなんですけどね」

　なんだそれは。そうやって俺を釣るとは、アポイントメント商法の一種か。

「あのさ……」

「ナツルさん」

　斜め後ろから声。紅音だった。

「ごめんなさい……お待たせしちゃって……」

　彼女は本に囲まれていたせいか、幸福そうにしていた。手元のメモにはびっしりと書き込みが。

「退屈でした？　だいたい終わりましたから……」

「紅音ちゃん、ちょっと待った」

　そういいながら向き直る。が、そこには誰だれもいなかった。

「あれ……」

「どうしました？」

　紅音が首をかしげている。

「いや、さっきまでここにいた人、見なかった？」

「誰だれかいたんですか……？」

　彼女は不思議そうにしている。

　むむ、一瞬で姿を消してしまったのか。なんて素早さだ。目にもとまらぬとはまさにこのこと。まさか幻覚だったなんてことないよな。

「……女の人……だったんですか」

「うん、女」

「美人なんでしょうね……」

　紅あか音ねがなんだか悲しそうな顔になっている。いやまあ、確かに綺き麗れいだったけどね。ミスコン出場者なんだから。

「お知り合いですか……」

　知り合いっていうか、ついさっき顔見知りになった人だったんですが。

「違うけど」

「あたしと一緒に図書館なんて、面白くないんですか……」

「そうじゃないって」

　なにを勘違いしてるんだ。手持ちぶさただったのは事実だけどさ。俺おれは急いで別のことを口にした。

「ねえ紅音ちゃん。女子部二年五組の、山やま川かわ涼りよう花かって女の子、知ってるかな」

「知ってますけど……名前だけです。ミスコンに出てました」

　うお、そうだったのか。こりゃあ臓物アニマルを持ってるな。

　しかしその娘こが、俺に寝返れとはどういうことなんだろう。しかも雫しずくから引き離そうとしているらしい。なんだか分かんねえぞ。そもそも、なんで俺なんだ。

「ナツルさん……どうしたんですか？　なんか変……」

「ああ……ごめん」

「外に出ますけど」

「もういいの？」

「はい。次は本屋さんに行きます」

　今度の紅音は、俺の小指だけをつまんで引っ張った。




　外に出ると薄暗かった。結構長い間、図書館にいたんだな。

　紅音は来た道を引き返していく。駅に戻るのだ。

「こっちです」

　案内されたところは、駅から少しだけ離れたところにあるチェーン店の本屋であった。俺は前を通りがかったことはあるが、入ったことはない。マンガ雑誌とかはコンビニですませちまうもん。

　紅あか音ねはさっき、ほんの少しだけ落ち込んでいたようだったが、今はそんな気配は微み塵じんも感じられず、むしろうきうきしているような感じすらある。本屋に来たからだろう。心底本が好きなのだな。

　ここは三階建て。一階は雑誌コーナー。ざっとしか眺めなかったが、知らない雑誌が山ほどある。コンビニとは量が違うけど、こんなにあって作ってる側はちゃんと採算取れるんだろうか。

　紅音は階段を上る。なんか目当ての本でもあるのか、俺おれには声もかけない。早足だし。

　急いで追いかける。二階の文庫売り場へ。

　ここでも紅音はなんの迷いもなく、棚の一つに近づいた。文庫本の背表紙をチェックしている。俺も一緒になって眺めたところ、カタカナでタイトルが書いてあった。翻ほん訳やく本みたいだから、ＳＦだな。かつて「２００１年宇宙の旅」を観みようとして、猿が骨を振り回しているところで挫ざ折せつした俺からすれば、異星人の読み物である。

　彼女は棚から一冊抜くと、開いて読みはじめた。

「紅音ちゃん、それ、学校用に買うの？」

「……」

「紅音ちゃん？」

　駄目だ。まったく返事がない。彼女は眼鏡めがねの奥から、真剣に本を読んでいる。気になるシーンでもあるのだろうか。いいのか立ち読みだぞ。

　どうも確認のためだったらしい。戻すとまた別の本を取る。

　俺はもう声をかけなかった。返事がないことは分かり切っている。本好き独特のオーラを出していて、足は根っこが生えたように動かない。なにやら求ぐ道どう者しやのようではある。

　そろそろと離れてみる。ほら気づかない。目の前の本に集中しすぎているのだ。ま、真剣な横顔はなかなか地味……いや、可愛いと思うよ。

　さあどうすっか。上のフロアがマンガコーナーだというので行ってみたが、立ち読み防止の透明なカバーがかかっていた。見抜かれていたか。

　しょうがないので階段を下りて外へ。紅音は放ほうっておいていいだろ。俺がいないと思ったら追いかけてくるさ。

　自動ドアを抜けて表に出る。と、見覚えのある顔に、ばったりと遭そう遇ぐうした。

「……あー、ナツル！」

　このでかい声は、まぎれもない水み琴ことであった。

「なんでここにいんの!?」

「そりゃこっちの台詞せりふだ」

　水琴だけじゃない。横にいるのは雫しずくだ。わあ。

「ほら、例の植うえ田だちゃんと遊んだのよ」

　と水み琴こと。

「そんで今は帰り道。会長と合流したの」

「ちょうどいいや、なにがあったか聞かせてくれ」

　俺おれはあえてものすごく興味のあるふりをした。

「いいよ。ちょうどファミレスにでも入ろうとしてたんだ。一緒に行こう」

「え……」

「なによ。もうすぐご飯だからいいじゃん。今日はあたしも作りに行かないんだから」

「そういうことじゃなくて……」

　本屋の自動ドアが開く。中から女の子が出てきた。

　紅あか音ねは申し訳なさそうにしていた。手にはしっかり本屋の青いビニール袋。

「すみませんナツルさん。お待たせしちゃいましたよね……。あたし本を読んでると、周りのことが全然気づかなくなっちゃって……」

　紅音の言葉はそこでストップ。彼女は口から言葉をはみ出させたまま、水琴と雫しずくを交互に眺めた。

「……あ……」

「ははーん」

　水琴の瞳ひとみが険しくなる。

「あたしたち、デートの邪魔しちゃった？」

「馬ば鹿か、勘違いすんな」

　即座に否定する。俺は沙さ倉くらさん以外とデートするつもりはないし、それに紅音にも失礼だろう。なぜか俺を見て、不機嫌そうに下を向いてしまったが。

「これは普通の用事だ」

「紅音ちゃんと二人っきりの、普通の用事なんだ。へーえ。あたしの誘いを断ったのもこれか」

「用事があるって言っただろ」

「これが用事ねえ」

　水琴は紅音をじろりと見る。

「こいつこんなこと言ってるけど、デートでしょ」

「……」

「沈黙だからイエスね」

「勝手に決めつけんな」

　俺は口を出した。水琴はよく強引な決めつけをして「これが中東流。シリアじゃ全部こうした」と主張するが、アラブ人が聞いたら怒るんじゃないのか。

「紅音ちゃんが、図書館の本をチェックしたいって言うから、付き合っただけだよ。水浸しにしたのは、俺おれにもお前にも責任あんだぞ」

「ナツルはこんなこと言ってるけど」

「……」

「二人っきりになるの、狙ねらってた？」

「……」

「ふーん」

　水み琴ことは冷ややかそうな、意地悪そうな笑みをこぼす。

「まー、そのへんのことは、ゆっくり聞かせてもらおうじゃない。ファミレス行こう。ね、会長」

「そうね」

　ずっと無言だった雫しずくは、いつもの底冷えするような物言いだった。

「私も聞きたいわ」




　四人に増えた俺たちは、駅の反対側にあるレストランへ向かった。正確にはファミレスではなく、イタリア料理専門の店である。個人経営の店だが、そのわりには堅苦しくはなく、ファミレスみたいで安い。俺たち高校生にも気軽に利用できた。

　席は二割くらいしか埋まっていない。俺たちみたいな学生がちょろちょろ。ここらへんは夜になると人通りがぐんと減るので、客足が鈍にぶるんだろう。昼は繁盛してるはず。

　俺たちは窓まど際ぎわに陣取り、注文は適当に。俺はイカのフライとパスタ。腹減ったので、食べないと落ち着かないんだ。

　もっとも食事どころじゃなかった。俺は正直尋問されている気分だった。どうしたことか、水琴がケンプファーの話をしようとしないのだ。

「なーんで、あんたあたしに噓うそついてまで、紅あか音ねちゃんとデートしたかったわけ？」

「だから、デートじゃねえ。図書委員会の仕事だ」

「あんた図書委員じゃないじゃん。めんどくさいって、そういうのやりたがらないし」

「手伝いだよ」

「手伝いを名目に、紅音ちゃんをデートに誘い出したのね。最低だわ」

「どうしてそうなる。なんで俺が最低なんだ！」

「最高だと言いたいの。うぬぼれるのもいい加減にしたら」

「そうじゃねえ！」

　あー、話が進まん。外、暗くなってきたぞ。建設的じゃない話で一日が終わっちまう。

　紅音はうつむき加減でなにやらぶつぶつ呟つぶやいているだけだし、水琴はこの有様。雫は無言で迫力だけはすごい。なんだこのテーブル。

「お前だって、植うえ田ださんとデートしたんだろ」

「女同士のどこがデートよ。頭おかしくなった？」

「だから、そっちはどうだったんだって。それが本題だろ」

「……ケンプファーじゃないかもしれないわね」

　いきなり雫しずくが言い出した。そうやってずばりと切り出されるから、みんなこいつの言葉に耳を傾けちまうんだ。リーダーっぽい能力だよな。

「一般人……って言い方もおかしいけど、そうなのか」

「普通の娘こよ。私は遠くから見ていただけだけど」

　水み琴ことは、俺おれへの追及が中断されたのが面白くなさそうではあったが、同意した。

「植うえ田だちゃんケンプファーじゃないと思う。あれなかったもん、誓約の腕うで輪わ」

　彼女は自分の右手首を指し示した。確かに、それは重要な証拠だ。こいつが発光することによって俺たちは変身する。ちなみにどういうわけかまったく外れない。もう慣れたけどな。

「じゃあなんの関かかわりもないか」

「んー、なんか引っかかるけどねー」

　まだ水琴はぶつぶつ言っていた。

「無駄足ってことか」

「うるさいな。無駄とか言わないでよ。で、あんたたちのデートだけど」

　彼女は身を乗り出す。なんか怒っていた。雫はなにも言っていないが、ご機嫌はよろしくない模様。

「デートじゃねえよ。ねえ」

　紅あか音ねに同意を求めたが、そっぽを向いて返事をしてくれなかった。あれれ。

「人に働かせておいて、デートってどういうこと？　なに楽しそうにしてんのよ。あたしへの嫌がらせ？」

「ちげーよ。なんでそこまでして、お前に気を遣うんだよ」

「遣いなさいよ。幼なじみでしょう。なにかあったら全部白状しなさいよ教えなさいよ」

　そんな面倒くさいことできるか。お前は俺の母親か。

「そんで、どこでデートしたのよ。遊園地でお楽しみとか言うんじゃないでしょうね。ただじゃおかないから」

「図書館だよ」

「噓うそもいい加減にしなさいよ。それじゃデートじゃなくて学術調査じゃない」

「だから、図書委員の仕事だから図書館なんだよ。どこにも行ってねえの」

「本気？　なにそのデート」

「デートじゃねえの！」

　俺は強く主張した。主張するしかない。沙さ倉くらさん以外の女性とデートすることなんかあり得ないのだから。

　隣の紅あか音ねはさっきから「そういうデートがあってもいいと思うんですけど……」とか呟つぶやいているが、冗談にしてはきつすぎる。あとで注意しておこう。

「瀬せ能のう君が本当のことを言いたがらないのは、まあいいんだけど」

　これは雫しずく。だから俺おれは噓うそをついてないんだよ。

「図書館でなにをしてたの」

「どーせ、紅音ちゃんといやらしいことしてたんでしょう」

　水み琴ことが茶化す。あんな静かなところでどうしろってんだ。

「調べものをしてたよ」

「それは美み嶋しまさんでしょう。瀬能君は？」

「えーっと、座ってぼーっとしてた」

「他ほかには？」

「別に……」

「あなた一人だったの？　美嶋さんが一緒とか言わないでね」

　う。なにを知ってるんだこいつ……いや待て。

　さすがに俺も分かってきて、これが雫特有のはったりだと察した。この女は追及するときに、こっちを不安にさせて白状させる手を使うのだ。ポーカーをやらせたらさぞかし強いだろうが、なんどもやられてたまるか。

「ひ……一人だったぞ」

「あら」

「会長がなにを言いたいのか分からないけど、図書館にずっといたんだ。することがなくて寝てた」

「そう」

　雫は俺には目を向けなかった。代わりに紅音に対して視線を浴びせている。

　紅音は身を小さくしていた。猛犬バージョンならここらで一発ぶっ放すところだが、今は気弱なため逃げることすらできない。

「美嶋さん、瀬能君は一人だったのかしら」

「え……えと、あたしが見たときは一人だったんですけど……」

　弱々しく彼女は言う。

「なんか女の人に会っていたみたいで……美人のお知り合い……」

「おい、待て」

　慌てて俺は口を挟んだ。

「美人ってなんだ。いやミスコンに出ていたから美人だったけど、別に知り合いじゃなくてだな」

　はっと気づいて口をつぐむ。全員が俺おれの顔を見つめていた。

「……あ、その……」

「ナーツールー」

　水み琴ことが目を吊つり上あげていた。

「あんたこんだけ女の子の知り合いがいて、まだ足りないの!?　どんだけ自分の周りをハーレムにすれば気が済むのよ！」

「誤解だ。マジで知らない人だったんだ」

「本当!?　なんて娘こよ」

「山やま川かわ涼りよう花か……あ」

「知ってんじゃない！」

　うわああ。余計なこと言っちまった。俺は自らの馬ば鹿かっぷりを呪のろった。また水琴の手が喉のど元もとに伸びようとする。

「その山川ってのは、あんたのなんなのよ」

「ミスコンの娘ね」

　雫しずくが冷静に言う。

「ケンプファーなんじゃない」

　うなずくしかなかった。

「ケンプファー……敵の……ですか……」

「なんで黙ってたのよ！」

　紅あか音ねが呟つぶやき、水琴が激げつ昂こうする。いっぺんに言うな。聖しよう徳とく太たい子しは十人でも平気だったが、俺は二人でも無理だ。

「話を聞け。別に隠していたわけじゃない！」

「隠してたじゃない！　なに、敵になんかされたの。色仕掛け？」

「違うって。あいつら、変なことばかり言いやがるんだ。みんなに喋しやべったもんか悩んでいた」

「それ、なによ」

「えっと……」

「私たちの仲間になることでしょ」

　すぐ側で、誰だれかが言った。

　テーブルの真横に女の子がいた。すらっとしていて健康そうな娘。どこか楽しそうに俺たちを見下ろしている。

　俺はこの娘の顔を知っていた。が、誰よりも早く雫が言う。

「皆みな川かわ瞳ひと美みさんね」

　そう、三年生の皆川だ。この娘もミスコンに出ていたので知っていたのだ。

「あなたもケンプファー？」

「察しがいいね」

　瞳ひと美みはほとんど顔形が変わっていない。その代わり髪の毛が、とんでもないほどの緑色になっていた。

　いつの間にか店内に客はおらず、俺おれたちと彼女だけだ。

「瀬せ能のう君を仲間に？」

「そう。迎えに来たの」

「おい！　俺はなにも返事をしてねえぞ」

「いらない。返事なんか必要ないから」

　もう話はすんだみたいな言い方だ。俺のことをまるで考慮してくれない。

　雫しずくの目が細くなる。

「どういうこと。私たちではなく、瀬能君なのね」

「さすが会長。話が早い」

　瞳美はそれ以上喋しやべらず、代わりに両腕を前方に突きだした。

　手のひらが白く光る。嫌な予感が一瞬にして駆けめぐる。やばい。

　俺は力一杯跳とんだ。俺だけじゃない、雫も、紅あか音ねも、水み琴ことも一斉に散る。

　跳び退すさりながらケンプファーに変身。同時に瞳美の手から放たれた光弾は、ガラスまで直撃して派手に砕けた。

「なっ……」

　砕け散ったガラスの破片が飛んでくるので、腕でカバーする。

「器物損壊しやがって。警察呼ぶぞ」

「安心して。ここはパパの店だから」

　いきなり客がいなくなった理由はそれか。きっと厨ちゆう房ぼうのコックたちも出ていったんだろう。

　瞳美は魔法ツアウバーだった。俺以外じゃはじめてだ。炎というよりは、なんか光の弾みたいなのを飛ばしてくる。

　これがまた派手だった。

　クラブにぶら下がっているミラーボールみたいに光っては突っ込んでくる。炸さく裂れつ音はほとんどしないが、きっとわざと抑えているんだろう。まともに見ていると目がちかちかする。

「ふざけんな！」

　紅音の声だ。これは猛犬モード。

「てめえはパチンコ屋の店先か！　ぴかぴかぴかぴか光らせやがって！」

　発砲音。紅音はテーブルの下に身を隠して、瞳美を狙ねらい撃っていた。外れ。

「口が悪いんだ。モデレーターに聞いたとおり」

「てめえはあん畜生の手先か！　ちょうどいい、死にやがれ！」

　また撃つ。瞳ひと美みは光弾を盾のようにして防いでいた。珍しい使い方だ。

　紅あか音ねが立ち上がった。テーブルを強引に横倒しにして、やはり盾にする。俺おれも見習って、同じことをした。

　瞳美は店内の、ちょうど真ん中に立っていた。仁王立ちと言うほどではないが、堂々としている。俺たちは半円形に囲むようにしていた。

　ひゅんと風切り音がして、鎖つきの短剣が瞳美に飛んでいく。光弾が弾はじくが、雫しずくは予想していたのか、すぐに引っ張って回収していた。

「一人で出てくるとは、度胸あるわね」

　生徒会長様が言う。

「瀬せ能のう君への顔見せ週間だから」

　瞳美はうそぶいていた。なんで俺なんだ。

「瀬能君を迎えに来た……ってやつかしら」

「そういうこと。会長には諦あきらめてもらわないと」

　どっちも星せい鐵てつ学院の三年生同士だ。見知った仲なのかもしれない。雫は有名人だし、瞳美もスポーツ雑誌に写真が載るくらいだからな。












「だから大人しくしてて」

「たった一人で四人を相手にするつもり？　度胸と無謀をはき違えた？」

「そうでもないよ」

　不意に、店の外がざわつく。

　振り返って、割れたガラス窓から眺めた。外には人影があった。

　女の子が三人。山やま川かわ涼りよう花か、中なか尾お沙さ也や香か、沙さ倉くらさんの家で襲ってきた小さい娘こ。最後の娘は、植うえ田だ牧まき恵えに似ているようで似てなかった。

　雫しずくは一瞬だけ外を確認した。

「あれがお仲間？」

「全員集合してみたの。ちょっと格好よくない？」

「人様の趣味の同意には応じかねるわ」

「一つ訊ききたいんだけど、あの娘、植田牧恵じゃないのね」

「ああ、あれ植田ちゃんの妹の理り香か。植田ちゃん臓物アニマルをもらったんだけど、妹にあげちゃったんだって」

「それで……」

　雫は短剣を構えた。

「大人しく帰してもらう……というわけにはいかないようね」

「当たり前じゃん。せめて瀬せ能のう君だけは置いていってもらわないと」

　また俺おれかよ。ここんとこ全部そうだ。俺は賞品かなんかか。

「そうはいくか、この色キチ」

　叫んだのは紅あか音ねだ。この女はいつも大声である。

「あの馬ば鹿かをもってくなんて趣味が悪いぜ。男おとこ漁あさりたいなら他ほかでやりな。イケメンなんざいくらでもいる」

「やあねえ、男の瀬能君に興味はないから」

　それはそれでへこむ台詞せりふである。

「女の瀬能君に用があんの。安心して、美み嶋しまさんにはまったく興味ないし」

「言いやがったな！」

　紅音が発砲。瞳ひと美みは光弾を拡張して、巨大な膜まくみたいにした。

　銃弾が命中すると同時に、膜が爆散する。店内に光が充満した。その直前、瞳美が店から脱出するのが見えた。

「出て！」

　雫が怒鳴っている。

「ここにいると危険よ！」

　言うとおりにした。俺だけではなく紅音も水み琴ことも、それぞれ裏口や壊れた窓から外へ逃げ出す。

　イタリア料理店が崩壊したのは、俺おれたちが脱出した直後であった。




　崩壊っつっても、内装が崩れただけで外装は丸々残っているが、それでも大変だった。あんなもん、頭の上にでも落ちたらひどい目にあう。

　飛び散るガラスと木片をかわし、隣の建物の隅へ。

　他ほかの人間の姿はない。バラバラになってしまった。こりゃまずい各個撃破の餌え食じきとなる。俺たちだけではなく、向こうも離ればなれになっているのだったら好都合なんだが。

　目立たないように身体からだを低くする。と、誰だれかがごそごそ這はってきた。

「誰だ……」

　と言おうとしたら、銃を突きつけられた。

「探したぜナツル」

　猛犬女さんこんばんは。元気そうで何よりですね。

　紅あか音ねの瞳ひとみは、灼しやく熱ねつの炎のように燃えている。めらめらと、擬ぎ音おんまで聞こえてきそうだ。

　彼女は俺の顎あごの下に、銃口を押し当てた。

「このクソ野郎が。てめえ、あの女どもとつるんでやがったな」

「そんなわけねえだろ。お前も知ってるだろうが」

「知るかくそったれ。寝返ろうなんざふてえ野郎だ。この場で穴だらけにして、マンホールに突っ込んでやる」

「わあ、やめろって」

　急いで顎を銃口から離した。一瞬あとに銃声がして、弾が夜空に飛んでいく。ほら撃った。こいつは本気だから怖い。

「死んだらどうすんだ！」

「お祭り騒ぎだ。エヴァンゲリオンの続編公開よりめでてえぞ」

「たとえが分かりづらい」

「ようするに、おめえは死んじまえってことだ！」

　目の隅がきらっと光った。俺と紅音の眼前に、鎖のついた鎌かまが飛んでくる。

「うおっ!?」

「わっ!?」

　鎌は半回転すると、闇やみ夜よに引っ込む。代わりに出てきたのは、小さな女の子。植うえ田だ牧まき恵えの妹、理り香かである。

「みーっけた」

　いかにも嬉うれしそうだ。血を見るのが好きそうだな。

「ここで会ったが百年めー。覚悟して」

「なにが覚悟だ、ガキ」

　紅あか音ねは俺おれの処刑を中止して、銃口を理り香かに向ける。

「ちびっ子はオモチャ引っ込めな。あたしは容赦しねえぞ。子供と、赤信号と、朝っぱらの数学と、居残りの補習と、作画が崩れたアニメは大嫌いなんだ」

「わたしも犬みたいな女の子は嫌いだな」

「人を獣呼ばわりすんじゃねえよ。くたばれ！」

　銃ゲヴエアーをぶっ放す。一発だけじゃない、凄すさまじいまでの連射だ。銃口から蛇の舌みたいに火炎が伸びた。

「わーお」

　理香は鎖くさり鎌がまを回転させて銃弾を防ぐ。だが避よけきれないと思ったか、地面に転がって難を逃れた。

「おいナツル、ぼーっとしてんじゃねえよ。あのガキぶっ殺せ！」

　こいつは人殺しに対する禁きん忌きがないのか。恐ろしい。

　無論攻撃するつもりではいた。手のひらに力を込める。死なれたら寝覚めが悪いので、ややパワーを制限して炎を放つ。

　転倒している理香に向けて、火の球が飛んでいく。命中して、弾はじけた。

「きゃーん！」

　理香はそのまま転がっていく。そしてイタリア料理屋のゴミ箱に頭をぶつけた。可愛らしい顔を歪ゆがめていた。

「痛ーい！」

「はは。ざまあみやがれ」

　さすが紅音。理香は目め尻じりに涙をためているってのに、げらげら笑っている。同情とはほど遠い場所で生活する女だ。

「時間かけてもしょうがねえ。とっとと死んでもらうぜ」

「ふ、ふーんだ。わたしが簡単にやられると思う？」

「思うねえ。おめえなんざより、炎天下のコミケで並んでる連中の方がよっぽどしぶといぜ。ありゃ人間離れしている」

「なーにそれ。わたしだって、一人じゃないんだから」

　そう言った途端、別方向から白刃がきらめき、紅音の拳けん銃じゆうの切っ先を弾いた。

「おいたは控えていただけますか？　その娘こは友人の妹ですの」

　沙さ也や香かだ。騎兵用のサーベルを片手に立ち塞ふさがっている。理香を庇かばうように動いていた。

「理香ちゃん。散々な目にあいましたね」

「もー、あの犬女がひどいんだよ。やっちゃって！」

「こう申しておりますので、しばらくおつきあい願えますか、美み嶋しまさん」

「なんだ、図書委員の中なか尾おじゃねえか」

　意外そうな表情を作る紅あか音ね。

「おめえケンプファーだったか。あんな不ふ真面目まじめな図書委員もねえと思ってたけどな」

「わたくしも常々、美み嶋しまさんは堅すぎると思っておりました」

「なんでそんなお嬢様みてえな言葉になってんだ。『マリみて』でも観みたか」

「美嶋さんもずいぶん口が悪いですね。ヤクザ映画でも観たのですか」

「……はっ、気持ちの悪ぃ会話だ。ケンプファーってのはそういうもんらしいな」

　紅音は拳けん銃じゆうを、沙さ也や香かの額ひたいにポイントしていた。

「受けて立つぜ。一人も二人もあたしには同じことだ。ここんとこ図書委員の仕事が重なっていらいらしてたんだ。憂さ晴らしさせてもらうぜ」

　なにか言われる前に、紅音は引き金を引く。

「まあ野蛮」

　弾を避よけ、沙也香が駆け出した。次弾を撃たれる前に、飛び込むんだろう。

　そうはさせるか。あんな口の悪い猛犬でも、一応は相棒だ。俺おれは手のひらを沙也香に向けようとする。

　その眼前を、鎌かまが通過した。

「瀬せ能のうちゃんの相手はわたしー」

　理り香かが立ち上がってにやっとしている。年相応の笑顔だが、殺気があった。

「殺すつもりはないけど、きっと怪け我がするよ」

「……冗談じゃない」

　正面を向いて、攻撃に備える。

　俺と紅音は、それぞれ理香、沙也香と対たい峙じした。












第四章







　水み琴ことはジャンプして、攻撃をかわした。

　ダララララっとタイプライターみたいな音がして、足下に土煙が上がる。山やま川かわ涼りよう花かがイスラエル製ウージーそっくりのサブマシンガンを持ち、ゆっくり歩いてきた。セーラー服とサブマシンガンだ。

　水琴は武器の日本刀を構える。

「野蛮人。撃ってばかりで、危ないじゃない」

「ごめんなさいね、他ほかに武器を知らないんです」

「刀と銃って、結構なハンデじゃない？」

「トリビアの泉によると、日本刀は銃弾を真っ二つにするらしいですよ。むしろわたしの方が不利じゃないですか」

「あんな条件じゃ、別に日本刀じゃなくたって二つになるわよ。つーか、飛び道具の方が有利に決まってんじゃん。知ってる？　戦国時代の死傷者数って、鉄砲、弓、石が八割を占めんのよ」

「それは初耳。近こん堂どうさんは物知りですね」

「日本でも遺構を掘って、埋蔵品をちょろまかしたことがあんのよ」

　元武士の家から、刀を譲り受けたこともある。そのため日本刀を手にしたことははじめてではない。なので気後れすることはなかった。そもそもたじろぐことを、彼女は知らない。

（……といっても、離れていてはやっぱり不利よね……）

　じりっと、すり足で近寄る。涼花はサブマシンガンの銃口をふらふらさせていた。

（次撃ったらチャンス）

　涼花の人差し指が動く。続いて連続音。

　水琴は驚異的なまでのケンプファーの反射神経で、その全すべてを避よけきった。

「たああああっ！」

　刀を振りかぶる。だが相手も同じケンプファー、予想していたのか切っ先の下にはいなかった。刃やいばは空を切り、たたらを踏む。

　左後ろに回り込まれた。

「近堂さん、覚悟」

　至近距離にサブマシンガンの銃口。

「覚悟もくそもないわよっ！」

　紅あか音ねばりの口の悪さを発揮。日本刀をアスファルトに突き立て、支えにして宙に浮く。

　身体からだの真下を銃弾が通過。水み琴ことは勢いをそのまま、足を伸ばして涼りよう花かを蹴けっ飛とばした。

「きゃぁっ!!」

　靴の裏は顎あごに命中、涼花は派手に後ろにひっくり返る。

「見たか」

「……見ました。はしたない下着」

　なんと涼花は、そのままバック転をした。サブマシンガンを片手に、もう片方の手を地面につく荒技だ。左手一本をスプリングにして跳ねる。

　すたっと着地した。

「やるねえ」

　敵ながら感心する水琴。涼花は顎を撫なでている。

「あー痛い。赤いケンプファーは乱暴で困りますね」

「そういうあんたは何色なのよ」

「さあ何色でしょう」

「じゃあ無理矢理でも見てやるわよ」

　水琴の日本刀が伸びる。涼花は後ろに下がって距離を取ろうとする。

　間を開けさせるつもりはなかった。間合いを取られるごとに不利になっていく。水琴は足を踏み出して、斬きりながら前進していった。

「逃げんじゃないわよ！」

「これ以上痛いのはお断りですから」

「そうはいくか！」

「ではこれで」

　連続の射撃音。涼花が撃った。水琴は横っ跳とび。

　その隙すきに、涼花は駆け出していく。

「あー、待て！」

　水琴は後を追った。





　　○






　雫しずくと瞳ひと美みは共に微動だにしない。それぞれ武器は剣シユヴエアトと魔法ツアウバー。互いに牽けん制せいし合っていた。

「……なんで瀬せ能のう君を狙ねらっているのか、知りたいものね」

　雫はゆっくりと短剣を構える。

「もちろん、私たちのためよ」

　さらりと瞳美は答える。

「そうじゃないと、困るの」

「私たちはまるで困らないわ。モデレーターがそう言っていたのね」

「そういうこと。会長の悪口も言ってた。逆らったから」

「勝手にケンプファーにしておいて、とんだ言いぐさね」

「だから私たちが、会長たちを倒しに来たの」

　手が輝く。夜中の道ばたに光が充満した。

　雫しずくは瞳ひと美みの攻撃を待たない。二本の鎖つき短剣を、ロープのように操った。

　一本は喉のど元もと、もう一本は心臓へ。狙ねらい違たがわず一直線。

「くっ！」

　瞳美は雫への攻撃を中止して、光弾で短剣を弾はじいた。鎖がついているため、くねくねしながら雫の手元へ戻る。

「……会長は、生徒への思いやりがないの？」

「陸上部へは予算をたっぷり割り振っているはずだけど？」

「後輩は喜んでる。でも私は、こうなったからねえ」

「後悔してるなら、元に戻りなさいな」

「いやあ、これも悪くないから」

　瞳美が動いた。

　魔法ツアウバーは攻撃までの時間が、剣シユヴエアトや銃ゲヴエアーよりもかかる。その分を手数とコントロールで補う必要があった。

　光の弾がいくつも出現し、雫に襲いかかる。

　彼女は避よけない。むしろ走って距離を詰める。遠距離でも攻撃手段はあるが、あえてこのようにした。

「ちっ！」

　だが魔法ツアウバーの方が早い。瞳美が出現させた一発を、正面から発射する。

　雫はくるりと回転してかわし、短剣を二本同時に斬きりつける。

「うっ……」

「あら、外れた」

　瞳美もケンプファーである。とっさの回避によって傷は浅いものにすんだ。

「陸上部の反射神経は大したものね」

「……嫌味が腹立つ」

「近こん堂どうさんみたいな感想ね」

　瞳美は手の中に光弾を出現させ、そのまま炸さく裂れつさせた。音はないが大きな明かりとなり、目をくらませる。

　雫は反射的に手で顔を覆った。その隙すきに、瞳美は離れる。そして小型の光弾をいくつも作り、続けざまに発射する。

「まあ大変」

　雫しずくは短剣で打ち落としながら、じりじりと後退。瞳ひと美みは追わず、ちらちらと目を動かしていた。

　人影が、横から現われる。

（合流させたか……）

　美み嶋しまさんあたりに知られたら、口汚く罵ののしられるわねと思いつつ、雫はさらなる戦闘に備えた。





　　○






　俺おれは頭がじんじんしていた。紅あか音ねの野郎が、グリップで散々殴るからだ。一回殴られるごとに脳細胞は何百個か死ぬらしいが、俺の頭の中はそろそろ空っぽになるかもしれない。脳みそが福引きの大当たりみたいな音を立ててるのは、偶然じゃないだろう。

「痛えっての。なんで殴るんだ」

「そうしねえと、気が晴れねえからな」

　紅音の目線は、ずっと沙さ也や香かと理り香かに向けられている。手だけが俺を叩たたいていた。

「こんな戦闘になったのは、どう考えてもおめえの責任だ。前払いで責任とってもらっているだけだ」

「それだけの理由で殴ってんのかよ」

「撃った方がいいか」

　いやそれは断る。

　沙也香と理香は互いに距離を空けていた。どちらも剣シユヴエアトだから、あまり近いと武器同士が接触するんだろう。ぼかすかやってる俺たちとは大違いだ。

「じゃれ合うのもそのへんにしてくださると、やりやすいのですが」

　と沙也香。

「仲がよろしくて結構ですわね」

「うるせえ。おめえたちこそ、この馬ば鹿かたれに用があるんだろうが」

　紅音が喚わめく。犬なんでうるさい。

「残念だったな。こいつを殺す権利はあたしにある。死体も渡してやらねえ。手ぶらで帰りやがれ」

「おい、お前なに考えてんだ」

　たまらず言った。やっぱり矛先は俺に向くのか。

　猛犬女は、狂犬病に冒されたような目付きで睨にらんできた。

「黙ってろ。まずあいつらの息の根を止める。次はおめえだ。逃げたらすぐに殺すからな」

「殺す以外に発想はないのか」

「あいつらはおめえを欲しがってんだ。だったら全員まとめて死体にしてやる。そんでコミケ会場の真下に埋めてやる。あそこは元々埋め立て地だ。困るやつはいねえぜ」

　ひどい思考だ。脳の回線がどこまでもショートカットしてやがる。どうでもいいが、埋められる方も困るだろ。

　理り香かの手の中が、キラリと光った。

「とっ！」

　俺おれと紅あか音ねは急いでかわした。鎖くさり鎌がまが、首と胴体を切り離してやろうと突っ込んできたのだ。

「危ねえ。ナツルはいいが、あたしに当たったら大変なことになる」

「……今さら俺のことは聞かねえけど、なんで紅音は大変なんだ」

「眼鏡めがねの図書委員が死んだら、世界の損失だろ」

　そうかなあ。人の命は地球より重いはずだが、個体差があるのか。眼鏡じゃなくてコンタクトがよくね？

　また鎌かまが飛んでくる。理香は「いちゃいちゃして、仲がいいねー」と言っていた。

「なんだと、誰だれと誰が仲良しなんだ。よっぽど死にてえらしい」

「まったくだ。仲なんか全然よくねえのに」

　俺は同意。だが紅音はぎろりと睨にらむと、なんと拳こぶしで俺を殴った。

「痛えな！　なにしやがんだ！　涙が出てきたぞ」

「自分で言うのはよくても、おめえに言われたくねえんだよ」

　紅音は銃口をくいくいとやった。

「おい聞け。今からあたしがあいつらにぶっ放す。おめえは囮おとりになるか、盾になってあたしの援護をしろ」

「……そこに作戦と俺の人権はあるのか」

「黙れ。ケチをつけんな」

「水み琴こととか来るまで持久戦したほうがよくないか」

「水琴はいらねえ」

「なんで」

「幼なじみってのが気にくわねえ。いいか、幼なじみなんてのは全員人間爆弾で死ぬんだ。ザンボット３のときからの掟おきてなんだよ」

　なんの話だ。俺にとっては暗号も同然だ。

「会長は典型的な委員長キャラで頭に来る。敵の二人もギャルゲーのモブキャラみたいでムカつく。あたしの繊細な神経がきれそうになんのも分かるだろう。モデレーターも込みで、どいつもこいつも皆殺しだ」

　理解の範はん疇ちゆうを軽く超えている。恐ろしいまでの簡潔な方針だ。

「手始めに殺されたくなけりゃあ、さっさと行け。勝手に死んだらあたしが殺す。分かったな」

　半秒の間に矛盾がぎっしり詰まったことを口走り、銃を前方に向けて構えた。

「走れくそったれ！」

　射撃開始。否いやも応おうもない。俺おれは小声で紅あか音ねの悪口を言いながらダッシュした。

　沙さ也や香かと理り香かが、「なんだこいつは」みたいな顔で見ていた。同感だよ。敵が背後を気にしながら泣きそうになって駆けてきたら、俺だってそう思う。

「瀬せ能のうさん、こっちに来る気になったのですか」

「ナツルちゃん、なんか必死」

　言い返している暇はなかった。背後に殺気を感じ、腹ばいに伏せる。

　銃弾が俺の頭のすぐ上を通過していく。泡あわを食った沙也香と理香は、バラバラに逃げた。

　後ろでは紅音が、「死ね、今すぐ死にやがれ」と敵に罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせながら撃っている。どうかすると、銃弾よりも罵ば声せいの方が多い。

　俺も援護代わりに火球を放つ。二人の距離は離れていき、相互援護ができなくなりつつあった。

「いいぞナツル。あたしがとどめを刺す！」












　あたりまえだが敵の二人は、おたおたするほど馬ば鹿かではなかった。

「理り香か」

「まかせて」

　沙さ也や香かがいきなり走る。俺おれではなく、紅あか音ねに向かっていった。サーベルを腰だめにしている。

「いい度胸だ！」

　猛犬女はあっさり受けて立った。他人の挑発に軽々と乗る女である。銃弾が沙也香へと集中する。

「えいやっ」

　突然鎖くさり鎌がまが伸びた。今までの何倍もの長さである。しかも狙ねらいは俺。

　当たりこそしなかったが、鎖は俺の右腕に巻きついた。

「げっ」

「つーかまえた」

　理香は嬉うれしそうだ。屋台で水風船を釣り上げたのと表情に違いがない。

「ナツルちゃんこっち来てー」

　思わぬ馬鹿力で引っ張られた。油断していた俺は、腹ばいになったまま引きずられそうになる。

「こっち」

「痛ててて」

　俺は半身を起こした。こっちだってケンプファーだ。その意味では力だって五分五分である。逆に理香を引っ張ろうと力を込める。

「それは駄目」

　もう一本の鎖鎌が投げられた。俺の頭の上から落っこちてくる。

　うひっ。ギリギリのところをかすめ、アスファルトの地面に突き刺さる。びっくりしていると、また引っ張られた。

「とっとっと」

「えいや」

　踏ん張ろうとすると、また鎖鎌に狙われる。注意すると引っ張られる。魔法ツアウバーで攻撃しようとすると、バランスを崩されて狙いが定まらない。うわ、地味にやばい。

　理香は調子に乗って、ますます鎖をたぐり寄せる。あらあらあら。

「なにやってんだてめえは！」

　銃声一発。鎖が千切れ飛んだ。

　紅音が俺に怒鳴っている。

「頭が空っぽなのか。鎖を狙えばいいだろうが！」

　そういやそうだ。自分の阿あ呆ほうさ加減を認めるのも嫌だったので、怒鳴り返す。

「簡単にいかねえんだよ！　お前もひでえ格好じゃねえか！」

　紅あか音ねは服をぼろぼろにしていた。沙さ也や香かとの対決は、分が悪いものだったらしい。

「黙れ、レディになんて口の利き方だ！」

「そのレディってのを連れてこい！　犬じゃなくて人間だぞ！」

「なんだと！」

　紅音は言ったものの、くるりと背を向けて走り出す。

「おい!?」

「いったんずらかるぞ、不利だ！」

　急いで後を追う。さらに後ろからは沙也香と理り香かが追いかけてくる。

「中なか尾おめ、すげえ腕が立つ女だ。ちいとやられちまった」

「なにもできなかったのか」

「あいつもあっちこっちから血は出してるだろうよ」

「どこへ逃げんだ」

「逃げるんじゃねえ。戦略的転進ってやつだ」

　ものは言い様だが、非難している場合じゃない。

「転進先は？」

「走ってりゃあ、味方と出会う」

　実にいい加減な逃げ方だ。とはいえもうやめることも出来ず、俺おれたちは走り続けた。





　　○






　いい加減でもやってみるもので、走った俺たちの眼前にいたのは、水み琴ことであった。

「どこ行ってたのよ！」

「どこもそこもあるか！　戦闘中だ！」

　俺は言い返した。正確には逃亡中だが、それほど違いはあるまい。

「厄介ごと持ってこないでよ！　事情は同じなの！」

　見ると、雫しずくもいた。こっちはこっちで、瞳ひと美み、涼りよう花かと戦っているのだった。

　正確には睨にらみ合っているところだ。周囲の様子と身体からだの具合からして、幾度か刃やいばを交えたんだろう。小休止か、緊張感から動けなくなったか。

　こっちは運動中でもある。俺と紅音は味方を確認したので振り向いた。

「鬼ごっこはここで仕舞いだ！　攻守交代！」

　紅音がぶっ放す。沙也香と理香は反撃せず、先の二人と合流した。

　これで同数。四対四。

　やじろべえのように釣り合った。

「数なんか知るか」

　紅あか音ねがチョロＱみたいに走ろうとするのを、雫しずくが止めた。

「待ちなさい」

「離せ、色ボケ馬ば鹿か会長」

「悪口は聞き流してあげるから、今はここにいて」

　雫は敵方四人を眺めた。

「リーダー格は皆みな川かわさん……でいいのかしら」

「いいわよ」

　瞳ひと美みが答える。

「そっちは会長が仕切ってんの？」

「そういうわけじゃないけど」

「フリーダムね。まあいいわ、ちょうど数も揃そろってるし、決着つけようじゃない。瀬せ能のうナツルはもらっていくわよ」

　彼女たちは一斉に武器を構える。こっちも紅音が撃鉄を起こし、水み琴ことが日本刀を握りしめ、俺おれがとりあえず手に力を込める。

　が、雫が軽く制した。

「戦う前に訊ききたいことがあるんだけど」

「嫌。時間かかりそう」

「答えてもらうわ。なんで瀬能君が必要なの？」

「そんなの決まってるじゃない。瀬能君が鍵かぎになっているからよ」

　瞳美は当然だ、と言いたげだった。俺にはさっぱり分からんのだが。

「そもそもねえ、会長がちゃんと赤のケンプファーらしくしていれば、こんなことにはならなかったのよ」

「そうかしら」

「そう。赤と青で決着をつけてくれれば、問題はなかったわけ。せっかく近こん堂どうさんも赤にしたのに、引き込んじゃって、これじゃ困るでしょう」

「モデレーターの言いなりになるのも、癪しやくじゃない？」

「そこらへんは勝手だけど、だから私たちが登場したってわけ。厄やつ介かい者ものを始末するためにね」

「……あなた、何色」

　瞳美は服の袖そでをまくり上げた。

　そこには俺たちと同じ形をした誓約の腕うで輪わがあった。ただ色は、透明に近い白であった。

「全員そう。モデレーターに新しい色をつけられたってわけ」

　赤でも青でもない、別の色だ。あたりまえだがはじめて見る。

「これはね、あなたたちと対決するための色なの」

「納得してるの？」

「今さら騒いだって、ねえ」

　物わかりのいいことだ。雫しずくみたいなのが例外なのかもしれないが。

　その雫は、短剣を二本とも持ったままだ。警戒態勢は解いていない。ま、全員同じだが。

「答えを聞いていないわよ。なんで瀬せ能のう君なの？」

　瞳ひと美みはもったいぶらなかったが、若干間をおいた。

「瀬能君じゃなくて、瀬能君が男か女かが、重要なのよ」

「は？」

　と言ったのは俺おれ。

「俺は男だぞ」

「おや。瀬能君は、なんで自分が男なのに女に化けて、しかもケンプファーだなんて、疑問に感じたことはないの？」

「そりゃま……」

　最初のころはずいぶん悩んだなあ。今はかなり場に馴な染じんでしまったけど。

「臓物アニマルから聞いたんだけどね、男と女の混在型ケンプファーは、あなたしかいないの。それにはちゃんとわけがあるってこと。赤と青しかないときは、瀬能君はただのちょっと変わったケンプファーだったんだけどね」

「……理解できるが、なんだそりゃ」

「別世界で赤と青が戦っているってのは知ってる？」

「聞いた」

「今は会長のおかげで、その世界の成り立ちがちょっと怪しくなっちゃったのよ。赤と青が手を組むなんて、考えられないわけ。そこで鍵かぎになるのが瀬能君。あなたが男を選べば、こっちの世界の勝ちで向こうの世界の負け。あなたが女を選べば、こっちの世界の負けで向こうの世界は勝ち」

「……というと？」

「分かんないかな。あなたがこれからの人生、男として生きるか、女として生きるかで世界の仕組みが変わっちゃうんだってば」

　わあ。そんな馬ば鹿かな。

　耳を疑った。なにそれ、もしかして世界の命運とか、ちょっとアレな中学生的妄想が俺の肩に掛かってるってことか。

　俺だけが変身して女に変わるのは、ちょっと変だとは思っていた。しかしそれが、こんな根本的な問題なんて。

　瞳ひと美みは喋しやべり続ける。

「今の瀬せ能のう君は、男女どちらのアイデンティティも揺れていると思うのね。そこでかちっと決めてくれることが、重要なの」

　女子陸上部のエースはにやりとした。

「私たちのところに来て、女として生きてみない？」

　露骨なお誘いだ。

　ここはあっさりノーと答えるべきか。トイレも風ふ呂ろも女の姿になろうとしているんだから、もちろん否なんだが、なんだか感情が定まらなかった。はっきりと告げられると、「そうなんだ」という気持ちも湧わいてくる。女として……むむ。

「おいおいおい。ナツルの馬ば鹿かにそんなこと決めさせんじゃねえよ」

　紅あか音ねが言った。どこから取り出したのか、ポッキーをばりばりかじっている。

「この馬鹿に決断させるんじゃねえぞ。鈍にぶくて優柔不断だ」

「だからいいのよ。そういう人が決めるのが重要」

「女を選んだら、あたしたちはどうなるんだ」

「さあ」

　瞳美は肩をすくめた。

「倒されたケンプファーと同じじゃないかしら」

　つまり、消失するってことだ。

「冗談じゃねえ。じゃあ男になるって決めたら、おめえたちも消えるんだぞ」

「そんなの嫌だから、瀬能君にはこっちへ来てもらうわ」

「そうはいかねえ、こいつはあたしがぶっ殺すんだ。おめえたちになんざ渡すか。おととい来やがれ」

　紅音の目が細くなる。俺おれとしては、殺されるってところが引っかかるんだけどな。

　瞳美も他ほかの女の子も、挑発には乗らなかった。

「美み嶋しまさん、なんで瀬能君が男の子を選ぶと、あなたたちの勝ちか分かる？」

「知るか」

「あなたたち全員、男の瀬能君が好きだからよ」

　なに言ってやがんだか。

　俺は笑いそうになった。俺を殺すと口走る猛犬女と、嫌がらせだけしてる生徒会長と、カレーばかり食わせる幼なじみである。好きとかそんなのあるか。

　一緒に笑おうと思って、表情が固まった。みんな真剣な顔をしている。あれれ？

　紅音がうなるようにして喋った。

「じゃあおめえたちは、女のナツルが好きなのかよレズ野郎」

「そうでもないけど」

　瞳ひと美みは実に楽しそうにしていた。

「私たちには、沙さ倉くらさんもいるから」

　え、沙倉さんが!?　俺おれが仰天したのを見て、瞳美以下四人はにやにやしている。

「だからねえ瀬せ能のう君、私たちの側に来て。女の姿じゃないと、沙倉さんには振り向いてもらえないわよ」

　そんなことまで知ってやがんのか。

　遠くでサイレンの音がした。遅ればせながら、パトカーがやってこようとしていた。

　沙さ也や香かが背後を確認し、瞳美にうなずく。

「ここで決着つけるつもりだったんだけど、そうもいかないみたい」

「……」

　こちらは全員無言。

「また今度ね。瀬能君、女子部で会いましょう」

　四人はぱっと散る。

　すぐに夜の街に紛れ、見えなくなった。

　俺たちはただそれを見つめていた。

「……戻った方がいいわね」

　雫しずくが呟つぶやくように言う。同感だったので、ケンプファーの変身を解いた。男の姿へ戻る。

　パトカーの赤色灯まで目に入ってきた。余計なことを聞かれないよう、俺たちは移動する。

　また無言の時間となる。

「……ねえ会長、信じていいの？」

　水み琴ことが訊きいていた。さすがのこいつも、心配そうだ。

「疑う理由はないわね」

「ナツルのこともそうだけど、あっちの世界とか……」

「それはまだ考えることがあるわ。楓かえでのこともね」

　そうだ、白のケンプファーの連中は、沙倉さんもいると言っていた。どこまで関係しているのか不明だが、なにかあるのは間違いない。

　俺の頭は色々なことがぐるぐる回転していた。男とか女とか、もう様々なことが全力疾走して止まる気配がない。知恵熱が出そうだった。

「まあいいや。ようするに、ナツルをあいつらに渡さなきゃいいんだろ」

　紅あか音ねが目を吊つり上あげながら言っていた。うわ、こいつ変身解いてないよ。

「ナツル。女になるなんて道を選んだら、あたしが殺すからな。男のままでもいずれ殺す。よく覚えておけ」

　この女だけはまったく変わらない。いつもの猛犬バージョンを目にして、俺おれはわけもなくほっとした。
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　築つき地じです。けんぷファーの、えーと、五巻目になります。ここしばらく、前巻の直後からはじまるという変則的なスタイルでしたが、ここで元に戻ります。その代わり……と言ってはなんですが、なんだか三人称のシーンが増えてしまいました。全部一人称で回すのは難しいです。はい。




　さて、このシリーズでは一つの決めごとがあります。「臓物アニマルの新タイプを出し続ける」こと。裏の主役とも言うべきぬいぐるみたちに、常に新鮮さを与えているのです。これにも法則があって、実は「動物はダブってもいいけど、死に様はダブらない」ようにしています。つまり臓物アニマルの特徴は、その死に方にあるわけです。ひどい話だ。

　やってみると意外と大変なのですが、なんだかんだで様々なものが出てくるあたり、妙な奥の深さを実感しています。担当氏とも「臓物アニマルグッズ化！」「四コマ界に進出！」と変に盛り上がっていますので、これからも大活躍させるつもりです。なにをもって活躍とするかは、意見の分れるところではありますが。

　で、その臓物アニマルですが、早くも他たメディアに進出しております。電撃ｈｐ（メディアワークス刊）に掲載されている三み雲くも岳がく斗と先生の「アスラクライン」に登場しました。ストーカー気質のあるキャラクターが、気に入った相手に送りつける嫌がらせアイテムとして、存分に力を発揮しています。これぞ臓物アニマルの正しい使い方。なんかやけに可愛かったです。沙さ倉くらさんみたいに収集に熱を上げるのは、やはりどこか入ってはいけない電源が入っていると見るべきでしょう。

　他の作家さんにも取り上げられたことは、私の中では世界進出と同義。メディアミックス、シェアードワールド、スターシステムの完成です（意味分からないで使ってます）。きっと京きよう都と生まれの電気ネズミを上回る人気となり、ハリウッドで映画化され、映画館前には内臓が露出したコスプレをする人で満みち溢あふれることでしょう。実現したら、色々な意味で楽しいことになりそうです。




　もちろんその前にまず六巻。千里の道も一歩から、こつこつと、臓物アニマルと共に歩んでいきたいと思います。では。
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